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序章　終わりよりの始まり







　人は、死の間ま際ぎわにそれまでの人生における出来事を、走そう馬ま燈とうの様に見るという。

　ならば、やはり自分は死ぬのだと――天あま野の行ゆき成なりは思った。

　諸もろ々もろの思い出が、脳のう裏りに閃ひらめいては消えて行くからだ。

　前後の脈みやく絡らくも無く、延々と明めい滅めつする断だん片ぺん的てきな記き憶おくの数々。

　行成自身は殆ほとんど忘れ果てていた様な出来事すら、そこには幾いくつも含ふくまれていた。




　例えば、姉と初めて見に行った映画が、何な故ぜか古ふる臭くさい西部劇だった事とか。




　例えば、宗教に金をつぎ込む母が、父に詰なじられて包丁を持ちだした事とか。




　例えば、姉の目の手術が終わるのを、待合室で一人待っていた時の事とか。




　例えば、小こ遣づかいを貯ためて買ったモデルガンを、一晩中弄いじくっていた事とか。




　例えば、姉が行成の誕生日に焼いてくれた、大きなアップルパイの事とか。




　例えば、姉の眼鏡を間ま違ちがって踏ふんづけてしまい、何度も謝あやまった時の事とか。




　例えば…………




　夢む幻げん泡ほう影えい。

　人生とは、水面に浮うかんでは弾はじけ消える泡うた沫かたの様なものだという。最さい期ごの時から振ふり返かえって見れば、儚はかなく短い、そんな人間の生しよう涯がいを示した言葉だ。

　行成の場合は、尚なお更さらだ。

　十六年の歳さい月げつは人間の一生として見れば、決して永いとは言えないものだろう。起き伏ふくや波乱に富んだ人生だったとも、思わない。

　だが……それでも、生と死の境目を今まさに越こえようとしている行成の脳裏には、数え切れない程ほどの情景が、次から次へと浮かんでくる。

　意外だった。

　こうしてみると彼かれ自身は――あまり自覚は無くとも――それなりに己おのれの人生を感かん慨がい深ぶかく記憶している、という事なのかもしれない。姉はともかく、自分の事については割と無む頓とん着ちやくに生きてきた積もりだったのだが。意識の奥おく底そこでは、やはり生存本能とでも言うべきものが、喪うしなわれつつある未来を惜おしんでいるのだろうか。

　やがて、脳裏を過ぎゆく諸々の追つい憶おくは、最期の場面へと繋つながっていく。

　即すなわち――

（…………）

　覚えているのは、視界を覆おおう炎ほのおの朱アカだ。

　全すべてを呑のみ込んで焼やき尽つくさんとする光と熱――それが、天野行成の人生に対し、とどめとばかりに撃うち込まれた終止符ピリオドであった。右を見ても、左を見ても、炎が『この先はもう無いのだ』と告げるかの様に、立たち塞ふさがっている。

　火事だった。

　何が原因だったのかは分からない。旧ふるくなった電化製品が発火した事故なのか。あるいは何者かによる放火だったのか。火の不始末という事は無いだろう。家の調理器具は全て電磁誘導加熱ＩＨだし、行成も姉も煙草たばこは吸わない。両親に至ってはそもそも滅めつ多たに家に帰ってこない。

　いや。今いま更さらどうでも良い事である。

　ただ――

「姉ちゃん！」

　叫さけびながら伸のばした手は、届かない。

　四方を炎に囲まれた今、届けばどうなるというものでもなかったのだが、それでも行成は伸ばさずにはいられなかった。

　自分は別にどうでもいい。

　だが――姉は。

　初はつ音ねだけは。

「…………ユキ……くん」

　諦あきらめの境地からなのか、それとも恐きよう怖ふと絶望の余りに、心の何処どこかが壊こわれたのか……場ば違ちがいな緩ゆるい笑えみを浮かべる娘むすめの姿が、炎の向こうに揺ゆれていた。あるいは彼かの女じよは泣いているのかもしれないが、煙けむりと熱に曇くもる眼鏡のせいで、その目め許もとはよく見えない。

　二メートルもない筈はずの距きよ離りが、酷ひどく遠い。

　喘あえぎ吸い込む息は肺を焼き、足元は今にも崩くずれそうな程に不安定だ。此こ処こから逃にげ出だす事は、もう不可能だろう。いや――今この瞬しゆん間かん、奇き跡せき的てきに救助されたとしても、手て遅おくれだ。病院まで行成の身体は保もたないに違ちがいない。

　既すでに、炎に触ふれても痛みすら感じない。

　なのに『熱い』という感覚だけが、意識に焼き付いたままだった。

「ユキくん……」

　姉の方からも行成に向けて両手を差さし伸べてきた。

「姉ちゃん――」

　焼けただれた手を、更さらに伸ばす行成。

　熱にぼやける意識が、ゆっくりと諦めに濁にごっていく。

　嗚呼ああ。せめて手を。助ける事が出来ないのなら、お互たがいに離はなれずに済む様に手を。最も早はや、免まぬがれ得ぬ死だとしても……大好きな姉と共に逝いく事が出来るなら、未まだ多少はマシというものだった。

　震ふるえる指と指が、もどかしげに紅あかい虚こ空くうを掻かく。

　そして――

「――！」

　その上に燃え盛る天てん井じようが落ちてきたのは、次の瞬間だった。

　希望とすら呼べない様な、ささやかな願いをも徹てつ底ていして焼き潰つぶす、無む慈じ悲ひな現実。

　絶望そのものの光景を前に、行成は――




「――姉ちゃんッ！」




　己の叫び声ごえでユキナリは覚かく醒せいした。

　…………

「…………え？」

　一いつ瞬しゆん――自分が置かれている状じよう況きようが、分からなかった。

　これは夢の続きなのか。

　ユキナリは眼を瞬しばたたかせる。

　焦しよう点てんが定まり、曖あい昧まいに緩んでいた視界が、急速に明確さを取とり戻もどしていく。

　叫びと同時に思わず伸ばしていた、彼の右手は……

「…………」

　彼の顔を覗のぞき込んでいたらしき娘の、襟えり首くびを掴つかんでいた。

　一瞬、姉かとも思ったが、違う。

　何処かおっとりした雰ふん囲い気きの、優やさしげな目鼻立ちは似ているが……髪かみはいわゆる赤毛で、眼も碧あおい。恐おそらく日本人ですらない。何よりも姉がどんな時も手放さなかった眼鏡を、この娘は掛かけていなかった。

「だ……誰だれだ？」

　そう問うてみて初めて、ユキナリは自分が、何か硬かためのベッドらしきものの上に寝ねかされているのだと気付いた。

「……落ち着いて」

　静かな口調で娘がそう告げてくる――聞いた事も無い言葉で。

「……!?」

　なのに、ユキナリにはその意味が分かった。

　まるで最初から、その言語を識しっているかの様に。

「これは――」

　一体、何語なのか。

　どうして自分はそれが理解出来る？

　そもそも――この娘は誰だ？

「落ち着いて。ね？」

　そう娘は繰くり返すと……彼女にぶら下がる様にして上半身を浮かせていたユキナリの胸に、手を添そえた。押おすというよりも、ただ掌てのひらの重みを掛けるだけの様な柔やわらかさで、娘は再びユキナリを仰あお向むけに寝かせる。

　混乱するユキナリが彼女の手に逆らわなかったのは、やはり、何処か姉に似たものを感じていたからだろう。穏おだやかで優しい姉。彼女はどうなったのだろうか。自分はどうなったのだろうか。此処は病院で、自分達たちは死の瀬せ戸と際ぎわで救助されたのだろうか？

「…………」

　ベッドらしきものの上で仰ぎよう臥がしながら、ユキナリは周囲を見回す。

　病室や手術室でない事は、すぐに分かった。

　照明は、壁かべ際ぎわに取り付けられた古式ゆかしいランプで賄まかなわれているし、そもそも心臓の状態を示す電位差測定器オシロスコープや、人工吸入器といった機材も見当たらない。

　代わりに在るのは、フラスコや試験管といった硝子がらす器具、用よう途とのよく分からない金属製の道具ばかりで、実に――怪あやしい雰囲気だ。

　まるで……

（……何かの化学実験室みたいな……）

　咄とつ嗟さにユキナリが連想したのは、昔のＳＦ映画によく見み掛かけられた登場人物――『頭のおかしマツド・サイい科学者エンテイスト』の人体実験室だった。

　すると自分は、今から改造手術でもされてしまうのだろうか。

　いや。それとも既に手術の後なのか？

　焼けただれていた筈の腕うでには、傷一つ見当たらない――

「何処か痛い処ところや苦しい処は無い？」

　だが、そう訊たずねてくる娘は――優しげで、とても人じん倫りんにもとる様な実験をする人物には見えなかった。ユキナリの様子を気き遣づかってくれているのが、言葉だけでなく表情や仕草からもよく分かる。

「あんたは一体――誰なんだ？」

　娘の問いには答えず、そう問い返すユキナリ。

　すると――

「……喋しやべった……！」

　驚おどろきの響ひびきを含んだ声が上がった。

　だが勿もち論ろんそれは、先さき程ほどからユキナリの傍かたわらにいる娘のものではない。

「姉様、それ……喋った、よ……！」

　まるで犬や猫ねこが人語を発したのを見たかの様な驚き方である。

「それは勿論」

　微び苦く笑しようを浮かべて、娘は頷うなずいた。

「『人造にして英知の結けつ晶しようたる彼かれ等らは、生まれながらにして全ての智ちを有する』――それは極論としても、予あらかじめ、術式の中に一通りの言葉を刷り込んでおいたのだから、喋る事が出来るのは当然でしょう」

　娘が振り返る先――そこには、一人の少女が立っていた。

　小こ柄がらで、ざっくりと短めに銀色の髪を切っているせいで、一瞬、ユキナリは少年かとも思ったが……声の高さや着ている衣装から、女の子だと分かった。年ねん齢れいは恐らく娘より幾つか下――多分十三か四といった処か。

　顔立ちに、娘と似通った部分が、幾つか見える。

　先に『姉様』と言っていた事からしても、娘と少女は姉妹なのだろう。知的な眼まな差ざしと、優美な雰囲気の姉に比べると、何処かぎこちないというか――何処か人形めいた雰囲気のある子だったが。

「彼の場合は元々が生きた人間だった筈だし、知識を駆く使しする為ための自じ我がも在って当然よ」

「……そうなん、だ」

　少女は小さく頷く。

　だが、その空色の双そう眸ぼうは――微び妙みように娘からもユキナリからもずれている。焦点は何処どこにも合う事無く、緩んだ瞳ひとみが無限遠の彼方かなたに視線を放散させていた。

（この娘は……）

　恐らく、眼が見えないのだ。

　完全に視力が無い訳ではないのか、それとも、音から大まかな位置関係を判断しているのか……木箱に入れた実験器具を運び、娘の傍そばに置くその動きは安定したものだった。

　どうやら娘の助手というか、下働きの様な事をしているらしい。

「ダーシャ。分かっていると思うけれど、この事は……」

「……ん」

　娘の言葉に、ダーシャと呼ばれた少女が頷く。

　それを確かめると、娘は再びユキナリの方に向き直って――微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　前世の記憶は在る？　それとも――」

「前世？」

　まるで生まれ変わったかの様な物言いだ。

　いや。そもそも――

「私の名前はイルジナ。この子の名前は――」

　そう言って娘――イルジナは、傍らに立つ少女を示す。

「ダーシャ。もし覚えているのなら、君の名前を教えてくれる？」

「……俺おれはユキナリ」

　ユキナリはそう答える。

　若じやつ干かんの不安と疑問を感じつつも。

（俺は――本当に天野行成か？）

　そう思ったのは、自分の眼の前に掲かかげた手を見たせいだ。

　自分の――手。

　火傷やけどの跡あと一つ残っていない、綺き麗れいな手。

　鏡を覗かねば見る事の出来ない顔と違い、自分の手というものは毎日の様に見ているせいで、その形状は子細漏もらさず記憶に焼き付いている。手相という言葉も在る通り、人間の手というものは千せん差さ万ばん別べつで、そこには個性というものが在るのだ。

　しかし……

（これは俺の――手か？）

　違う気がする。恐らくこれは自分の手ではない。

　前世、という言葉が改めて脳裏を過よぎる。

　そして絶望的な炎の記憶。

　自分は――

「ユキナリ。不思議な名前ね」

　イルジナは、少し首を傾かしげてそう言った。

「ではユキナリ……色々と訳の分からない事ばかりで、混乱していると思うけれど、大丈夫よ。きちんと全て説明してあげるから」

「……俺は」

　死んだのか。

　そして――生き返った？

　いや。この信じがたい事だが、状況は恐らく……

「私達を信じてくれると、嬉うれしいな」

　ふと……イルジナは、童女の様なあどけない笑みを浮かべてそう言った。それまでの微び笑しようが知性を漂ただよわせ、包容力の在る大人の優しさに満ちていただけに……その幼いともいうべき無む垢くな笑え顔がおは、とても愛らしく見えた。

「ユキナリ」

　彼女が改めて手を差し伸べてくる。

　今度はユキナリを押さえる形ではなく――握あく手しゆを求めるかの様な形で。

「…………」

　眼の前に差し出された手を見つめるユキナリ。

　細く、白く、しかし、よく見ればひび割れや、小さな傷きず痕あとが幾つもついた手。

　それは働く者の手だ。母の代わりに家事をしていた姉の初音もこんな手をしていた。不器用でも真ま面じ目めに、一いつ所しよ懸けん命めいに自分の仕事をこなしている人間は、こういう手になる。

　だから……

「…………」

　ユキナリは、イルジナの手を握にぎる。

　それに応じて、嬉しそうに笑みを深めるイルジナ。

　彼女に引かれて身を起こしながら――やはり彼女は何処か姉の初音に似ていると、ユキナリはぼんやり考えていた。

　そう。自分よりも姉だ。姉はどうなっただろうか。

「姉ちゃんは――何処だ？」

「……？」

　怪け訝げんそうに首を傾げる、イルジナとダーシャ。

「姉ちゃんは――アマノハツネは無事か？　生きているのか？」

　そう問うてみても……二人からの答えは無い。

　横たわる沈ちん黙もくが、ゆっくりと絶望の色に染まっていくのを、ユキナリは感じていた。

　そして――

　…………

　絶対死の向こう側に開けた、新たな時間。

　世界の摂せつ理りの埒らち外がいでの、出会い。

　後に、この出来事が世界全体の在り様すら変える事になるのだと……そしてその渦か中ちゆうに自分が立つ事になるのだと、この時のユキナリは、未だ、知らない。







第一章　神なる獣







　延々と、雨が降ふり続いていた。

　遙はるか彼方を見み遣やっても、曇どん天てんは果てし無く広がり、世界の隅すみ々ずみまでもが雨雲に覆われているかの様である。

　途と切ぎれる事無く注がれる雫しずくは、地をぬかるませ、その上を行くものの体温をゆっくりと奪うばっていく。油を塗ぬり込んだ外がい套とうを着ていてさえ、ゆっくりと冷気が身体に染しみ込んでくるかの様だった。

　鬱うつ陶とうしい事この上無い。

「まずったかな……」

　周囲を見回すユキナリ。

　彼の周りに広がっているのは、山林の光景だった。

　そう勾こう配ばいは険しい訳でもなく、木々が生え並んでいるので、多少は雨あま除よけになるか、と脚あしを踏み入いれてみたのだが――土ど砂しや降ぶりに近いこの状況では、焼け石に水どころか、濡ぬれてぬかるむ腐ふ葉よう土どに脚をとられて、歩きにくい事、夥おびただしい。

「……憂ゆう鬱うつな、感じ……」

　ぼそりとそう呟つぶやくのは――ユキナリの隣となりを歩いている少女だった。

　良く整った目鼻立ちをしているが、全体的に少し緩んだ様な……まるで寝ね起おきの様にぼんやりした雰囲気がある。お陰かげで良く言えば素そ朴ぼくというか、滲にじみ出でる様な愛らしさが在るのだが――悪く言えば、普ふ通つうの人間と比べて、何処か何かが欠けているというか、人形めいた雰囲気が拭ぬぐいきれない。銀の髪を短めに切っている上、大きめの眼鏡を掛けているから尚更だ。

「…………」

　彼女は歩きながら、掛けていた眼鏡を外すと、懐ふところから取り出した布でこれを拭ふく。

　だが頻ひん繁ぱんにこれを繰り返しているせいか、布もまた湿しめっていて、丹たん念ねんに擦こすってみても、そこに小さな水すい滴てきが残ってしまう。

　裸ら眼がんの者に比べると、尚更にこの降り続く雨は憂鬱だろう。

　だが――

「おい。歩きながらそんな事したら――」

　振り返って、ユキナリがそう声を掛けた――途と端たん。

「……ッ!?」

　ばしゃん、と音を立てて少女は転んでいた。

　小柄な身体がぬかるむ地面に倒たおれ込み、派手に泥どろを跳はね上あげる。

「うわっ……言わんこっちゃない」

　溜ため息いきをついてユキナリは立ち止まり、少女の方に手を差し伸べる。

「大丈夫か、ダーシャ？」

「ううっ……びしょびしょ、だ」

　そう呟きながら身を起こす少女――ダーシャ。

　彼女は眼鏡を懐に仕し舞まうと、そのままユキナリの手にしがみつく様にして身を起こした。

　彼女は、眼鏡が無いと、自分の足元さえはっきりと見る事が出来ない。こんな雨の中では尚更に視界が悪くなる。彼女自身が『大丈夫』と強きよう硬こうに主張するので、こうして歩いてきたが、やはり無理があったのだろう。

「あー……」

　泥だらけのダーシャを立たせ――その前に腰こしを屈かがめるユキナリ。

　とりあえず外套を着ているとはいえ、転んでしまうとその下までびっしょりと濡れてしまう。このままでは益ます々ます体温を奪われてしまうだろう。

「こりゃ風か邪ぜひきかねないな。どっかで雨宿りして服を乾かわかさないと」

「こんな場所、で？」

　良くも悪くも……前述の通り、なだらかな山である。

　木々は生えそろっているが、庇ひさし状に張り出した岩棚だなや、洞どう窟くつの類たぐいは見当たらない。

「まあ何処か、大樹の根元とか――そうそう都合良くはないか？」

　周りを見回す行ゆき成なり。

　だが、それらしいものは特に視界に映らない。

　やはりもう少し先の町に留とどまっているべきだったろうか。あまり長期間同じ場所に居いると『足が付く』可能性が在ったので、敢あえて準備もそこそこに出発する事にしたのだが、これではユキナリはともかく、ダーシャが体調を崩しかねない。

　今いま更さら悔くやんでも、もう遅おそいが。

「ダーシャ。歩けるか？」

　ユキナリはダーシャの方に手を差し伸べながら訊ねる。

「多分、大丈夫」

　そう言ってダーシャはユキナリの腕に再びしがみついてくる。

「ごめんなさい、ユキ」

「いや。謝る必要はないけども」

　溜息を一つついて、ユキナリはダーシャと共に歩き始める。

　未だしばらく――雨は止やみそうになかった。
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　フリートラントは山間部の小さな町である。

　東西を山さん岳がく地帯に挟はさまれた一種の盆ぼん地ちであり――良くも悪くも変わりやすい山の気候の影えい響きようを、如によ実じつに受ける。勿論、豊富な自然の恵めぐみを受け易やすい土と地ち柄がらでもある訳だが……耕作に適した土地は限られており、他に特産品も無いとあって、町の財政は安定せず、あまり豊かとは言えない。

　だが、そういう場所でも、生きていかねばならないのが人間だ。

　フリートラントの住人に限らず、生まれた土地を離れる事が出来るのは、極一部の者に限られる。国土全体の治安を維い持じするべき国家の権勢は、辺境には及およびにくく、旅は常に命いのち懸がけであり、町や村を離れれば、山さん賊ぞく、夜や盗とうといった無法者は勿論、凶きよう暴ぼうな獣や、亜あ神しんや異獣といった脅きよう威いには事欠かないからである。

　そして――

「おい。見ろよ」

　フリートラント中央を貫つらぬく大通り。

　町の外の辺境街かい道どうへと繋がるその道を……今、十数人の行列と、そして一台の山車だしが静々と進んでいく。

　行列の人々は、いずれも藍あい色いろに染めた長衣を着込んでおり、手には皆みなが鈴すず付きの杖つえを持っている。彼等が歩く度に、しゃん、しゃん、と涼すずやかな、しかし単調な音が響き――その後ろからごろごろと、山車の大きな車輪が地面を抉えぐる濁った音が、追つい随ずいする。

　祭さい祀し行列。

　三年に一度行われるそれは、既に多くの町の住人にとって、見慣れたものだ。

　山車の上に頭を垂れて座すわる少女の姿もまた、人々にとって馴な染じみ深ぶかいものである。下着の様な――しかも限られた布地部分すら、肌はだが透すけて見えるかの様な薄うす衣ぎぬは、この祭祀の為に毎回誂あつらえられるもので、見方によってはひどく扇情的エロテイツクな代しろ物ものだった。

　だが……

「……今年の『巫女みこ』はやけに若いな」

　脚を止めてその祭祀行列を眺ながめる人々が、密ひそやかな囁ささやきを交かわす。

　彼等の口調や声こわ音ねには熱が無い。『祭』を前にした高こう揚ようではなく、ある種の諦てい観かんを想おもわせる、沈ちん鬱うつで気け怠だるい響きが、そこには在った。

「そこそこ器量も良いじゃねえか。勿もつ体たいねえ」

「この日の為に育てられてきた孤こ児じだからなあ。仕方なかろうさ」

「お陰でこの雨でも、川が溢あふれたり、土ど砂しや崩くずれが起きたりも、無かったしな……」

　彼等はそう囁き合うと、祭祀行列を見送る。

　山車の上に座する少女に注がれる彼等の眼差しは……葬そう送そうの列に対するものと、よく似ていた。
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　行列は程なくして目的地に着いた。

「降りなさい」

　そう命じるのは行列の先頭に立っていた三名の神官である。

「……はい」

　ベルタは素す直なおに頷いて、山車から降りる。
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　彼女の両りよう脚あしから山車へと繋がれていた長めの鎖くさりがじゃらりと鳴った。神官達は金具を使ってこれを外し――その端はしを持ってベルタを道の奥おくへと促うながす。

　そこに在るのは『神しん殿でん』だった。

　もっとも、あくまで神官達がそう呼んでいるだけで、彼等が普ふ段だん、寝起きしている建物はちゃんと町の方に在る。山の中に設けられたこちらは、むしろ儀ぎ式しきの場――祭祀場としての意味合いが強い。つまり文字通りに此処は、『神のおわす館やかた』なのだ。

　館と言っても、壁かべは無い。

　フリートラントの標準的な家が一軒けん建てられそうな敷しき地ちには、太い石柱が何本も楕だ円えんを描えがく様にして配置され、その上には巨きよ大だいな平たい岩が載のせられている。

　他に構造物は無い。ただ、それだけの代物だ。

　この一枚岩を一体どうやって造り出し、どうやってこの石柱の上に載せたのかは、分からない。神の御み業わざだ。人間に不可能な事を当然の如くやってみせるからこその神であり、だからこそ、人は地に伏ふしてこれを崇あがめるのである。

「こちらへ」

　神官達が、手招きをする。

　神殿の中央部には、地面に一本の鉄杭くいが打ち込まれていた。

　上じよう端たん部に同じく鉄の環かんが備わっており、神官達はここにベルタの脚から伸びている鎖を繋ぎ直した。やけに良い手て際ぎわは、慣れているから――というよりも、この作業を早々に済ませて此処から立ち去りたいが故の事だろう。神官といえども人間だ。神への怖おそれは人並みに――いや神官だからこそ、人並み以上に持ち合わせているのだろう。

「しかとお勤めする様に」

「……はい」

　神官達の言葉に、やはり頷くベルタ。

『お勤め』の意味は勿論分かっているが、今更、取り乱す様な事は無い。何年も前から繰り返し、繰り返し、言いい含められてきた為か――怖れは、既に馴染みの感情だった。

　神官達は他の行列の参加者達と頷き合うと、ベルタを一人残して、山車を引き、来た道を戻り始めた。

　勿論、神官達は少し離れた場所から儀式の進行を見守るのだろう。この期ごに及んで怖おじ気けづいた『巫女』が逃げ出したり、現れた神に不ふ遜そんな行動をとったりしないようにとの用心からだ。過去には何度かそういう事が在ったというが、その度に、神官達は神の怒いかりを鎮しずめる為に、更に『巫女』を差し出す事になったという。

　勿論――ベルタは、そんな事をする積もりなど、無い。

　自分が『お勤め』をこなせなければ、神にお鎮まりいただく為の『巫女』がまた一人、孤こ児じ院いんにいる彼女の『妹』達から選ばれる事になる。勿論、血など繋がっていない仮かり初そめの『家族』ではあるが、親の顔も知らないベルタにとって、彼かの女じよ等らは大切な存在だった。

「…………」

『妹』達の顔を順番に思おもい描きながら、ベルタは溜息をつく。

　そして――

「…………？」

　ふとベルタは眉まゆを顰しかめた。

　何か、小さな物音が聞こえたからだ。

　神が――地神が現れたのかとも思ったが、それならばもっと堂々たる足音や咆ほう吼こうが先まず最初に響くべきだろう。こそこそと神殿の柱の陰に隠かくれて『巫女』を待っている様な神など、聞いた事も無い。

「まさか――」

　ベルタは、音のした方へと歩き出す。

　鎖はある程てい度どの長さがあるので、神殿の中であれば、動き回る事は出来る。

　自分達がやってきたのと反対側――神殿の『奥』側に立つ柱の一つを回り込んで、そこでベルタは息を呑んだ。

　柱にもたれかかる様にして、男女が座っていたからだ。

　どちらも旅人なのだろう――外套を着込んでおり、寄より添うようにして眠ねむっている。彼等の足元には焚たき火びの痕あとも在った。恐らくは先の長雨に難なん儀ぎして、この神殿で雨宿りをしていたに違いない。そして旅の疲つかれからか、不用心にも二人して眠ってしまったのだ。

　先の物音は、この男女のどちらかが身じろぎした際のものだろう。

　しかし――

「……この人達は」

　少しばかり、妙みような格好をしていた。

　いや。正しくは、男女ともに、少し変わった品を身につけていた。

　片方は長身痩そう躯くの少年である。

　年齢は恐らく、ベルタとそう変わらない――十代後半といった感じだ。

　よく整った目鼻立ちで、何処どこか涼すずしげな印象が在る。眠って居てさえもその表情に緩みは無く、むしろ何かを苦く悩のうし続けているかの様な真しん剣けんさが、その顔の一部となって貼はり付ついていた。男には勿体ない位の、艶あでやかで柔らかそうな金きん髪ぱつだが――目立つ点と言えばその程度で、殊更にその容姿に特異な部分は無い。

　ただ――彼が脇わきに置いている道具。

　それは、ベルタも初めて見る代物だった。

　恐らくは剣けんなのだろう、という想像はつく。

　鞘さやに入った長い得物。だが通常の剣と違い、妙に柄つかというか、拵こしらえの部分がごつい。必要以上にそこが大きく、まるで棍こん棒ぼうに改めて剣身を継つぎ足たしたかの様な、奇き妙みような形なのだ。しかも柄の部分には金属製らしき部品が幾いくつも組み込まれていて、何かの工具の様な印象も在る。

　これは一体何なのだろう？

　ベルタが知らないだけで、王都や大きな町では普通に見られる武器なのだろうか。

　勿論、旅をするのに身を守る為の武器は必ひつ須すだが――単なる剣よりもこの少年のそれは、遙かに物々しい印象が在った。

　そして――もう一人の少女。

　小柄で、可愛かわいらしい顔立ちをしているが……その銀色の髪を短くしているせいで、見る角度によっては男の子と勘かん違ちがいしてしまいそうだ。あるいは眼めを開いて表情を浮うかべれば、また印象が変わるかもしれないのだが。

　この少女の奇妙な品は……その眼の上に在った。

　小さな硝子の板を、細い金属の部品で繋つないだ品。それを、耳と鼻で引っかけているのだ。これも初めて見る代物だが――そういえば、以前、眼の悪い人の視力を補う道具として『眼鏡』なるものが存在するのだと、町にやってきた商人から聞いた事が在る。ひょっとしてこれがソレなのだろうか。

「あ……あの」

　ベルタは、二人に声を掛けてみる。

　疲れて眠っている処を悪いとは思ったが……このままでは彼等も儀式に巻き込まれる事になってしまう。予定外の存在が地神からどんな反応を引き出すかは、ベルタにも分からない。神は不可解でかつ気き紛まぐれなものだ。喜ぶか。怒いかるか。どちらも在り得る。だがどちらにせよ、ベルタ以外にも犠ぎ牲せいが出てしまうだろう事は、間ま違ちがいなかった。

「あの、起きてください」

　やや声を大きくしてそう呼よび掛けて見るも……二人は起きる様子が無い。

　意を決してベルタは少年の方に手を伸ばす。

　そして――

「――え」

　何処か間の抜ぬけた声を漏らしたのは、どちらだったろうか。

　ベルタが少年の頬ほおに触れようとしたその瞬間――気配を感じたのか、単に偶ぐう然ぜんなのか、彼かれは眼を開いてベルタを見返してきた。

　そして――

「――ッ!?」

　言葉にならない驚きの声が、神殿に――そしてそれを包つつむ山林に響き渡わたった。
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「お疲れ様さまでした」

　祭祀行列を終えて戻ってきた町の住民達たちに向けて――町長代行を務めるフィオナ・シリングスは、そう労ねぎらいの言葉を掛ける。青い儀式装束を着た男達は、揃そろって頭を垂れると、そのまま屋や敷しきの前から立ち去っていった。

「…………」

　町の各所に向けて散っていく彼等の背中を眺めながら、長い金髪の端を指先に巻き付けては、解く。

　意味の無い仕草だが――これは苛いら々いらしている時の、フィオナの癖くせだった。

　祭祀行列は帰ってきたが、儀式そのものが終わった訳ではない。人間の手で進める部分が済んだというだけの事だ。後はこの地の神が執とり行おこなう領域で――むしろこれからだ。もっともその実態は、儀式とは名ばかりの――ひたすら残ざん酷こくな晩ばん餐さんなのだが。

「……不ふ愉ゆ快かい、などと言っては駄だ目めなのでしょうね」

　翡翠色の双眸を細め、王都の学院では清せい楚そ可か憐れんと評判だったその顔を、物もの憂うげに歪ゆがめて彼かの女じよは言った。

　殊こと更さらに答えを期待した呟きでは、なかったのだが――

「先祖代々続いてきたしきたりでありますし」

　彼女の脇でそう答えるのは、シリングス家の執しつ事じである。

　単に家の中の雑事を取り仕切るだけでなく、病びよう床しようの父に代わって町長の仕事を務める彼女を、補ほ佐さする役目も彼は負っていた。生まれも育ちもこの町で、フィオナは勿論、父よりも年とし嵩かさの老人である。

　彼にとってこの儀式は、ごくごく当然のものなのだろう。

「仕方なしにね」

「無論、その通りですとも」

　執事はしたり顔で大きく頷いた。

　理り屈くつというものは大たい抵ていが、既き存そんの事実を裏打ちする為に用いられる。このフリートラントにおいて、儀式は在って当然のものであり、それがどれだけ人間の感情からすれば受け入れ難がたい事であっても、『大義』の名の許もとにこれを正当化する内に、誰もがその事に疑問を感じなくなっていく。

　慣れというのは、本当に恐ろしい。

　フィオナはそう思う。自分もこの町から出る事無く育っていれば――王都に留学していなければ、何の疑問も感じる事無く、この儀式を受け入れていたのだろう。

　勿論、仕方の無い事だというのは、分かっている。

　王都の王おう侯こう貴族達も田舎いなかの治政には無む頓とん着ちやくだ。税金さえ定期的に納められていれば何が起こっていようとも関知すまい。たとえフィオナが何かを訴うつたえたとしても『地方の慣習を尊重する』という美び辞じ麗れい句くを掲げて、我関せずを決め込むだけだ。

　だが――

「こんな事、いつまでやらなきゃいけないの……」

「いつまでもでございますよ、お嬢じよう様さま」

　執事は穏やかな笑顔でそう言った。
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　眼が醒さめたら……すぐ傍に裸はだかの女の子が居る。

　それはユキナリを動どう揺ようさせるのに十分な事実であった。

「何だ……？」

　いや。改めて見てみれば裸ではない。裸ではないが――その姿はある意味で裸よりも遙かに淫いん猥わいにも見える。

　身につけているのは、下着の様な、限られた部分だけを覆おおう薄衣で――紗しやと呼ばれる様なその布は、肌が殆ほとんど透けて見えている。身体の輪りん郭かくどころか、近寄ってみれば産うぶ毛げまで判別出来そうな代物で、むしろこれを着る位なら、あけっぴろげに全ぜん裸らでいる方が、見る者の劣れつ情じようを刺し激げきしないのではないか……そんな風にさえ思えてしまう姿だった。

　しかも、その少女は、可愛らしかった。

　年齢は十六か七といったところか。

　髪かみは長く亜麻色で、目鼻立ちは良く整っているが、その琥珀色の双眸に宿る眼光はひどく弱く――何処どこか儚はかなげに見える。怒った顔や笑った顔よりも、泣いた顔の方がはるかに容た易やすく想像出来る……そんな少女だった。ある種の趣しゆ味みを持っている人間ならば嗜し虐ぎやく心をそそられたりするかも――無意味に虐いじめたくなるかもしれない。生あい憎にくとユキナリにそういう嗜し好こうは無かったが。

「んん……？」

　ユキナリが驚いた気配が、伝わったのだろう。

　隣でやはり眠っていたダーシャもまた、眼を覚ました。彼女は眼鏡を一いつ旦たん取って、目め許もとを擦り眠ねむ気けを払はらうと――再び眼鏡をかけ直し、改めて自分達たちの傍に立たち尽つくしているその少女を見つめる。

「……貴女あなた、は」

　ダーシャの双眸がレンズの奥で細められる。

「君、ひょっとして、ちょっと特とく殊しゆな趣味か？」

「馬ば鹿か……」

　間の抜けた事を言うユキナリに、ダーシャがひどく醒めた口調で評を下した。

「違ちがうのか？」

「鎖をつけられて、いる」

「いやだから尚なお更さら――」

　とユキナリが首を傾げて言った。

　裸はだか同どう然ぜんの格好に鎖となると、奴ど隷れいか、さもなくば変態か。ユキナリはその程度の認にん識しきなのだ。だがこんな山の中、巨きよ石せき遺い跡せきの様な場所に、奴隷の類が放置されているという事もあるまい。奴隷は働かせるのが前提だ。

　となると後は――

「あ、あの、早く、早く此こ処こから立ち去ってください……」

　ユキナリの思考を遮さえぎる様にして、その薄衣の少女が言った。

　見た目通りに何処どこか気弱な口調だが、それでもその声には、はっきりと切せつ迫ぱくした響ひびきが――焦あせりが滲んでいた。

「ここは地神様の神殿ですよ……!?」

「……地神？」

　眉を顰ひそめて呟くユキナリ。

「貴方あなたはともかく、そちらの女の子が……」

　少女はダーシャの方を見て言った。

「私と同じく『巫女』と見なされてしまうかも――」

　その言葉を、彼女は最後まで言い切る事は出来なかった。

　ずしゃり――と湿った土を踏ふみしめる足音が、一同の上に覆い被かぶさるかの様にして響いたからだ。

　そして続けて――

「おお……おお……」

　ごぼごぼと泥が泡あわ立だつかの様な、これは、『声』か。

「生いけ贄にえ……が……二匹ひき……も……居る……」

「…………」

　ユキナリは、その声の方を振ふり返かえった。

　そこには――

「――地神」

　ダーシャが呟く。

　そこに立っていたのは、巨大な異形だった。

　他に表現のしようがあるまい。

　身体の各部はそう特異な形状でも質感でもない。その表面は四本足の獣によく見られる毛皮に覆われている。

　しかし……六本の脚を持つ生き物を、獣とは呼ぶまい。

　正確には四本の蹄ひづめ付きの脚に加えて、二本――手とも足ともつかない肢がその身体から生えているのだ。それらの先には細長い指が備わっており、ぶら下げられた虫の脚の様に、それらはせわしなく……しかし全すべてばらばらに動いていた。

　しかも、その頭部。

　明らかにそれは、四足獣のものではない。

　むしろその造りは猿さるの――いや、人の目鼻を模していた。顔は丸く、眼も鼻も口も、いや、耳でさえもが、その中央の無毛部分に小さくまとまっている。まるで肉の球体の如き無む貌ぼうの頭部に、一回り小さな人間の貌かおが埋うめ込まれているかの様だった。

　では、これは人間なのか。

　人に近い貌を持ち、人の言語を理解して操あやつる。

　しかし……

「イケニエ、イケニエ」

「チイサイホウ、ホシイ、ホシイ」

「オトコモ、クウ」

　わらわらと巨大な異形の足元を這はい回まわる、別の異形達。

　犬や猫ねこ程てい度どの大きさだが、やはりその頭部は四本足の獣よりも、むしろ人間のものに似ていて、ひどくちぐはぐな印象だった。

「なんだこいつら……？」

「地神と、その眷けん属ぞく」

　ダーシャが答える。

「地神――これが、『神』なのかよ」

「元は大抵が、獣」

　言いながらダーシャは四角い鞄かばんを開き、中に手を伸のばした。

「獣ね……まあ、あんまり話は通じそうにないな」

　うんざりした様子でユキナリは周囲を見回す。

　地神と呼ばれる巨大な個体が一体――いやこの場合は一柱と呼ぶべきか。

　そしてその眷属、つまりは取り巻きとされる小さな個体が十匹余り。

　それらは少女の言う『神殿』――巨きよ石せき建造物を囲む様な位置に、それぞれ陣じん取どり、ユキナリ達を見つめている。眷属の顔は人間のソレに似ているが、とてもそこに高い知性は感じられず、半開きの口からは、涎よだれが垂れているのが見えた。親玉とも言うべき地神は、さすがにそこまで締しまりの無い顔をしてはいなかったが。

　いずれにせよ、絵に描いた様な窮きゆう地ちである。

　囲まれている上に、相手は――異形の怪かい物ぶつだ。

　眷属は大きめの犬程度の体たい躯くだが、それでも生身の人間が相手に出来る様な存在でないのは、見ただけで分かる。そもそも普通の中型犬ですらも、いざ、敵として素す手でで殺し合うとなると、人間の方が分が悪いのだ。

　一いつ斉せいに飛とび掛かかられては、人間は、為す術も無く食い殺されるだろう。

　しかし――

「チイサイホウ！　クウ！」

　眷属の一匹が、他に先さき駆がけて近寄ってくる。

　どうやらダーシャを獲え物ものと判断して食くらい付こうというのだろう。薄衣の少女は地神のものだが、予定外の二人は、早い者勝ち、という事か。

「クウ、クウ！」

　喋しやべるというよりも、そういう鳴き声の様な感じで言葉を発しながら、眷属がダーシャに向けて飛び掛かる。人間によく似た顔が、顎あごを開き、これだけは獣そのものの牙きばが、涎の糸を引きながらカチカチと鳴った。

　そして――




　轟ごう音おん。




　炸さく裂れつする激しい音が、狂きよう気きじみた晩餐の場に異を唱えていた。

　飛び掛かった眷属は、空中で仰のけ反ぞり、無様な体勢でダーシャの脇に落ちる。だがそのまま眷属は起き上がる事も無く、びくんびくんとその身体を痙けい攣れんさせていた。明らかに瀕ひん死しの態である。

「……!?」

　愕がく然ぜんと凍こおり付く地神と、その眷けん属ぞく達たち。

　どうやらそれが、異様な事態だと理解するだけの知能は、眷属にも在るらしかった。

「……ユキ」

　ダーシャがユキナリの方を見て言った。

「使う、よ」

「使ってから言うなよ。まあしょうがないけどさ」

　ユキナリが頷うなずくのを確かく認にんすると、ダーシャは本格的にその武器を構え直した。先さつきは抜き打ち――いや抜き撃うちだったので、照準をつける事も無かったのだろうが。

　即すなわち……

「〈レッチリ〉」
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　名を呟きながらダーシャが構えるそれ、少女の手には明らかに過か剰じようとも不相応とも思える黒い得物は――光学照準器スコープと二脚バイポツドを取り付けられた、大口径の、回転弾倉式拳銃リボルヴアであった。
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「え……？」

　ベルタは、ただ呆ぼう然ぜんとその光景を見つめた。

　まるで雷かみなりが間近に落ちたかの様な轟音が――耳を劈つんざく様な音が弾はじけたかと思うと、眷属の一匹が血を流しながら、地面に転がっていた。

　舌を出だし、白目を剥むいて痙けい攣れんしている処ところを見ると、もう立ち上がれる様な状態ではあるまい。多分、致ち命めい傷しようだ。

　だが一体どうやって？

　眷属一匹といえども、人間個人では対たい抗こうするのは極きわめて困難だ。

　それを、自分よりも明らかに小こ柄がらな少女が一いち撃げきで――

「殺し……た……？」

　動かなくなった眷属を見ながら、ベルタは呟く。

　恐おそらくは少女が持っている黒い道具が、武器、なのだろう。

　だがそれは剣でもなければ、槍やりでもない。弓でもなければ、棍こんでもない。およそベルタが見た事も無い――話に聞いた事すら無い代物だ。

　雷らい鳴めいの如き爆ばく音おんを発する、その武器。

　してみると――それはどういう仕組みかは分からないが、稲いな妻ずまか何かを放つのだろうか。

「シンダ……」

「シンダ？」

「シンダ！」

「シンダ！」

　眷属達の間にも動揺らしきものが広がっていくのが、ベルタには分かった。

　神の下げ僕ぼくとはいえ、神そのものではない以上、それは死と無む縁えんではない。地神とは異なり、人間個人の力で斃たおす事も不可能ではないだろう――強力無比な道具でもあれば。その理屈はベルタにも分かる。

　しかし……

「……この地の……守護……神たる……我に逆らう……とは何事……か……」

　ぐつぐつと泥を煮にるかの様な音がする。

　いや。それは地神の声だ。怒りに沸ふつ騰とうする神の御お言こと葉ばである。

　同時に地神の怒ど気きにあてられたのか、眷属達も口々に『コロス』『ナブル』『チギル』『ヒキサク』などと物ぶつ騒そうな言葉を漏もらしつつ、その四本足で地を掻かき毟むしっている。今にも一斉に飛び掛かってきそうな、そんな様子だった。

　普ふ通つうの人間なら、恐きよう怖ふに腰が抜けたり、失禁しても、おかしくはない。

　なのに――

「地神……の……地位狙ねらい……の亜神か……それとも……条理も……知らぬ程ほどに……愚おろかで惰だ弱じやくな……人間か……？」

「神？　はッ――神ね」

　少年は薄うす笑わらいを浮かべてそう応じた。

　虚きよ勢せいを張っているのではない――ないのだろう。表情にも声音にも、まるで緊きん張ちようが無い。立ち姿もむしろ自然体、辛かろうじて『構え』と分かるのは、いつの間にかあの武器に――妙に拵えのごつい長ちよう剣けんに、右手を掛けている点だけだった。

「悪いがどっちでもねえよ」

「貴様……は……」

「地神――ね。なるほど」

　ゆっくりと、少年は右手の剣を鞘から抜き放つ。

　黒くろ塗ぬりの剣身が音も無く虚こ空くうを薙ないで――その切っ先を、地神に向けた。

「ちょっとばかり知ち恵えの付いたケダモノが調子に乗んな。バラして焼いて喰くうぞ、こら」

　不遜と言うのも愚かしい程の――神を恐れぬ悪態である。

　だが一体その自信は、何処から来るものか。

　眷属を殺したのは少女の武器であるし、それ以前に、眷属は殺せても、およそ地神と呼ばれる存在を、人間が個人で斃すのは不可能だ。大抵の地神は剣も矢も通じない。その毛は鉄てつ兜かぶとよりも硬かたく、しかし柔じゆう軟なんで、人間の武器は刃は物ものであれ鈍どん器きであれ、その内側の肉にまで届く事は無い。

　まして地神の巨きよ体たいから繰くり出されるその膂りよ力りよくは、人間など一撃で殴なぐり殺ころす。

　加えて――

「貴様等らとて……知恵の付いた……サルの一種で……あろう……よ」

　歯を剥いて笑う地神。

　神を名乗るだけあって、地神は人間に等しい知恵がある。獣けものとは違うのだ。小こ賢ざかしい策など通用しないどころか、むしろ逆効果になる事すら多々あるという。

　だからこそ人間は、地神と対立するのではなく、これを崇あがめ奉たてまつり、生け贄を捧ささげて、その力を利用する契けい約やくを結ぶ事にしたのである。

「ああ。そりゃそうかもな！」

　なのに、少年はやはり恐れる様子すら無く、堂々と剣を地神に向けている。

　人間が地神に挑いどんでも、何も良い事は無い。

　少なくともベルタはそう教わった。それは辺境に生きる者ならば当然に知っている――物事を考える上での基き礎そとして、頭に焼やき付いている、道理だった。

「に……逃にげてください！」

　ベルタは叫さけぶが……遅おそい。

　彼女の声に被せる様にして、咆ほう吼こうを放ちながら、地神が少年に向けて襲おそい掛かった。
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　とりあえず手近な柱を背にして、立ち位置を確保。

　そしてダーシャは被かぶっていたフードを取とり払うと、やはり鞄から『耳』を取り出して髪かみ留どめに取り付けた。実際に造ったのはユキナリだが、設計はダーシャ自身が知識と経験に基もとづいて行った彼女の――彼女だけの戦せん闘とう用具である。

　特に複雑な構造のものではない。

　大きな三角形の集音盤ばん。

　ダーシャ自身の耳よりも何倍もの面積を持つそれは、効率よく周囲の音を拾って、それを子細漏らさず彼女の耳に届けてくれる様になっていた。獣の耳の形と構造を参考に創つくり上あげた代物だ。

　それ故ゆえ――

「クウッ!!」

「――うるさい」

　眷属の一匹が視界の外から飛び掛かってきた瞬しゆん間かん、ダーシャは殆どそちらを見る事も無く〈レッチリ〉を向けて――既すでに撃鉄は起こしてあった――引き金を引いた。

　轟音と共に放たれる、四四口径マグナム弾だん。

　元々ダーシャは握あく力りよくは強い方だが、銃じゆう口こう部に附ふ属ぞくする反動抑制器コンペンセイターと、光学照準器、そして二脚きやくの重量で、銃じゆうの跳はね上がりは小さい。

　視界の隅すみに、眷属が姿勢を崩くずし、地面に落ちてのたうつのを確認――ダーシャは親指で撃鉄を起こして次弾を発射態勢に。

「あ、あの……！」

「黙だまって、て。動かない、で」

　傍そばに居いる生け贄の少女にそう告げると、ダーシャは〈レッチリ〉を正面に向ける。

　丁度そこには、ユキナリの右斜ななめ後うしろから飛び掛かろうとしている眷属の姿が在った。

「…………」

　躊ちゆう躇ちよ無く発はつ砲ぽう。

　近きん距きよ離りなので、光学照準器を使うまでもない。元々獣けもの狩がり用に込めてあった強力な弾だん頭とうは、眷属の後ろ足に命中――それを根元から引き千切っていた。

「――っと」

　その眷属に気付いたユキナリが、振り向むきざまに彼の武器――〈デュランダル〉を叩たたき付ける。眷属は首を斬きり飛ばされて、横に吹ふっ飛んでいた。

「ユキ――自分の敵に集中、して」

「分かってる、感謝！」

　ダーシャにそう礼を言ってから、再び地神と向き合うユキナリ。

　それを確認しつつ、ダーシャは更に三発の四四マグナム弾を使って眷属を射殺していた。

　最初に射殺したのも含ふくめ――五匹を射殺。半減とは言わずとも、眷属の数の三分の一は削けずった事になる。

　さすがに立て続けに仲間を射殺されて警けい戒かいしたのか、眷属の動きが躊躇に鈍にぶる。

　その間にダーシャは〈レッチリ〉の装そう填てん口を開放、空薬莢を排出し、懐ふところから取り出した四四マグナム弾を再装填して行く。

「…………」

　かちりかちりと小気味よい金属音を響かせる〈レッチリ〉を操作しつつ、ダーシャは、眷属と、そしてそれらを統とう轄かつする地神を見み据すえた。

「やはり、眷属も地神の、一部……」

　眷属が射殺される度に、地神が小さくその身を震ふるわせるのが見えた。

　以前、姉のイルジナに聞いた事がある。

　地神、もしくは亜あ神しんと呼ばれる存在は、元々普通の獣なのだ。だが年を経へた個体を中心に一定の群れが相そう互ごに霊れい的てきな連結を果たし、神としての知能と特異性を得るのだとか。

　神は下々に崇め奉られてこそ、力を得る。

　つまり――

「眷属を殺せば殺す程に、地神本体の力も削そげる、という、事」

　そう呟つぶやくと、ダーシャは弾込めの終わった〈レッチリ〉を再び、地神ではなく、周囲に群がる眷属に向けた。
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　地神の豪ごう腕わんが、ユキナリを引ひき裂さくべく伸びてくる。

　これをかわしながら、彼は、地神の掌てのひらに、〈デュランダル〉で斬り付けていた。

　まるで地を斬り付けるかの様な、異様な手て応ごたえ。

　毛で刃はが滑すべっているのを感じて、ユキナリはわずかに顔をしかめた。

「面めん倒どう臭くさい……」

「ヌウウオオオオ！」

　地神が構わずユキナリに続けて掴つかみかかってくる。

　さすがにあれに捕とらえられれば、ユキナリもただでは済むまい。人間を簡単に真っ二つに出来そうな大きさと、筋肉の付き方である。さすがに元は獣――その力は半はん端ぱなく強い。

　しかし……

「――へっ」

　ユキナリは石柱の間を、右に左にと動きながら地神の腕うでをかわし続ける。

　神しん殿でんの構造そのものが邪じや魔まをして、地神は小柄な――勿もち論ろん、地神に比べての事だが――ユキナリを追い切れないのである。それでも強ごう引いんに伸ばしてきた腕は、〈デュランダル〉で弾いて退ける。体勢が伸びきった状態の腕など、本来の力の半分も出ない。

　しかも――

「ググ……キサマ……」

　苛いら立だたしげに地神が唸うなる。

　その様子を楽しげに眺ながめながら、ユキナリは言った。

「どうしたケダモノ。言葉が拙つたなくなってきたぞ？」

　眼を細めて、彼は地に這う眷属を一いち瞥べつする。既にダーシャに射殺された眷属は十匹。残りは地神本体を除いて三匹かそこらだ。

　地神を実際に見るのは初めてのユキナリだが、それがどういう存在であるかは、知っている――知識を、彼は予あらかじめ与あたえられている。地神の知能と特異性の源が何処どこにあるのかという事も、錬れん金きん術じゆつ師し達たちが唱えるおおよその説については承知していた。

「外付けのお脳が削られて、お馬鹿になってきたでちゅかー？」

「グオオオオ！」

　挑ちよう発はつするユキナリに対し、怒って吠ほえる地神。

　どうやら図星だった様だ。

　勝負を焦ったか、それとも怒いかりで我を忘れたか、地神は強引に――神殿の一部を崩しつつ、傾かたむく一枚岩を押おし退のけて、ユキナリに迫せまる。

　後ろの二本で地を踏みしめ、残りの四本の脚を――腕を使って、異形の怪物は四方からユキナリを押さえに掛かった。

　一つでも人間を握にぎりつぶせそうな蹄付きの『前まえ脚あし』が二本、そしてそれより二回り細い『腕』が二本、合計四枚の『脚』が、前後左右からユキナリを囲む。

　地神は四本の『脚』でユキナリを掴み持ち上げると、彼を自分の顔の前に引き上げた。

「……オノ……レ……！」

　ユキナリを食い殺そうというのか、その巨きよ大だいな人面の顎が開かれる。

　露あらわになる牙と舌。

　そして――

「本当に阿あ呆ほうだな」

　今にも頭から囓かじられる、という体勢のまま、平然とユキナリは言った。

　彼の両眼は地神の口こう腔こうを――更にその奥おく、喉のどへと繋がる部分を凝ぎよう視ししていた。

　そこで牙を剥く、小さな獣の姿を。

　まるで二重構造の様に、地神の口の中に獣の上半身が生えているのだ。

　山犬と覚しきその頭部に向けて――

「自分から、弱点とかさらけ出してどうするよ？」

　ユキナリは〈デュランダル〉を突つきつける。

　勿論、喉の奥にいるその山犬に切っ先は届かない。剣けん先さきは比ひ較かく的てき柔やわらかい舌を浅く抉えぐっただけの事で――それは地神にとって致ち命めいの傷には成り得ない。

　しかし……

「とりあえず死んどけ。うぜぇ」

　ユキナリはそう言って、引き金を引く。

　轟音を発する〈デュランダル〉の拵え部分――即ち、レバー・アクション式の切きり詰つめ型ライフル、ウィンチェスターＭ９２〈ランダル〉。

　大口径の炸さく裂れつ弾だんは、狙い違わず、山犬の頭部に命中。

　次の瞬間――怪物の中ちゆう枢すう部ぶは、花が咲さくかの様に、紅あかい血と肉を四方に飛び散らせていた。
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　地じ響ひびきをたてて――地神の巨体が倒たおれる。

　ごそりと湿しめった地面が窪くぼむのは、その体躯の重さ故に当然の事であったが……

「――！」

　ベルタは息を呑のむ。

　地神が――ばらけた。

　一柱の地神として成立していたその巨大な身体が、まるで積み木細工が崩れるかの様にばらばらの『部分』に分ぶん離りする。しかも、肉にく片へんとも見えたそれらは、更に次の瞬間、小さな――いやそれもまた地神と比べてというだけの事だが――獣の姿へと解ほどけていく。

　山犬。穴あな熊ぐま。野の鼠ねずみ。鼬鼠いたち。そういった獣の死し骸がいが幾いくつもその場に転がっている。

　これが地神の正体――その『神の身体』を成していた依より代しろなのだとベルタは気付いた。

　つまり……

「…………地神を」

　神を、斃した？

　たった二人、いや、実質的に一人の人間が？

　ベルタは在り得ないものを見た気分で、周囲を見回す。既に眷属も本来の山犬や穴熊の姿に戻もどっている。地神の神気を受けて生じていた特質が消えたのだ。

「あの人達――あの人は」

　最後にベルタは呆然と地神を討うった少年を見つめる。

　この『神殺し』を可能なさしめたのは、あの武器か？

　だが、そもそも如い何かなる武器を以もつてしても、果たして……単身、人たる存在モノの身で神が殺せるものだろうか？　それはもう奇き跡せきの範はん疇ちゆうに属する行こう為いではないのか？

　そういえば斃される前に地神が言っていた。




『貴様等とて……知恵の付いた……サルの一種で……あろう……よ』




　広い言葉では、猿も獣だ。

　そして人と猿の境が、獣とそれ以外の境の外にあるとは限らない。

　人も獣であるならば……条件は同じと言えるのか？

　つまり……

「あの人――いえ、人ではないの？」

　ベルタの畏い怖ふを含んだ視線の先で――少年は、しかし剣けんを再び鞘さやに納め、呑のん気きに欠伸あくびを噛かみ殺していた。
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「……地神を弑しいするだと……？」

　口に出して言葉にしながらも、神官達はそれを信じ切る事が出来ないでいた。

　生け贄の『巫女みこ』がきちんとお勤めを果たせるかどうか……彼かれ等らは神殿から少し離はなれた高台にて、これを確認する役目を負っていた。具体的には地神が生け贄の少女を眷属と共に食い散らかし、満足して立ち去るまでの一部始終を観察し、記録するのが彼等の聖なる仕事であったのだ。

　だが……

「何者、いや、何物だ、あの小こ僧ぞう……？」

「武器、あの武器が問題なのか？」

「しかし……」

　驚きよう愕がくの滲にじむ言葉を口にしながら、顔を見合わせる神官達。

　良くも悪くも彼等は思考を停止させ、定められた手続きを――儀ぎ式しきを繰り返す事こそが至高であると教えられてきている。先例の模も倣ほうを続ける事こそが安定であり、真実であるのだと――それこそが信しん仰こうであると考える彼等は、想定外の事態に出合うと、非常に弱い。

「由ゆ々ゆしい。由々しい事だ」

「急ぎ町に戻って報告せねば」

　元より生け贄の儀式に巻き込まれないだけの距きよ離りをとった場所だ、声が届く筈はずも無かろうに――神官達は顔をつきあわせ、押し殺した声でそう囁ささやき合う。

　それから彼等は、慌あわただしく高台を降おりると、小走りに町へと戻っていった。







第二章　神の形







　とりあえずの脅きよう威いは、去った様だった。

　地神と呼ばれていた怪物――その身体を成していた獣けもの達たちは、全て死んでいる様で微び動どうだにしない。

『核かく』を殺されて道連れになったのか。

　危険を察した動物がとる擬死行動タナトシスの可能性も無いではないが、それはつまり、動物たちがユキナリを脅威と認識し怖おそれているという事に他ほかならない。いきなり襲ってくる、という事は無かろう。

　いずれにせよ――

「……ま、これで安心か」

　そう言って行ゆき成なりは薄うす衣ぎぬの少女に近付くと、彼かの女じよを鉄杭くいに繋つないでいた鎖くさりを手に取った。

「ダーシャ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「負傷はない、よ」

　端たん的てきにそう答えてくるダーシャ。

　元々あまり表情豊かな少女ではないが、姉イルジナの死後は益ます々ます言動が人形じみた雰ふん囲い気きになっている。自分自身に対してもかなり無む頓とん着ちやくなので、こちらが訊たずねてやらないと、重傷を負っていても黙っていたりしかねないのだ。

　ともあれ……

「あんたも大丈夫か？」

　そう薄衣の少女にも問いながらユキナリは、鎖を引き千切る。

「あっ……」

　驚おどろいた様に声を上げる薄衣の少女。

　その声には、ただただ戸と惑まどいの色が濃こく……解放された事への喜びはあまり感じられなかった。あるいは単に先さき程ほどの戦いを間近に目もく撃げきした事の動どう揺ようが、収まっていないだけなのかもしれないが。

「なんだよ。鎖に繋がれるのが趣味って訳じゃないんだろう？」

「…………」

　少女は地に座すわり込んだまま、ユキナリの顔を見上げてくる。

　しばらくその顔の表情は、驚きと怖れの間に揺ゆれていたが――やがて、何やら納なつ得とくした様子でしきりに頷き始めた。

「そう……そうなのですね……」

「いや、本当に何？　俺おれの顔に何かついてる？」

　ユキナリとしては訳が分からない。

　少女は彼かれの問いに直接答える事は無く――ただ小さな声で呟いた。

「そうですか……そういう事も在るのですね」

「だから何の話？」

　重ねて問うユキナリに、少女は顔を上げて言った。

「人と同じ姿をした神というのは、寡か聞ぶんにして存じませんでしたが……貴方がこの地の新しい地神となられたのですね」

「――はぁ？」

　今度は、ユキナリが戸惑う番だった。

　どうやら冗じよう談だんや戯たわ言ごとを言っている積もりは無いらしく、少女の表情は真しん剣けんそのものである。こうなると色々この世界の常識に欠損のあるユキナリとしては、彼女が何を言っているのかも、判断がつかない。

「なあ、ダーシャ、この子何言ってるんだ？」

「…………」

　問うてもダーシャは無表情のまま、何も答えてこない。

　分からないというより、何か考えている様子だったが――

「私はこの地の地神を祀まつる巫女のベルタと申します」

　そうこうしている間にも、少女はユキナリの戸惑いなどまるで関知せず、一方的に言葉を続けていた。

「貴方あなた様さまに、この身を捧げます。どうかこの地に豊ほう穣じようと安あん寧ねいを……」

　薄衣の少女はそう告げて一いつ旦たん、立ち上がり……それから改めて両手を祈いのる様に合わせてユキナリの前に跪ひざまずいた。

「この身を捧げるって――」

　ユキナリは改めて少女の姿を見る。

　前述の通り、裸はだかではないが、下手をすれば裸よりも遙はるかに劣れつ情じようを刺し激げきする格好である。薄衣のせいで身体の輪りん郭かくは全て分かるし、布を通して染しみ込む光の加減で身体に緩ゆるやかな陰いん影えいがついていて、露出しているのと大差無い。

　しかも薄衣は先程の立ち回りに巻き込まれたか、何カ所か破けていて、隠かくすべき部分の素す肌はだが覗のぞいていたりもする。

　容姿も整っているし、健康な男子ならば、これで欲情を覚えない方がおかしいだろう。

「はい。どうかご存分に」

「え？　いいの？　今一つ良く分からないけど――」

　これはいわゆる据すえ膳ぜんか。据え膳というやつなのか。

　据え膳ならば食べないと失礼にあたるのではないか。

　そんな、何処どこか間の抜ぬけた事をユキナリが考えていると――

「…………」

　かちりと背後で金属音がする。

　それが〈レッチリ〉の撃鉄を起こす音だと気付いて、ユキナリは両手を挙げた。

「いや。別にその。な。据え膳は伝統文化なんだけど、うん、まあ、どうでもいいかな」

　自分でも、何だかよく分からない言い訳をするユキナリ。

「……馬ば鹿か」

　淡たん々たんとした声が呟く。

　肩かた越ごしに振ふり返かえると……空に向けていた〈レッチリ〉を下ろしながら、撃鉄も元に戻すダーシャの姿が在った。
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　物事について、人が理解出来る範はん囲いはとても狭せまい。

　民草は額に汗あせして働きながら『机の前に座っているだけで飯が食える貴族や役人が羨うらやましい』などとぼやく事が、ままあるが――恐らくその者は、件くだんの貴族や役人の苦労など、理解はしていないだろう。勿論その逆も同じだ。貴族や役人は農夫や職人といった者達たちの苦労を知らない。知識として知ってはいても、実感としては理解していない。

　そして自分もまた同じだ――と、病びよう床しように伏ふせる父の代わりに町長代行としての仕事をこなしながら、フィオナは考えていた。

　勿論、それが悪い事だとは思わない。

　人にはそれぞれに持って生まれた天分というものがあり、また、社会の中で生きていく上で、果たすべき役割というものが在る。それらはいずれも奥おく深ぶかく、他者が容た易やすく理解出来るものではないだろう。農夫には農夫にしか出来ない事が在り、職人には職人にしか出来ない事が在り、貴族や役人には彼等でなければ出来ない仕事というものが在る。

　だが……

　狭い範囲だけで生きていると、考え方もまた狭せばまってくる。

　自分の様に、王都の学校に通う事が許ゆるされるのは、この世の中でほんの一ひと握にぎり――特権階級の子し弟ていのみだろう。フィオナの場合ですら、彼女を王都に留学させるのに、父は相当な無理をしていた筈だ。貴族といえども、末席に名を連ねる身であれば、決して豊かではない。元々シリングス家は地方の豪ごう族ぞくで――貴族といっても王都が便べん宜ぎ的てきに与えた肩かた書がきに過ぎない。

　平民ともなれば、尚なお更さらに見識は狭まる。

　彼等は、祖先が繰り返してきた事を当然と受け止める。朝になると陽ひが昇のぼり、夜になると陽が沈しずむ事に、疑問を抱いだく者は居ない。居ても、疑問それは日々の生活に追われる中で、やがて溶とけて消えてしまう。当たり前、の一言で人は思考を停止して、周囲を見回す事すら止めてしまうのだ。

　そうせねば、この厳しい世界で生きていく事すら辛つらい――それはフィオナにもよく分かっているのだが。

「……今いま頃ごろは、もう地神の餌え食じきになっている頃ころかしら」

　ふと窓の外に眼めを向けながら、フィオナは呟いてみる。

　名目上は神に仕える巫女。

　その実――地神への生いけ贄にえ。

　こんな欺ぎ瞞まんに満ちた儀式も、百年、千年続けば『伝統』になる。

　自分とさして歳としの変わらぬ、娘むすめ達たちが定期的に捧げられ――あの成り上がりの獣に喰われていく。それが最小限の犠ぎ牲せいである事は理解出来るが、永く続けば、その『犠牲』という感覚すら薄うすれてくる。神官達は巫女候補の孤こ児じ達たちに、地神に捧げられる事は大変な名めい誉よであると教えているらしかった。

「あの娘むすめも生まれが違ちがえば、また別の生き方が出来たでしょうに」

　身寄りのない子供達。

　親が居ないからこそ、生け贄に捧げても文句を言う者は殆ほとんど居ない。だから効率的に生け贄を供給出来る様にと孤こ児じ院いんは作られ、罪の意識に苛さいなまれないようにと、神官達は名誉を説く。生け贄が居なければ、この貧しく痩やせた土地では人々が生きていくのは難しい。地神の『加護』が無ければ毎年、百人――いやそれ以上の死人が出るのは明らかだ。

　分かっている。そんな事は。

　そして同時に、フィオナは知っている。

　あの地神と呼ばれる存在が……王都の中央教会において教えるところの『悪あく魔ま』であるという事も。地神は絶対の正義ではない。善でもない。ただそれよりマシな選せん択たく肢しが無かったからこそ、神として祭り上げられてきただけだ。

　一人の命で、多くが助かる。

　ならばそれが一番『正しい』と思うしかない。

「…………」

　フィオナは書き物をしていた手を止めると、軽く目を閉じて瞼まぶたを揉もんだ。

　気に病やんでも仕方がないのだ。『巫女』には『巫女』の役目がある。そしてフィオナにはフィオナの役目がある。『巫女』がそれを果たす以上、フィオナがさぼっていて良いという道理は無かろう。

　溜ため息いきを一つついて、フィオナは執しつ務むに戻ろうとした。

　その時――

「お嬢じよう様さま！」

　慌ただしい足音が複数、それから突とつ然ぜん、執しつ務む室しつの扉とびらが開かれた。

　眉まゆを顰しかめ、無礼を咎とがめようとするフィオナの前に――血相を変えた使用人達が並ぶ。

「なんですか、騒そう々ぞうしい。部屋に入ってくるのならまずはノックを――」

「それどころでは……御ご座ざいません……！」

　彼等は一様に激げき昂こうしていた。

　額には汗と血管が浮うかび上がり、息も絶え絶えといった様子である。

「お嬢様、神殿で、神殿で大変な事が！」

　悲鳴じみた声で彼等は喚わめいた。
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　地神という存在は、特別である。

　類るい似じの存在に、亜神や異獣と呼ばれるモノが居る……というより地神と亜神は本質的には同じものだ。その違いは特定の土地に『根を下ろす』かどうかである。

　そう。地神の地神たる所以ゆえんは、特定範囲の土地に霊的な結合を果たし、影えい響きようを及およぼす力を持つかどうかである。

　地神は根を下ろした土地の環かん境きようを操あやつる事が出来る。土地を肥えさせ、雨を降らせ、作物の出来不出来を決定づけるのみならず、時に洪こう水ずいや暴風といった災害からも人々を守る力を持つ。

　その反面……地神は根を下ろした土地から遠く離れる事が出来なくなる。

　建前では、その地神の無ぶ聊りようを慰なぐさめる為ために、巫女は遣つかわされるという。

　しかし――

「あの……地神様？」

　不思議そうに、薄衣の少女はユキナリを見つめてそう問うてくる。

「いやだから。俺は地神じゃないから」

「…………」

　薄衣の少女は、首を傾かしげて何か考えていた様だが――ふと不安げな表情を浮かべた。

「私では、ご満足いただけないということでしょうか……？」

「いやもう、見た感じ、大変ご満足――」

　言いかけてユキナリは言葉を止めた。

　カチリと背後でダーシャが〈レッチリ〉の撃鉄を起こす音がまた聞こえたからである。

「いやだからね。俺は別に地神になった覚えは無いの。ええと、君、名前は？」

「ベルタと申します」

　そう言って、薄衣の少女は恭うやうやしく頭を下げた。

　どうもベルタは完全にユキナリを新たな地神と勘かん違ちがいして、その身を本気でユキナリに捧げようと考えているようだった。だが、何な故ぜ地神を斃たおしたことで自分が新たな地神として扱あつかわれるのか、その理り屈くつがユキナリには分からない。

「なあ、ダーシャ――」

　助けを求めてユキナリはダーシャを振り返る。

　銀ぎん髪ぱつの少女は〈レッチリ〉の装填口ローデイングゲートを開いて空薬莢と実包を交こう換かんしながら、とつとつとした口調で言った。

「……姉様に聞いたことが、ある。王は、先代の王を殺す事で、王位を簒さん奪だつし、継けい承しようする……神もまた、同じ」

「何なんだ、その殺さつ伐ばつシステム」

　呻うめく様にユキナリは言った。

「地神は、土地に括くくられる。根を下ろす事で、数々の力を行使し得る、けれど、土地の一部となる、ので……」

　かちりと音を立てて装填口を閉じながらダーシャは言った。

「……死なない」

「殺せただろ。今、普ふ通つうに」

「老いないという意味。けれども、生き物としては、次し第だいに『薄れて』いく。心がすり減る。山や川や谷の一部になる、から」

「……分かった様な分からない様な」

「なので」

　ダーシャは手を止めて言った。

「多分、だからこそ、人を、食べる」

「…………！」

「自分を保つ、為に、強い自分を、持っている、人間を、食べる」

「……それって知性とかそういう話か」

「多分……」

　とダーシャは頷うなずいた。

　肉体ではなく、知性を含めた精神を維い持じする為に――自じ我がを維持する為に人間を喰くう。

　恐おそらくは他の生き物でも構わないのだろうが、元々知性的な人間を喰う方が、霊的に効率が良いとか――そんな話なのだろう。

「想像が混じる、けれど……地神を、他の亜神が襲って殺すのは、一種の新しん陳ちん代たい謝しや」

　旧ふるいものが、新しいものに、取って代わられる。

　それは生しよう々じよう流る転てんする世の中においては、別に特別な事ではない。

　そして殺されない限りにおいて、不死たる地神の交代は、斃たおされる事で成じよう就じゆする、という話なのだろう。ダーシャの話も姉からの伝聞で、多分に、仮説や推測が混じっている様だが、筋は通っているとユキナリは思った。

「あの……地神様？」

　ベルタが恐る恐るといった様子で、声を掛かけてくる。

「だから、俺は地神じゃないっての」

「いえ、貴方あなたは先の地神様を斃されました。地神様を斃せるのは、やはり同等の神格を持つ神のみなのです」

「いやだから普通に殺せたって。コレで」

　とユキナリは手元の武器――〈デュランダル〉を示すが、ベルタはそちらにはまるで興味が無い様だった。

「どうかこの地にご加護を。安寧と豊穣を――どうか、どうか」

　そう訴うつたえてくるベルタの表情はあくまでも真剣だった。

　ユキナリは、一いつ瞬しゆん、空を仰あおいでから――

「嫌いやだ。お断りします」

「地神様……？」

「俺は地神じゃないし、地神になる積もりもない。やり方もわからんし、土地と一体化して自我が薄れるとか冗談じゃない。人食いも勘かん弁べんだ」

「…………」

「俺が特別なんじゃない。ちょっと変わった武器が在ったから、あの地神を殺せただけだよ。使い方を間ま違ちがわなければ、君だって出来たぞ、『神殺し』」

　ユキナリはダーシャの方を一瞥して言った。

　不思議そうなベルタの視線を受けて、ダーシャが小さく頷く。彼女は〈レッチリ〉を掲かかげて言った。

「ユキは普通じゃない、けれど。それはそれとして、地神を倒せたのは、主に武器の力」

「人を変態みたいに言ってんじゃねえよ」

　唸る様に言うユキナリ。

「ですがそれは――」

「とにかく！」

　ユキナリはまだ何か言いたそうなベルタの言葉を、強引に遮さえぎった。

「あんたは別にもう喰われなくっていいんだよ。とにかく、一度あんたの町に帰ろう。つーか、案内してくれないか？　色々仕入れたいものもあるし」

「神ではない……」

　ベルタは尚なおもそこにこだわっていた様だったが――改めてユキナリの持つ〈デュランダル〉を見て、呟く様に言った。

「その奇き妙みような剣が、地神を斃したと仰おつしやるのですね」

「そうだ。神なんて大それたものじゃなくて、単なる――」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ。

　だがユキナリは腹に力を込めると、言い切った。

「人間だよ、俺は」

「…………」

　しばらく逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せていたベルタだが――やがて彼女はユキナリとダーシャを交こう互ごに見つめて言った。

「申し訳ありません。私、頭が悪いのでまだ良く分かりませんけれど――ご要望とあれば、町にご案内します。神官様方にも、ご説明差し上げなければなりませんし」

「……とりあえずそれでいいよ。頼たのむ」

　ユキナリは長々と溜息をついた。
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　神官達からの報告は驚くべきものだった。

「地神を――殺した？　たった一人の人間が？」

　正直言って、信じられなかった。

　地神と呼ばれてはいても、元は生き物だ。殺す事は不可能ではない。フィオナは知識としてだけだが、実例を知っている。だがそれは何十、何百という大人数で、しかも罠わなを仕し掛かけたり、攻こう城じよう兵器級の代しろ物ものを持ち出だしての、特とく殊しゆな事例であった筈だ。

　少なくとも一人や二人の人間が、何の準備も無しに殺せる相手ではない。

「何かの間違いではないの？」

「いえ、町長代行。我々は旅人らしき人間が、地神を斃すところを確かに見たのです」

　一人の神官が、興奮した様子でフィオナに告げてくる。

　恐らくは儀式を見届ける為の高台から、走って帰ってきたのだろう。神官達の髪かみや衣装は汗で濡ぬれており、呼吸も未いまだに荒あらい。神官の一人は額に当てた布に血を滲ませているが、戻ってくる途と中ちゆうで転てん倒とうして負った傷であるとの事だった。何にしても、嘘うそをつくにしては手が込みすぎているし、理由も無い。

「……どう思います？」

　フィオナは、彼等と一いつ緒しよに屋や敷しきを訪おとずれた老ろう齢れいの神官長に、眼を向けた。

　彼はこの町の神官全すべての長おさに当たり、祭さい祀しを取り仕切る立場にある。フィオナと同じく代々この町で続いた家の出で――儀式について疑問を抱かない人間の筆頭ではあるが、年を経へているだけあって、知識は豊富である。

「一個人が地神を殺すことなど、可能なのでしょうか？」

「理屈としては、不可能ではない……のでしょうが……」

　神官長は眉を顰めて言った。

「それは一個人が山を均ならすとか川をせき止める事が可能かと、問う様なものですから」

「…………」

　フィオナを含ふくめ、その場に居た一同が揃そろって黙だまる。

　その手をその足を使って、土を掘ほる事も石を運ぶ事も人間には出来る。百年だの千年だのの時間を掛ければ、確かに個人がそうした地形を変える行為も可能なのだろう。だがおよそ現実的ではない。その意味では不可能といっても過言ではないのだろう。

　神官長の言葉は、まったくもって道理だった。
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　ベルタの住んでいた町までは、意外に近かった。

　ユキナリの感覚では、歩いて小一時間といったところである。山道とはいえ一応『神しん殿でん』までの経路は均されて最低限の整備がされている為、距離に比して移動はし易やすかったとも言える。

　町は、田舎いなかの小都市として標準的な造りになっていた。

　土を盛り、煉れん瓦がや石を積んで作られた獣けもの避よけの『壁かべ』に囲まれ、幾つかの方向に向けて大小の門がある。ユキナリ達はベルタに案内され、その内の小さめな一つをくぐった。

「……ん？」

　とりあえずベルタに聞く限り、宿の類たぐいは無い様なので――そもそもこんな田舎の小さな町を訪れる客など、滅めつ多たに居ない――諦あきらめて、ユキナリ達は食料や幾つかの物資の調達をする為に、市場のある通りへと向かった。

　しかし……

「なんだこれ？」

　妙みような居い心ごこ地ちの悪さを、ユキナリは感じていた。

　周囲から投なげ掛けられる、住民達たちの視線。

　いや。それはユキナリやダーシャに対するものではなく、二人を先導しているベルタに対して向けられているものだった。

「…………」

　それは決して、生せい還かんした者に向ける温かいものではなかった。

　だが殊更に冷たくもない。強しいて言えば最も強く感じるのは困こん惑わくだ。場ば違ちがいなものを見て驚いているかの様な――そんな眼で、人々はベルタを見ている。

「バケモノぶっ殺して生け贄の女の子を助けたんだ。こんな女の子が無事に帰ってきたんだから、そこは喜んでおくべきじゃないのか？」

「ユキ、ちょっと違う。多分これ、は……」

　まさかダーシャの言葉が切っ掛けだった訳でもなかろうが……何やら意を決した様子で町の住人達が集まり始める。彼等は通りの前後に立たち塞ふさがって、ユキナリ達を囲んだ。

「なんだ？　余よ所そ者ものは歓かん迎げいされないってのか？」

「――おいベルタ」

　住人の一人が、詰なじる様な声で言った。

「なんで、お前が此こ処こに居おる？」

「…………それは」

　ベルタは俯うつむいて、言葉に詰まる。

　実際――それは彼女を詰る言葉だったのだろう。

「巫女がなんで生きて帰ってくる？　お前は地神様に捧ささげられた筈だろう！」

　一人がベルタを罵ののしり始めると――後はもう連れん鎖さ的てきだった。

「地神様はどうしたんだ？　まさか、何か粗そ相そうをしたのか？」

「お役目を果たさずに逃にげて帰ってきたんじゃねえだろうな!?」

「何の為に孤こ児じのお前を、町の税で養っていたと――」

「地神様のお怒いかりを勝ったら、こんな町なんて……」

　住人達は、次々に罵ば声せいをベルタに浴びせ始める。

　彼女が生きて戻った事を喜ぶ声は、ただの一つも無かった。

「……ユキ」

　ダーシャが小声でユキナリを呼びながら、彼の右手に触ふれた。

　思わず怒ど鳴なりかけていたユキナリは、長い溜息で己おのれの中で高まっていた圧力を下げる。

　その時――

「何をしているのですか!?」

　その時――通りの端はしから届いた声が、ベルタのつるし上げをしていた住人達を黙らせた。

　何事かと眼を向ければ、住人達の人ひと垣がきの外側に、法ほう衣えらしき衣装を着けた男達が数人立っている。彼等は真まっ直すぐこちらに近付いてくると、住人達をかき分けて、ユキナリ達の――いやベルタの前に立った。

（この町の神官か。まあこの住人達を黙らせてくれたのは助かった――が）

　しかし神官ならば、当然に地神を祭り上げる立場だろう。

　という事は――

「ベルタ……」

　神官の一人が優やさしい口調で声を掛けた。

「顔をお上げ」

「…………」

　ベルタは俯いたまま、無言である。

　その姿はまるで断罪される咎とが人にんの様で――

「顔を上げなさいと言っている」

「…………はい」

　やや険を帯びた声に、ベルタが身を震ふるわせて顔を上げる。

　神官は穏おだやかな笑え顔がおを浮かべながら、巫女役の少女の顔を覗き込んだ。

「神殿へお勤めに行った巫女が、どうして此処に居るのかね？」

「…………」

「まさか、地神様がおいでにならなかった訳ではないだろう？」

「神官さま、それは――」

「口答えをするなッ!!」

　いきなり声を荒げて神官は怒鳴った。

　まるで雷かみなりに打たれたかの様に身を縮込ませるベルタ。神官は、しかしすぐに口調を元の穏やかなものに戻もどして、こう続けた。

「おまえの役目は、おまえ自身が一番よく知っているはず。何故、戻ってきたのだね？」

　結局、神官も言う事は他の住人達と同じだった。

　いや――それどころか、より強くベルタを責めている印象が在った。

「ユキ――」

「おい。おっさん」

　今度はダーシャが止める間も無く、ユキナリはベルタと神官達の間に割り込んでいた。

「自分達の町の娘が無事に帰ってきたのに、その扱いはあんまりじゃないか？」

「なんだね、君は」

「旅の者か……？　何を言っているのかね」

「余所者は口を挟はさまないでいただきたい」

「流れ者ならば、物事の道理を知らないのも仕方ないとはいえ――」

　言葉そのものは丁てい寧ねいだが、はっきりとした侮ぶ蔑べつの響ひびきが神官達の声には在った。

「…………」

　ユキナリは顔をしかめて前に出る。

　いっそ、此処に居る全員を一発ずつぶん殴なぐってやろうかと彼が考えたその時――

「待ちなさい！　皆みな、そのまま！」

　新たな声が、ユキナリの動きを止めた。

　再び声のした方を見み遣やると、そこには一人の少女が息を弾はずませて立っていた。

　急いで走ってきたのだろう、額にはうっすらと汗をかいており、長い金髪はあちこち乱れている。着ているのは上品な仕立てのワンピースで――身み形なりが良いだけに、その慌て振ぶりはよく目立った。

「事情があって、とりあえず、祭祀は延期になったのよ！」

　神官達と同様に、人垣を割って入りながら少女は言った。

「いいから、貴方あなた達たちは仕事に戻りなさい！」

「…………」

　住人達は互たがいに顔を見合わせると、渋しぶ々しぶといった様子で散っていく。中にはユキナリ達を――というかベルタを睨にらみ付つけていく者も居たが、とりあえず、改めて罵声を浴びせる様な者は居なかった。

　その場に残ったのは、ユキナリとダーシャ、ベルタ、そして少女と神官達である。

　いや――更に……

「町長代行……！」

　やや年とし嵩かさの、法衣らしき衣装を着た男性がやってくる。この男も神官らしいが、衣装の造りが少し他の者と異なる。多分、立場というか地位が違うのだ。

　年嵩の男は、どうやら少女を追おい掛けてきたらしい。だが彼は通りの途中で立ち止まり――ユキナリ達には、近付こうとしなかった。

「とりあえず人ひと払ばらいをしました」

　町長代行と呼ばれた少女は、ユキナリの方を見て言った。

　そう。先まずベルタではなく、ユキナリに少女は話はなし掛けたのだ。

「貴方達……とりあえず私の屋敷まで来てくださらない？」

「町長代行――お嬢様、いけません」

　年嵩の神官が咎める様な口調で言った。

「その男は祭祀の邪じや魔まをした罪人――」

「祭祀の邪魔を？」

　先に来ていた三人の神官が、驚きの表情でユキナリの方を見る。

「するとこの男が巫女みこを」

「何と言う罰ばち当あたりな！」

　神官達が口々にユキナリを非難しつつ手を伸のばしてくる。

　取とり押おさえようという積もりか。

　身構えるユキナリだったが――

「捕つかまえて首を落とし、改めて巫女と揃えて差し出し、地神様に許しを請こうべきかと」

　一人がそう言うのを聞いて、彼は背中の〈デュランダル〉に手を掛けた。

　しかし――

「貴方達は何とやり合う積もり!?」

　町長代行の少女が怒鳴った。

「儀ぎ式しきの見届け役の報告が正しければ、コレは地神を葬ほうむったのよ、たった一人で！」

「コレって……おい」

　遠えん慮りよ無く指差されて顔をしかめるユキナリだが、町長代行の少女が放ったその台詞せりふは、遙かに大きな影響を、神官達の間にもたらしていた。

「地神様を……？」

「葬った？　殺したという意味ですか？」

「そうよ！」

　悲鳴じみた声で少女が叫さけぶ。

　神官達は信じられない、といった表情で顔を見合わせ、それからユキナリの方へと視線を戻す。やがて――自分達が向かい合っていたのが、実はとんでもない怪かい物ぶつだと今いま更さら気付いたかの様に、彼かれ等らは揃って一歩後あと退ずさった。

「あなた……お名前は？」

　少女がそう問うてくる。

「ユキナリだ」

　ようやくまともに話が出来そうな相手が現れたと、ユキナリは胸をなで下ろす。

　もっとも……この少女もユキナリが地神を殺したと知っているから警けい戒かいしているだけで、他の者と同様に、ベルタについては苦々しく思っているのかもしれないが。

「呼びにくかったらユキでいい。こっちはダーシャだ」

「ユキナリ。それにダーシャ。私の名前はフィオナ・シリングスです。それとあなた……ベルタだったわね。三人を私の屋敷にご招待します。ついてきてください」
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　少女はまるで命じる様に強い口調でそう言うと、踵きびすを返して歩き出す。

　その後から年嵩の神官が、そして他の神官達が慌あわてた様に続く。

「町長代行は、何を考えておられるのだ？」

「まさか地神様を殺あやめた、あの若造を――」

　ひそひそと言葉を交かわし合う神官達。

　歓迎されている様子は無いが、先の住人達の様子を見るに、市場に辿たどり着ついてもまともに買い物が出来るとは思えない。此処はこの少女に従っておく方が無難だろう。

　ユキナリはダーシャと顔を見合わせると――ベルタを促うながし、少女の後に続いた。
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　ユキナリと名乗った少年とその連れ、それに巫女役だった少女を屋敷に招き入れながら――フィオナは必死に思考を巡めぐらせていた。

　ユキナリは、一体何者なのか。

　地神を倒たおしたのは間違いない様だが……神官長も言っていた通り、普通の人間に地神を倒せるとは、とても思えない。

　地神や亜あ神しんは元々獣けものだが、永く生きて知能を備える事で獣の範はん疇ちゆうを超こえ、能力として人をも超えているからこそ、神と呼ばれる。

　亜神の中から、土地に根を下ろしたものを地神と呼ぶが……土地の精気を吸い上げた地神は亜神の時よりも一段と強きよう靱じんになる。老いて死ぬ事は無くなり、剣けんで斬きろうが槍やりで突つこうが滅多に傷はつけられず、致ち命めい傷しようを負わせるのは更に難しい。

　一対一でこれを倒せるのは、同類たる亜神位のものだろう。実際、地神の交代は希にだが起こり得る。シリングス家の記録を見る限り、この三百年余りで二度ばかり亜神が地神を襲おそってこれを殺し、地神に成り代わっているという。

　となると――

（あのユキナリという少年は、亜神か、それに匹ひつ敵てきする何か――という事に）

　人の姿をした亜神などというものは、王都で見識を広げてきたフィオナですらも聞いた事が無い。だが人間も獣も同じ生き物である事を想おもえば、人間が何らかの理由で永く生きて亜神となる事も、絶対に無いとは言えまい。

　いずれにせよ、ユキナリは亜神に等しい何かだ。

　そして人語を話せるのは勿もち論ろん、他の亜神と異なり、人間に近い倫りん理り観かんを持っている上に、理性的な話が出来る。少なくとも彼かれは生け贄として差し出されていたベルタに、何ら手を出していない様だ。

　つまりユキナリとは、生け贄以外の方法で、交こう渉しようが可能なのではないか？

「さあ――どうぞ。散らかってますけど」

　廊ろう下かをしばらく歩き、フィオナは辿り着いた応接室の扉を自ら開いた。

「お邪魔します」

「ユキに、同じ」

　ユキナリとダーシャがそう言って先ず中に入り、続けてベルタ、更に神官長と神官達も入ってくる。

　全員が入った処ところでフィオナは扉を閉め、椅い子すをユキナリ達に勧すすめた。

　神官長や神官よりも先ず彼等に椅子を勧めたのは、とりあえずはユキナリの機き嫌げんを損そこねない事を最優先したからだ。地神に匹敵する力を持っているであろうユキナリがその気になれば、この場に居る全員を皆みな殺ごろしにする事も容易いだろう。神官達がシリングス邸ていにユキナリ達を招く事に難色を示したのも、故ゆえ無き事では無いのだ。

　だが、あの場にユキナリ達を放置しておけば、確実に何かの騒そう動どうになる。

　そして恐らくその結果として生じるのは――住人の死だ。町長代行としてそれを見過ごす訳にはいかない。怪物を自分の家に招き入れる事になっても――である。

　ともあれ――

「まず最初に」

　ユキナリ達たちの対面に位置する椅子に腰こしを下ろして、フィオナは言った。

「確かく認にんしておきたいのですが、ユキナリ、貴方が地神を殺したのですね？」

「そうだな」

　ユキナリはあっさり頷いた。

　事情を知らされていなかった神官達が短く呻くが、今は彼等に構っている場合ではない。

「そうですか。正直言って先の地神を殺したのが、貴方の様な『話が出来る』相手で助かりました。タチの悪い後あと継つぎが来ると、本当に町の存亡に関かかわりますから」

「あんたも俺おれを、その地神だか亜神だかだと思ってるみたいだが……」

　ユキナリは溜息を一つ挟んで言った。

「俺はそういう類のモノじゃない。人間だよ」

「でも地神を殺した」

　フィオナはユキナリの顔を真っ直ぐ見ながら言った。

「地神を殺すなど一個人には無理な相談です。たとえどんなに腕うでの立つ武人でもアレを一対一で殺すのは不可能ですよ。貴方はどうやってアレを殺したのですか？」

「コレだよ」

　ユキナリは背中に負っていた道具――恐らくは武器――を下ろしてフィオナに見せた。

　ごつい拵こしらえの付いた――しかしただの剣にしか見えない。それともあの拵え部分に何か在るのだろうか。何やら複雑な構造をしている様だが。

「こいつはちょっと特殊な武器でね。まあ、魔ま法ほうの一種とでも思ってくれればいい」

「魔法――ね」

　万ばん物ぶつの存在に秘ひめられた知識を紐ひも解とき、更にはこれを用いて不可思議な現象を起こす者の話は、フィオナも耳にした事が在る。王都の方ではハリス真教会が異い端たん審しん問もんを定期的にしているし、その結果として火ひ炙あぶりにされる者も居る様だ。

　だが魔ま法ほう使つかいとされる者は、大たい抵てい、ただの詐さ欺ぎ師しだ。

　それに――本物が居るとしても詐欺師との区別をつけるのは、難しいだろう。

「別にアレは不ふ滅めつのバケモノっていうわけでもないんだよな？」

「理屈の上では」

　確認してくるユキナリに、そう答えるフィオナ。

「理屈でも何でも殺せるって分かってるんだろ。なんで生いけ贄にえなんか差し出す？」

　ユキナリの言葉は、ある意味で至し極ごく真っ当だった。

　だがそれは、恵めぐまれた土地に生きる人間の言葉とも言える。生け贄を差し出してでも地神に守って貰もらいたいのだと――守って貰わねば、飢うえ死じにする危険がつきまとう様な土地に住む人間も居るのだと、この少年は知らないのだ。

　フィオナは溜息をついて説明した。

「地神にもいろいろな者がいます。ごく希まれですが、中には穏やかな性格の者もいますし、真逆にひたすら残ざん虐ぎやくな性格の者もいる。確かに不死身というわけではないのですが、まず普通の人間には倒せません。普通の武器では無理です。辛かろうじて通用するのは完全武装の戦士団か――さもなくば、ハリス真教会の宣教騎士団くらいです」

　そして、そのどちらもがこのフリートラントの町には無い。

「…………？」

　ユキナリとダーシャの表情に、僅わずかだが揺ゆれが生じたのをフィオナは見み逃のがさなかった。

　恐らく二人は『ハリス真教会』の一語に引っかかったのだろう。何かの繋つながりがあるのだろうか。教会には知ち恵え者しやが――いわゆる『賢けん者じや』が多いと言われる。ひょっとしたらユキナリの武器は教会が作ったものなのかもしれない。

　それならば、また納なつ得とくがいくが――

「まあ、なんだ」

　ユキナリは頬ほおを掻かいて、何かを誤ご魔ま化かす様に明るい声で言った。

「とにかく地神は死んだ。今後は生け贄を差し出す必要もない。いいことじゃないか」

「……！」

　壁かべ際ぎわに立っていた神官達が色めき立つが――フィオナと神官長がそちらを見て眼めで彼等を押さえ込む。

「まあ、怒おこってる連中も居るみたいだから、俺おれ達たちはさっさとこの町を出る。野宿続きだったんで、宿でも取れればとは思ったんだがな……」

　ユキナリはダーシャの方を一いち瞥べつしてからそう言った。

　彼はともかく、その連れである銀髪の少女は、あまり頑がん健けんそうには見えない。野宿続きを強いられる様な旅では、随ずい分ぶんと疲ひ弊へいしてしまうだろう。

「それは困ります」

　腰を上げようとしているユキナリにフィオナは言った。

「貴方には、末永くこの地に留とどまっていただかないと」

「は？　なんで――」

「生け贄を差し出すことで、我々は地神の庇ひ護ごを受けていました。ですが、それが崩くずれた以上、他の亜あ神しんが地神の地位を狙ねらって集まってきますよ」

　獣の縄なわ張ばりの様なものだ。

　地神が居れば、余よ程ほどに力に差が無い限り、他の亜神は寄りつかない。

　地神は亜神避よけという意味でも、人間に祀まつられているのである。

「……町が狙われるから守れってのか？」

「違ちがいます」

　フィオナは首を振ふって見せた。

「狙われるのは貴方ですよ」

「はぁ？　なんで――」

「本来、次の地神になる権利を持っているのは、先の地神を殺した亜神です。ですが貴方はこの地に根を下ろしていない。だから『空席』を狙って亜神が集まってくる。しかしそこに先代を殺した奴やつが居る――となれば、彼等は先ず貴方を殺そうとするでしょうね」

「…………」

　ユキナリが顔をしかめて黙り込む。

　勿論――彼が逃げの一手を打つと決めて、この土地から遠く離はなれてしまえば、亜神達たちも彼を追わずに、自分達だけで『空席』を巡って争あらそい始めるだろう。

　だが……

「勿論、先さき程ほども言った様に、タチの悪い亜神が地神になると、死活問題――我々の町の命運も左右される訳ですが」

　地神は二年か三年に一度、生け贄を要求してくるのが常だが、妙に『意い地じ汚きたない』奴だと毎年生け贄を要求してくるし、場合によっては一度に二人、三人、あるいはもっと大人数を要求してくる地神も居るという。

「亜神同士の争いに巻き込まれれば、我々も被ひ害がいを受けます。人を食えば地神は勿論、亜神も力を増すと言います。当然――争いの前にこの町を襲って腹ごしらえをしようとするでしょうね」

　言いながら、フィオナは自分でも無む茶ちやな賭かけをしているという自覚があった。

　相手が普通の人間ではないと分かっていながら、自分はユキナリの『善意』や『良識』に訴えようとしている。人間ですら、余よ裕ゆうの無い者は持ちにくいそれを、亜神に匹敵する何かが持ち合わせていると考えるのは、あまりにも楽観的に過すぎるだろう。

　だがその一方で、フィオナはユキナリが、神官達相手に怒っていた姿も見ている。

　ベルタという少女が生きて帰ってきた事を非難する神官達に対して、彼は明らかに不快感を示していた。

　これは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。

　地神と巫女という旧く残ざん酷こくな制度に縛しばられた、この町を変える為ための。

　ならば――

「貴方には殺した地神の代わりに、この土地にとどまって貰わねばならないのです」

　フィオナは、声に込められるだけの力を込めてそう告げた。
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「今夜は私の屋敷に泊とまって行って下さい。勿論、宿代など取りませんから」

　町長の代行役だという娘むすめ、フィオナ・シリングスはそう言った。

　正直――ユキナリとしてはさっさとこの町を離れたかったが、ダーシャをまた野宿させるのにも躊躇ためらいがあった。彼かの女じよは何も弱音を吐はかないが、それだけに倒れる時はいきなり倒れる。屋根の下で休める時には、休ませてやりたかったのだ。

　ユキナリとダーシャ、それにベルタにはそれぞれ一部屋ずつが割り当てられた。

　これはフィオナが、ユキナリとダーシャは夫ふう婦ふか恋こい人びとかと問うた際に、二人揃って否定したからだが――その癖くせ、今、ダーシャはユキナリの部屋のベッドに腰こし掛かけていた。

「眼鏡、邪魔だから外すぞ」

「……ん……」

　ダーシャの何処どこか焦しよう点てんのぼやけた瞳ひとみがユキナリを見つめる。

　心なしかその頬が赤い様な気がしたが――ユキナリにはその事を深く考えている余裕は無かった。精密な作業なのだ。集中していなければ大失敗する。

「目――閉じて」

「……ん……」

　ユキナリの言う通りにその空色の眼を閉じるダーシャ。

　互いの体温が感じられる程ほどに顔を近づけて、ユキナリは――手で彼女の瞼まぶたに触れた。

「ん……んん……」

　ゆっくりと指の腹でダーシャの瞼を撫なでる。

　愛あい撫ぶする様に、優しく。

　最初は左。次に右。どちらも丁寧に触さわって反応を確かめていく。

　ダーシャが身じろぎするので、両手で彼女の顔を柔やわらかく挟み込んで押さえ、親指の腹を頬から瞼の上へと滑すべらせていく。

「ん…………」

　ダーシャが喘あえぐ様な声を漏もらす。

　こうした行こう為いは、もう何度も繰くり返かえしているが……彼女はいつも、初めての時の様に頬を赤らめて、身を震わせる。不安と期待と羞しゆう恥ちが混じり合ったその反応は、見方によってはひどく扇情的エロテイツクで、ユキナリは自分の中の何かが膨ふくれあがるのを意識していた。

　ただ顔に触れているだけだ――自分にそう言い聞かせてユキナリは作業に集中する。

「……ユキ……」

　何かを訴うつたえる様にダーシャが彼の名を呟つぶやく。

「開く――ぞ」

「……ん」

　震える睫まつげに触れながら、ユキナリはダーシャの瞼を指で押し上あげた。

　綺き麗れいな、空の色を湛たたえて潤うるんだ瞳が、彼の顔を映す。

　眼を凝こらしても濁にごりは見えない。どうやら大だい丈じよう夫ぶらしい。

　ユキナリは最後に――眼球に接吻キスするかの様に、そっと息を吹ふきかけた。

「……！」

　ダーシャが一ひと際きわ大きく身を震わせる。

　ユキナリは彼女の顔から手を離しながら、問うた。

「どうだ？　痛いとか、ひりひりするとか、染しみるとか、そんなこと無いか？　見え方にも問題は無いか？」

「多分、大丈夫」

　若じやつ干かん、上うわ擦ずった声でダーシャが言った。

「そうか、良かった」

　ユキナリは手を下ろして溜ため息いきをつく。

「俺は専門家じゃないからな……ぶっちゃけ、姉ちゃんの手術の時に聞きかじっただけの知識だ。俺の作った人工水すい晶しよう体たいにも、どんな不都合が出るか分からない。白内障の手術自体は、本当に昔からあるみたいだけどな。だからって俺のが完かん璧ぺきとは限らないし」

　ダーシャは、生まれついての白内障だった。

　それ故、彼女は十四歳さいまで読み書きも出来なかったのである。ただ物心ついた時から錬れん金きん術じゆつ師しである姉のイルジナを手伝っていた為、錬金術やその周辺の知識はやたらに持ち合わせている。その分、他の知識――一いつ般ぱん常識に時折、大きな抜ぬけがあったりもするが。

　今のダーシャの眼には、ユキナリが作った人工水晶体が入っている。

　白内障の手術は、古代ギリシャ時代から行われていて……作業の精密さはさておき、原理そのものは比ひ較かく的てき簡単である。要は濁ってしまった水晶体を除去して代わりに人工水晶体を挿そう入にゆうする、という方法だ。

　ダーシャはユキナリの手によって光を得たが――ユキナリ自身が言った様に彼は医術の専門家ではない。白内障が再発する怖おそれもあるし、もっと他の不都合が発生してしまう可能性もゼロではない。

　だからこそ、ユキナリは定期的にダーシャの眼を調べているのだ。

　眼鏡も視力矯きよう正せいと同時に、彼女の眼を可能な限りに保護する意味合いがある。

「――ユキ」

　眼鏡をかけ直しながらダーシャが問うた。

「これから、どうするの……？」

「どうするって――どうするかな」

　ダーシャの隣となりに腰を下ろしながらユキナリは溜息をついた。

　ろくに事情を知りもしないで、この地の神を斃たおしてしまったのが、まずかった。

　フィオナの話は確かに引っかかるというか――助けたベルタを含め、この町の人間が亜神に襲われると分かっていて、立ち去るのは非常に後味が悪い。この地に留まって地神として町を守って欲ほしい、というフィオナの主張も、一理あるとは思う。

　だが、ユキナリには旅をする理由が――否、一箇か所しよに留まれない理由が在る。

　ダーシャを守らねばならない。

　たとえ、死ぬまで流る浪ろうの旅をする事になっても、だ。

「イルジナとの約束もあるしな……」

「……うん」

　ユキナリが姉の名前をだすと、ダーシャは少し複雑な顔をして見せた。それはいつも一いつ緒しよに居るユキナリだから感づける程てい度どの――ほんの僅かな変化だったが。

「俺もおまえも『世間知らず』だしな」

「…………ユキ」

　不安を誤魔化そうとするかの様に、ダーシャはユキナリの左ひだり腕うでに自分の両りよう腕うでを絡からみ付かせ、しがみついてきた。

　殆ほとんど眼が見えない時間が大半だったせいか、ダーシャはしばしばこうしてユキナリに触れて、彼が確かにそこに居るのだ、という事を確かめようとする。頬を彼の胸むな元もとに寄せて体たい臭しゆうを嗅かごうとするかの様な仕草をする事も、多い。

　多分、犬がまず対象の匂においを嗅ぎたがるのと理由は同じだ。

　ダーシャの場合、視覚よりも聴ちよう覚かくや触しよつ覚かくに頼たよって生きてきた時間が長すぎる。自分の眼について最後の一線で――ユキナリの施ほどこす治ち療りようへの信しん頼らいとは別に――頼り切きれていないのだろう。

　色々な意味で、特異な生おい立ちの少女なのだ。

　だからこそ、ユキナリ以外に彼女を守ってやれる者は居ない。

「仇あだを討うって逃げ出だしたのはいいけど、行くあてなんて元々無かった訳だし」

「……うん」

　ダーシャはわずかに唇くちびるの端を震わせる。

　それが彼女の精せい一いつ杯ぱいに取り繕つくろった笑顔だと分かるのも、多分、ユキナリだけだった。
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　文化風習というものは、土地によって様々だ。

　大抵は何らかの必然性から、それは形が定まっていく。風土が異なれば、文化も風習も――特に生活様式は変わって当然である。衣食住それぞれが、土地に合わせたものになっていくものだ。

　例えば――入浴。

　水や燃料の調達のし易さ、気温、湿しつ度ど、そういったもので、当然にこれも変わってくる。

　くみ置きの雨水で身体を洗うだけの土地もあれば、蒸むし風ぶ呂ろが基本になっている土地もある。そしていわゆる風ふ呂ろ桶おけに熱い湯をなみなみと張って入る風ふ呂ろ――日本の様な風呂は、この世界において、むしろ珍めずらしい部類に属するらしい。

　なのでこの地方では、その珍しい風呂があるとフィオナから聞いたユキナリの喜び様は大変なものだった。どうやら近くに温泉が湧わいているらしく、そこから湯を引き込む事が出来るのだそうだ。

　シリングス邸にも、そうした風呂が備わっていた。しかもかなり広い。

　ちょっとした温泉旅館の風ふ呂ろ場ば並みで、その気になれば十人程度なら一緒に入る事も出来るだろう。湯船そのものが石造りになっていて、屋内だが何となく露ろ天てん風ぶ呂ろの様な雰ふん囲い気きなのも、ユキナリの趣しゆ味みに合った。

　故に――

「おおおおおー…………」

　湯船に身を沈しずめて、ユキナリは脚あしを伸ばす。

　久々に味わう感覚に、思わず感動の声が漏れてしまっていた。

「この身体でも、疲つかれるときは疲れるんだよな……」

　湯の中でくつろぎながら、天てん井じようを仰あおぐ。

　そこから滴したたり落おちてきた雫しずくが彼の鼻先に弾はじけた。

「冷たっ――……………………………は、はは、は、やっぱり風呂はコレだよな！」

　無意味に湯の中で脚をばたつかせるユキナリ。

　子供の頃ころに戻った様な気分だった。

　そういえば、幼い頃――姉の初はつ音ねと何度か銭湯に行った事が在る。家の風呂が壊こわれたのだが、父も母も滅めつ多たに家に戻ってこないので、子供の姉きよう弟だいにはどうしようも出来ず、小こ遣づかいを握にぎりしめて出で掛かけたのだ。

　姉と一緒に手を繋いで、一緒のマフラーを巻いて、冬の町を歩いた時の事は今でも鮮せん明めいに覚えている。小学生の子供二人だけで寒風吹き荒すさぶ中、銭湯にやってくる姿を、哀あわれに思ったのか……名も知らぬ客が、フルーツ牛乳を奢おごってくれたのも、嬉うれしかった。

　そんな風にユキナリが『前世』の記き憶おくを思い返していると――

「……ん？」

　がたんと脱だつ衣い所の方で音がする。

　慌ててそちらを見ると――木製の扉とびらを開いて、風呂場へと踏ふみ込んでくる人ひと影かげが一つ。

　輪りん郭かくは明らかに少女のものだった。

「……おいおい」

　唸うなる様に言って眼を細めるユキナリの前に、湯気をかき分ける様にして現れたのは……一糸まとわぬベルタだった。

　彼女の体型は先に薄うす衣ぎぬを着ていた時にも見ているので、概おおむね理解しているユキナリだったが……やはり風呂場で見るとまた印象が違う。出る処が出ていて、引っ込む処が引っ込んでいて、よくメリハリが効いている。まろやかな丸みを描えがく乳ち房ぶさが実に扇情的で、湯気に触ふれて湿しめった肌はだが、また艶なまめかしい。

「…………」

　ベルタは、真まっ直すぐユキナリの処にやってくる。

「……何やってんの？」

　ユキナリが当然の疑問を言葉にする。

　ベルタは顔を赤らめながら――単に風呂場の温度が高いせいなのか、それとも羞恥のせいなのか、分かり難がたかったが――言った。

「私は地神様に捧ささげられた存在ですので……」

「いや、そういう存在っていわれてもな」

　一度は死んだ身だから、どうなっても構わないという事だろうか。

　だが、わざわざ自分から『襲ってくれ』と言わんばかりに、その裸ら身しんを晒さらしているという事は――

「いや待て、食べていいってやっぱりそういう意味なのか？」

「貴方あなたが地神なのか、それ以外の何なのかは私には分かりません」

　ユキナリのすぐ傍そばまでやってきて、ベルタは跪ひざまずいた。

「ですが貴方は私を食べようとはなさいませんし……これでは……私はお勤めが果たせません……」

　ひょっとしてこの娘は『勤めを果たさずに還かえってきた』事を責められたせいで、妙みような焦あせり方をしているのではないか、とユキナリは思う。

「殿との方がたの姿をしておられるというのなら、喜んでいただく為には……その……」

「いやね、そりゃもう大喜びっていうか、願ったり叶かなったりなんだけどな」

　ユキナリは再び天井を仰いで嘆たん息そくした。

「でもほら……怒る人も居いるんでね」

「……え？」

　ユキナリに指差されてベルタは背後を振り返る。

　そこには今しがた彼女が開いて入ってきた扉がある。開け閉めだけで大きな音がする事といい、木製のそれは少し歪ゆがんでいる様で――完全には閉まっていない様だった。

　隙すき間まが空いているのだ。

　そしてその隙間の向こうに――

「…………」

　いつからそこに居たのか、無表情に〈レッチリ〉を磨みがいているダーシャの姿が見えた。

　何な故ぜ、こんな処でわざわざ銃じゆうを磨いているのか――と問うてみたい気はしたが、多分、ダーシャは答えまい。

　ただその代わりに――

「……不潔」

　ダーシャはふと〈レッチリ〉を磨く手を止めて、ぽつりと言った。

　ついでに撃鉄を半起こしして、何故かこれ見よがしに回転胴輪弾倉シリンダーを回して見せたりもする。

「非常に面めん倒どう臭くさいんだよ」

「…………はぁ」

「というかさ」

　ユキナリは意識して視線を天井に逃にがしたまま言った。

「あのフィオナ・シリングスとかいうお嬢じようさんに何か言いい含ふくめられたりしてないか？」

「…………」
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　ベルタは無言だったが、僅かに身を震ふるわせた処を見ると、図星であったらしい。

　この町を守らせる為に、女をあてがう――少女の発想ではないが、そうそう珍しい考え方でもないだろう。あるいはベルタに身体を使った籠ろう絡らくを指示したのは神官達の方かもしれない。ユキナリが多少なりとも恩義を感じるならばよし、ベルタに対して情が湧いたり、その身体に溺おぼれれば、尚なお更さらに好都合――といった処か。

「まあ、お勤め云うん々ぬんはさておき、とりあえず入ったら？　身体冷やしても意味ないだろ」

　ユキナリはたっぷりと湛えられた湯を指差してそう言った。
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　ユキナリが風呂に入っている――その頃。

　フィオナは、執しつ務む室しつで神官達と話し合いの場を持っていた。

「彼が亜神であれ何であれ……この地をお守りくださっていた地神様を弑ころしてしまった以上、責任は取ってもらわねばなりません」

　神官の一人が言った。

　一度、現実を認めてしまえば、彼等は考え方を切り替かえるのも早かった。というより、切り替えが早くなければ、この地で神官などという職は務まるまい。巫女候補として育てているとはいえ、同じ屋根の下で暮らし、同じ鍋なべで煮に炊たきしたものを食べてきた相手を、生け贄に捧げる――そんな事を定期的にせねばならないのだから。何事にも思い入れが強い人間には、とても出来ないだろう。

　神官達は、ユキナリを地神の後あと釜がまに据すえる方向で話をまとめにかかっていた。

「しかし私達の力で彼を拘こう束そくする訳にもいきますまい」

「何しろ、彼は地神様を斃せる力を持っている」

「ならば、やはりここは『巫女を贈おくって』懐かい柔じゆうするのが得策かと」

　要するに見た目は男なのだし、女を宛あてがってやれば懐柔できるのではないか、という事らしい。下品な発想だとは思うが、他に方法も無い。

「既すでにベルタには言い含めてありますので、ご安心ください」

「…………」

　フィオナは瞑めい目もくして深く溜息を吐いた。

「こんな事、いつまで続けなきゃいけないのかしら」

「それは……これがこの世界の理ことわりですからな。我々にはどうしようもない」

　神官長が窘たしなめるように言った。

「獣は草を喰くい、人は獣を喰い、神は人を喰う。摂せつ理りである以上は逆らっても無む駄だというものですよ。受け入れてしまえば良いのです」

「そう？」

　眼を細めてフィオナは神官長を睨にらんだ。

「でも王都では――」

「ハリス真教会の事でありましょうか？」

　神官長が、フィオナの台詞せりふを押おさえ込む様に問うてきた。

「我々も噂うわさには聞きき及およんでおります。何でも宣教騎士団は地神すら斃すとか。信者もますます増えているという評判ですな」

「……ええ」

　王都では、教会の勢力が強い。

　というよりも王都の人間の大半は教会の信徒である。王族も貴族も平民も揃そろってあのハリス真教会を崇あがめ奉たてまつっている。歴史的には比較的、新しい教えである筈はずだが、その教義の分かり易やすさと、何度となく誇こ示じされる『実力』を以もつて、信徒を急速に増やしてきた。

「ですが町長代行――いや、お嬢じよう様さま？」

　神官長は穏おだやかな口調で言った。

「先祖代々のしきたりを棄すてて、あの様な新興の教えに鞍くら替がえするとなれば、ご先祖がどう仰おつしやるか――伏ふせっておられるお父様もお悲しみになります」

「……でしょうね」

　フィオナは、四年ばかり王都で学校に通っていた。

　読み書きだけではなく、もっと広こう範はん囲いの知識を身につけ、思考を鍛きたえる為の場所であり、様々な地方からフィオナ同様に学びに来ていた者が居た。彼かれ等らと付き合ってフィオナは地方に根付く理り不ふ尽じんな慣習やしきたりが、本当に千せん差さ万ばん別べつで――しかもその多くが非合理な代しろ物ものであるという事を知った。

　地神への生け贄などは、その極きわみだとフィオナは思う。

　だが――神官長や神官達は勿論、多くの人々は考え方を改めようとはしない。

　多分、怖こわいのだ、とフィオナは思っていた。

　考え方を改めるとは、つまり、それまでの自分を間ま違ちがっていたと認める事だ。

　自分達が定期的に生け贄を捧げてきた事そのものを、間違っていたと認めれば、彼等は全すべての拠より所どころを失う。正しい事だと信じていたからこそ、あんな残酷な真ま似ねをしきたりとして繰り返してきたのだから。

「我々には、我々の生き方が在ります。くれぐれも――」

「分かっています」

　蕩とう々とうとした口調で、訳知り顔に諭さとしてくる神官長へ――フィオナは苛いら立だちを隠かくして頷うなずいて見せた。
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　夜風が火ほ照てった身体に心ここ地ち良よい。

　ユキナリは、独り屋や敷しきの庭に出て涼すずんでいた。

　ダーシャは旅の疲れがたまっていたのか、自分に宛がわれた部屋ですぐに眠ねむってしまった。今いま頃ごろは頬を摘つまんで引っ張っても起きない位にぐっすりと眠り込んでいるだろう。なんだかんだで彼女が無理をしているのは、ユキナリにも分かっていた。

「……でもな」

　追われれば、逃げねばならない。

　ユキナリもダーシャもお互たがい以外は頼る者も居ないこの世界で、命を狙われたなら、もう逃げ続けるしかないのだ。いかに戦いで強くとも、常に襲しゆう撃げき者しやを警けい戒かいして気を張っていれば、一ヶ月げつと保たずに精神がすり減ってしまう。

「こういう処は元のままなんだよなぁ」

「――ユキナリ」

　星空を見上げながら呟くユキナリに、背後から声が掛かけられた。

「こんな処に居ましたか」

　振り向むかずとも誰だれかは分かる。

　実を言えば、誰かが近付いてくるのも気配で概ね分かっていた。未まだ完全に使いこなせているとは言えないが――この身体は異常な位に感覚が鋭するどい。いや。腕わん力りよくや脚きやく力りよくも強く、持久力もある。肉体の能力全ぜん般ぱんが高いのだ。

　だからこそ、精神力が元のままというのが、歯は痒がゆくもある。

　それがユキナリのユキナリたる所以ゆえん、彼の自己同一性の証あかしだと言われれば、その通りなのだが。

「ベルタではお気きに召めしませんでしたか？」

　ユキナリの隣に並んで、フィオナはそんな事を訊たずねてくる。

「お気に召すとか召さないとかじゃなくて――つか、やっぱりあんたの差し金か」

「それとも数が足りませんか？　お連れの方もいらっしゃるので、十分かとも思いましたが。巫女みこは他にも居ますから足りなければ『補ほ充じゆう』する事も可能ですよ。好みを仰ってくだされば神官達が見み繕つくろいます」

　フィオナは、平然とそんな事を言ってくる。

　生け贄の『生産』体制は整っているという事か。

　他人をモノの様に言う彼女の態度が、ユキナリはどうにも気に喰わない。なので少し意地悪をしてやる事にした。

「好みね。そうだな――髪かみは金色で瞳は緑で」

「…………」

「育ちが良くてお嬢様然とした振る舞まいの女とか、組くみ敷しいてひいひい言わせるのが好みなんだけどさ、そういう子、一人用意してくれない？」

「…………」

　さすがにフィオナは気け圧おされた様に表情を強こわ張ばらせていたが。

「――ユキナリ」

「なんでしょうか、お嬢様」

「ひいひい言ってさしあげられるかどうかは分かりませんが。今すぐ部屋に行きますか？」

「勿もち論ろん、あへあへでも――っておい？」

　眼を丸くしてフィオナを眺ながめるユキナリ。

「意味分かってるか？」

「分かっていると思いますよ」

　とフィオナは苦く笑しようを浮うかべて言った。

　未だ幼さの残る彼女の横顔が、ひどく大人びたものに――いや、老成した者のそれにすら見えた。ユキナリの思っている以上に、苦労人なのかもしれない。少なくとも何の覚かく悟ごも無く、何不自由なく暮らしてきた人間には、こんな顔は出来まい。

「一応、町長の娘――この町を統すべる者の娘ですから。私一人の純潔で町全体を守る事が出来るのならば、むしろ安いものです」

「…………あんた」

「父は良い統治者たれと、私に見識を広げさせる為に、王都の学校へ送り出してくれました。それなりにお金も掛かったと思います。今日も何処どこかで、飢えて死んで居るであろう誰かを、見捨てずに済む事が出来たであろう程の、お金が」

「それは――」

「だから、私が巫女みこ達たちの身代わりになる訳にはいきません。私が地神に喰われてしまえば、五人だか十人だかを救える筈だったお金も無駄になってしまいます。私がこの身を生け贄に捧げる事が出来るとすれば、それは、少なくとも十人分以上の住民の命を救う事が出来ると、確信出来る場合のみですね」

　淡たん々たんとフィオナはそんな事を言う。

「ユキ。貴方は少なくとも地神と違って巫女を食い殺したりはしていない。ベルタにせよ私にせよ、貴方に捧げられるといっても、一回限りの『使い棄て』ではないでしょう？」

「……まあ……そうかな」

　曖あい昧まいに笑ってユキナリは言った。

「貴方が五年なり十年なり、あるいはもっと、この町を守ってくれるというのならば充じゆう分ぶんに釣つり合あいはとれます」

「悪いけど、俺おれには雨を降ふらせたり、逆に洪こう水ずいを止めたりとか、あるいは土地を肥ひ沃よくなものにするとか……そういうのは無理だぞ」

「それでも貴方は地神を斃したでしょう？　それは神と同等の力を持っているということに他ほかなりません」

「……だからさ」

　溜息をついて、ユキナリは腰こしの〈デュランダル〉を叩たたいて見せた。

「さっきも言ったとおり、俺はちょっと特とく殊しゆな武器を使っただけなんだよ」

〈デュランダル〉は見た目こそ少し弄いじってあるが、実質的には切り詰つめ型レバー・アクション式ライフル――ウィンチェスターＭ９２ランダル・カスタムに剣身ブレードを取り付けただけである。

　重量バランスだの何だので取とり扱あつかいにコツは要いるが、普ふ通つうの人間にも当然使える。

「何なら一晩の宿代に、こいつを進しん呈ていしてもいいけどな」

「その武器がどういう代物なのかは知りませんが――剣だけ渡わたされても困ります。剣けん士しが居なければ、いかな名めい剣けんでもただの棒」

「……ごもっとも」

　ユキナリは肩かたを竦すくめた。

　たとえ〈デュランダル〉をこの町の住人が手にしたとしても、効果的に扱える様になるにはそれなりの時間が掛かるだろう。それまでに必要な44マグナム弾だんの供給や、摩ま耗もう、あるいは破損する部品の事も考えれば、確かにただ〈デュランダル〉を渡してそれで事が済む訳では無い。その意味で、銃は色々と面めん倒どうな代物である。

「ところで」

　ふとフィオナは話題を変えてきた。

「貴方は旅をしているようですけど、何か先を急ぐ目的があるのですか？」

「…………」

　ユキナリは一いつ瞬しゆん、言葉に詰まる。

　フィオナには関係の無い話である。話さねばならない義理は無い。

　しかし……フィオナに『覚悟』の話までさせておいて、自分の事は一いつ切さい喋しやべらないというのも、何か釣り合いがとれていない様な気がした。

「ある人と約束したんだよ」

　ユキナリは屋敷の方を振り返って言った。

「一緒に居たあの子、ダーシャを護まもるって」

「何から護るんですか？」

「…………」

　さすがにユキナリも、それに答える事は出来なかった。

　真実を知れば、フィオナの態度がどう変わるか判断がつかない。かつて王都に居たというのなら尚更である。この少女は驚おどろく程に合理的だが――それでも人間は機械の様に合理性だけで全てを判断は出来ない。

「それは、この地においては、出来ないことなのですか？」

　ユキナリの沈ちん黙もくをどうとったか、フィオナは首を傾かしげてそう訊ねてくる。

「……どうかな……」

　ダーシャを護る事は、イルジナとの約束だ。

　錬金術師イルジナ・ウルバンはユキナリにとって、母であり、姉であり、恩人であり、そしてもう二度と会えない故人でもある。故にこそ、彼女との約束は絶対のものだ。

　だが――その方法は、必ずしも定められていない。

　逃げ続ける事が最善かどうかすら、ユキナリには分からない。現にダーシャはひどく疲れている様だし、このまま無理な旅を続けていれば、いつか致ち命めい的てきな問題が生じてくるかもしれない。

　しかし……

「本当――どうなんだろうな」

　夜は静かに更ふけていく。

　ユキナリとフィオナは満天の星空の下――夜風に身を晒しながら、しばし無言で佇たたずんでいた。







第三章　異なる獣







　其そ処こは、神しん殿でんと呼ばれていた。

　地神を祀まつる為の場所であるからだ。だが実際には其処は生いけ贄にえの祭さい壇だんであり、建築物などと呼べる様な代物ではない。柱と天井はあるが、内外を仕切る壁かべの無いそれは、単に地神と呼ばれる怪かい物ぶつの餌えさ場ば――いや、単なる食器でしかない。

　今その神殿は、空っぽだった。

　つい先日、この場で激しい戦いが繰り広ひろげられ、その際に殺されたものの死し骸がいがそのまま放置されていた筈なのだが、今は綺麗さっぱり、拭ふき取ったかの様になくなっている。血けつ痕こんすら殆ど残っていない。

　地神とその眷属の骸むくろは、忽こつ然ぜんと消きえ失うせていた。

　そして――




「ヴゥゥウウウウウオオオオオオォォォオオオオ……オ……オオ……！」




　神殿のすぐ傍に在る森の奥おくから――声が漂ただよってくる。

　獣の遠とお吠ぼえの様でもありながら、しかし、それは明らかに獣の声とは異なる響ひびきを備えていた。知性の響きだ。普通の人間のそれに比べると、ひどく幼よう稚ちで、異質なものではあったが……それだけに、ひどく生々しい。

　人ではなく。獣でもなく。

　一語では表せない程……ひたすらに異様。

　フィオナの予言通り――声は、今や地神の座が『空席』となったこの地に、獣たる事を辞やめた獣がやってきた証だった。
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　一夜明けて――早朝。

　ユキナリとダーシャは町を散策してみる事にした。

　実の処ところ、早々にこの町を出るという選せん択たく肢しも有力候補として残っていたのだが――ユキナリ自身はともかく、ダーシャの疲れは思った以上に深刻で、とりあえず出発は先延ばしする事になったのである。

　ダーシャの眼めの調子を確かめてから、ユキナリは鞄かばんの方を見て言った。

「じゃあ、行ってみるか。念のために〈レッチリ〉は持って行けよ、ダーシャ」

「……大丈夫、予備の弾も」

　ユキナリも〈デュランダル〉を背せ負おうと、シリングス邸てい二階の廊ろう下かを二人で歩き始める。

　すると……

「ユキナリ様――」

　階段の前でベルタが佇んでいた。

　今日の彼かの女じよはあのやたらに扇情的な巫女みこの衣装ではなく、ごく普通の町まち娘むすめの着る様な服を身につけている。そのせいか、初めて会った時よりは多少、落ち着いて明るい雰囲気にも見える。

　本当に……こうしていればただの女の子だ。

　しかし――

（……まさか、ずっと此こ処こに居た訳じゃないよな？）

　ふとそんな疑問をユキナリは覚える。

　窓から飛び降りるとか、そういう無む茶ちやをするのでもなければ、シリングス邸を出るにはこの階段を通らねばならない。つまりベルタが立っていた位置は、黙だまってユキナリ達たちが出て行かないよう、監かん視しする為ための要所でもある訳だ。

　勿論、そうであったとしても、ベルタ自身の意志ではなかろう。

　フィオナか、神官達に言い含められている可能性が高い。

「お出かけですか？」

　フィオナが小さく首を傾げてそう問うてくる。

「ああ。ちょっと町をぶらついてみようと思ってね」

　ユキナリの言葉に、ベルタが柔やわらかな笑えみを浮かべた。

「それでは、私が案内を。生まれ育った町ですから、隅すみ々ずみまでよく知っています」

「でも、ベルタにもやりたい事くらいあるだろう？」

　ユキナリはとりあえずそう言ってみた。

「ちょっとぶらついてくる位だから、別に案内なんて」

「いえ、私は巫女です」

　だがベルタは首を振ふってそう言った。

「地神さまにお仕えするのが、私の役目ですから」

「いや。だからって――」

「私の心も体も地神様の為にありますから」

　だから自分が望むのは、ユキナリの為に何かをする事だ――という意味か。

　結局、ベルタは未だ自分が『巫女としての勤め』を果たせなかった事について、気に病やんでいるのだろう。あの怪物に喰われた訳でもなく、かといって昨晩はユキナリに身体を用いた奉ほう仕しを試みたが果たせず、宙ぶらりんの状態でいるのが不安なのだ。

　ユキナリは、勿論ベルタを助けた事について後こう悔かいはしていない。

　だが、今こうして彼女が立ち位置すら危あやうい状じよう況きように陥おちいっているのは、間違いなくユキナリが彼女を助けた結果だ。その意味で自分はこの子に対して責任がある……ユキナリはそう思った。

「それじゃあ、お言葉に甘あまえようかな」

「ユキ……？」

　少し驚いた様子で隣のダーシャがユキナリの顔を見る。

　同時にベルタもまた驚きと――そして喜びの表情を浮かべた。

「――！　よろしいんですか？」

「よろしいも何も、断ってもベルタは納なつ得とくしないだろ？　それに、結構広い町だ。迷ったら困るから、やっぱり案内は居た方がいい」

　ベルタに、というよりダーシャにそう説明するユキナリ。

　表情を明るくしてベルタは何度も頷いていた。

「はい！　私、頑がん張ばってご案内いたします！」

「……そんなに張り切らなくてもいいんだけどな」

　そういう訳で。

　ユキナリとダーシャはベルタの案内で町を歩く事になった。

　やはりベルタが監かん視し役やくを兼かねているのか、一階や玄げん関かん先さきでシリングス家の使用人達と顔を合わせたが、彼等は特に何も言っては来なかった。ただ恭うやうやしい仕草で一礼してきただけである。恐おそらくはフィオナに『失礼が無い様に』と言い含められているのだろう。

　丁てい寧ねいに扱われるのは悪い気分ではないが、地神たる事を期待されているが故、と考えると少々気が重い。

「――こちらです」

　ベルタが数歩先を行きながら、何度も振り返かえって声を掛けてくる。

　町の中央――動脈たる大通りには、すぐに辿たどり着つく事が出来た。

　小さな町だが、それでも人通りは多く、露ろ天てん商しようの様な者達が各所で店を開いている。だがその多くは食品や生活必ひつ需じゆ品ひんばかりで、嗜し好こう品ひんや雑貨を商あきなう店は少数だ。

　やはり町全体が貧しいのだろう。建物や町区整理など、町としての体てい裁さいはそれなりに整っているが、贅ぜい沢たくをする余よ裕ゆうは無い――という事か。

「成なる程ほどな……」

　元より作物の豊作凶きよう作さくが人口にも直結する様な田舎いなかである。

　神かみ頼だのみもしたくなるのは、当然かもしれない。

　だが――

「……全く中央と隔かく絶ぜつされてる訳じゃないんだよな？」

「多分……」

　とダーシャが答える。

　昨晩はシリングス邸で夕食をご馳ち走そうになったが、その際に出てきたのは、工業的な手法で量産されたと覚しき食器の数々だった。特にナイフやフォーク、スプーンの類は、手作りとは思えない位に、同じ造りで精度の高いものが揃っていた様に思う。

　つまり、極めて限定的ではあるものの、中央から流れてくる工業製品はあるのだ。

　そしてそれとは別に、この町にも鍛冶かじ職人の類は居るだろう。

　となると――

「ここが、私の育った孤こ児じ院いんです」

　ベルタの声に思考を中断し、彼女が指さした方向を見る。

　そこには――意外と立派な、石造りの建物が聳そびえていた。

「孤児院――ね」

「御ご覧らんになりますか？」

　首を傾げてベルタが尋たずねてくる。

「……ああ。頼たのむ」

「はい。では――」

　ベルタは門を潜くぐり、建物の中に入っていく。

　ユキナリとダーシャも彼女の後に続いた。

　建物の中では――数人の少女が室内の掃そう除じをしていた。その内の一人がベルタに気付いて、驚きの表情を浮かべる。

「ベルタ……！」

　その声に他の少女達も手を止める。

　彼かの女じよ等らは掃除用具を持ったまま、ユキナリ達の処に駆かけ寄よってきた。

「あなた祭さい祀しに行ったはずじゃ……？」

「ベルタ姉ちゃん、どうして？」

　そう尋ねる彼女等の表情には、ひたすら戸と惑まどいの色が濃こい。

　喜んでいるという訳ではなく、むしろ死者が戻もどってきたかの様な――

「ちょっとした事情で、帰ってきたの」

　曖昧な笑みを取り繕つくろって、ベルタは言った。

　どことなく口調にもぎこちなさが見える。彼女にしてみれば、昨日の町の住人同様、この少女達も勤めを果たさず戻ってきた自分を責めている様に見えるのかもしれない。

　だが――

「じゃあ姉ちゃん、姉ちゃん、また一いつ緒しよに暮らせる？」

　少女達の中でも幼い数名は、巫女や祭祀の意味が未だよく分かっていないのか、表情を輝かがやかせてベルタにしがみついている。

「それは……どうかな」

　ベルタが少し困った様な表情を見せる。

　だがその一方で……彼女は何処どこか嬉うれしそうだった。

「……ユキ」

「うん？」

　傍かたわらのダーシャが、ふと思い出だしたかの様な様子でユキナリの名を呼ぶ。

「やっぱり助けて……良かった、ね」

「そうだな」

　頷くユキナリ。

　ダーシャは多分、ベルタと幼い少女達に、自分とイルジナを重ねて見ているのだろう。

　イルジナはダーシャにとって唯ゆい一いつの家族だった。ダーシャが物心ついた時にはもう彼女の両親は居らず、実質的にイルジナがダーシャを育てた様なものだったらしい。

　だからこそ、それを奪うばわれた事は、ダーシャの胸に大きな傷を残している。

　その事については最も早はや、ユキナリにはどうしてやる事も出来ないが――

「良かったよな」

　頷きながらユキナリはダーシャの銀ぎん髪ぱつ頭にぽんと掌てのひらを置く。

　そのまま指で梳すく様にして彼女の頭を撫なでてやる。

「……ん」

　ユキナリの手に撫でられるのが嬉うれしいのか――ダーシャは眼鏡の奥でその空色の瞳ひとみを気持ちよさそうに細めていた。
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　ユキナリ達が孤児院を訪おとずれていた――その頃ころ。

　フィオナ達はシリングス邸の執務室で神官達と話し合っていた。

　具体的には神官達が町の様子、特に住民感情について調べて回った結果の報告を受けていたのである。

「――というわけで」

　神官の一人は表情を曇くもらせて言った。

「あの男と連れの女、それにベルタへの不信感が、住人達たちの間で膨ふくれあがっています」

「特にベルタが勤めも果たさず生きて帰ってきた事から、地神の怒いかりを怖おそれる者が多く、あの連れの女も添そえて、改めて祭祀を執とり行おこなうべきだという意見も出ており……」

　別の神官がそう言い添える。

　住民達は、ユキナリが地神を殺したなどとは夢にも思っていないのだろう。

　実際、神官達の報告が無ければ、フィオナも――たとえユキナリ自身から地神殺害を告げられたとしても、信じなかったに違ちがいない。だからこそ、ただただ、住民達はベルタが逃げ帰かえってきただけなのだと思っている。そして神殿に生け贄が居なかった事で、契けい約やく違い反はんに怒おこった地神が、町を襲おそうのではないかと住民達は警戒しているのだ。

　地神が死んだ事は――ユキナリに殺された事は、神官達にも箝かん口こう令れいが敷かれ、正確な情報を知っている者はごく一部に限られている。だがいずれは神殿を見に行く者が出てくるだろうし、そうなれば、地神が殺されたのだという事も遠からず知られるだろう。

　いや。その前に次の地神が誕生して、町に契けい約やくを求めてやってくるかもしれない。

　そうなれば、もう隠してはおけない。

「不味まずいわね……」

　フィオナは溜ため息いき交じりにそう言った。

　町の人間がユキナリやその連れのダーシャ、あるいはベルタを襲う事も考えられる。

　そうなれば、ユキナリはどうするだろうか。

　彼かれにその気があれば――皆みな殺ごろしは無いにしても、何十人、いや、百人以上の死者が出てもおかしくはない。

　やはり何らかの落とし処は必要だろう。

　例えば――

「地神が殺されたとあれば、遠からずその不在をかぎつけて、亜あ神しんや異獣が寄ってきます。どうでしょう、形だけでもあの男を新たな地神として神殿に置くという訳にはまいりませんか？」

　神官長が他の者を代表する様にそう問うてきた。

　要するに地神と同じく地に根を下ろして――霊れい的てきに結合を果たして、地域の守護をする事は出来なくとも、地神のもう一つの役割、即すなわち亜神や異獣の脅きよう威いから町を守るという役割は果たせるのではないか、という意味だ。

　確かに地神を殺した以上、それを可能にする力をユキナリは持っているという事になる。

「町長代行、貴方あなたの御ご決けつ断だん次し第だいです」

　神官が真しん剣けんな表情でフィオナに詰め寄る。

「……未だあの男は納得していないけれど……」

　昨日の晩、フィオナの方からも改めてベルタに彼を懐柔する様に――言葉としては単に『何でもいいから彼に御ご奉ほう仕しして気に入って貰もらえ』と告げただけだが――命じた。

　だが、今一つ、上う手まく行っている様子は無い。

　恐らくあの連れの少女、ダーシャが居いるからだろう。

　彼女とユキナリの関係はどうにもはっきりしないが――彼がダーシャを大事に思っている事は間違いあるまい。

　ならば……

「場合によっては、あの連れの少女を人ひと質じちに」

「……本気？」

　正直、否定を期待して問うてみたフィオナだったが……神官達は、神官長を含ふくめ、全員が大おお真ま面じ目めな表情で頷いてきた。
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　孤児院は実の処、神官達によって運営されているという。

　造りが立派な建物だったのも、神殿の――祭祀場の方ではなく、神官達が詰めている場所という意味だ――一部として造られたからなのだとか。孤児院の建物の向こう側には、神殿が建っているらしい。

　なので神官達と出で会くわすかとも思ったが――神官達は全員が出で払はらっているとの事だった。

　なので特に何か揉もめ事ごとが起こるという訳でもなく、ユキナリは孤こ児じ達たちに歓かん待たいを受けた。

「大したものはお出しできませんが……」

　と一言断ってから、ベルタが他の少女達と一緒に御お茶ちやを持ってきてくれた。

「ありがとう」

　そう言ってユキナリは差し出された木製のカップと皿を受け取った。

　皿の方には何やら木の根らしきものが載のせられているが、これはひょっとして茶ちや菓が子しなのだろうか。それともこれで茶をかき混ぜるか何か、する為の――風味付けか何かに使うものなのか。

　ダーシャの方を振り返って眼で問うて見るも、彼女も知らない様で、首を振ってきた。

「うーむ……？」

　唸うなるユキナリ。

　あまり間の抜ぬけた事をするのも、ベルタに悪いと思ったからなのだが。

　当のベルタはというと、何か用事でもあるのか、部屋を出ていってしまって、この木の根の扱い方かたを尋ねる事も出来ない。

　どうしたものかと、とりあえず御茶を啜すすりながらユキナリが考えていると……

「――お兄さん？」

　ふと声を掛けられて傍らを見ると、いつの間に来たのか、歳としの頃、五歳か六歳位の――幼い孤こ児じが不思議そうな表情を浮かべてユキナリを見ていた。

「食べないの？」

「あ、食べるのでいいのか、これ」

「うん。噛かむんだよ。そしたら甘いの」

「……ああ」

　どうやらサトウキビとかその種の、果物や花ではなく、茎くきや葉や根の中に直接糖分を蓄たくわえる植物であるらしい。ユキナリはその木の根を手にとって――

「……ん？」

　ふと幼い孤児の方を見る。

　その幼女は口を半開きにしてじっとユキナリの手元を眺めていた。

「……食べる？」

「いいの!?」

　問うと、途と端たんにぱっと表情を輝かせて幼女は遠えん慮りよ無く手を伸のばしてくる。

　その木の根を渡すと、それを――幼女はまず、両手で二つに千切った。

　それから更さらにそれぞれを千切って四つにすると、背後を振り返って言った。

「お兄さんがこれくれたよ！」

　すると、同じ位の年とし頃ごろの幼女が二人ばかり、部屋の戸口から駆け寄ってきた。どうやら先さき程ほどからこちらの様子を窺うかがっていたらしい。孤児院に客というのも珍めずらしいだろうから、好こう奇き心しん旺おう盛せいな子供の行動としては、無理も無かった。

　だが――

「こら、何してるの」

　そう言って部屋に戻ってきたのは、ベルタである。

　言葉としては叱しかっているものの、口調はあまり強くない。物もの怖おじしない幼女達に呆あきれているという雰ふん囲い気きが伝わってきた。だがいずれにせよ、少しベルタに対する印象がユキナリの中では変わった。

　何処か気弱げで、大人しい、そうした印象が殆ほとんどだったベルタだが、同じ孤児院の妹分達に対する彼女の言動は、やはり『姉』を思わせる。

　孤児院の運営に神官達が携たずさわるのは必要最低限らしいので、日常生活はどうしても年長の者が取り仕切らねばならず、結果として幼い者達の面倒を同じ孤児が見る、という事になるのだろう。

「お客様の御お菓か子しでしょ」

　幼女達の前で腰を屈かがめて窘たしなめるベルタ。

「でもお兄さん、くれたよ？」

「そういう時は遠慮するの」

「えー……」

　不満そうに声を上げる幼女達。
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「でも、御菓子、昨日も一昨日も無かったし……」

「ああ、気にしないでくれ」

　ユキナリは苦笑して言った。

「えーと、なんだ、その、俺おれ甘あまいの苦手だし」

　本当はそうでもないのだが、ここは幼女達に食べさせてやりたかった。

　殆ど掘ほり出したそのままの木の根を『御菓子』と言う事からも分かるが……彼女等にとってはこれでも滅めつ多たに食べられないご馳走なのだ。同じ食べ物ならば、より喜び、味わえる者が食べるべきだろう。

　それに……

「……私も、苦手」

　と言ってダーシャもまた皿を幼女達の方に差し出す。

　すると幼女達は「お姉さん、ありがとう！」と言って遠慮無くこれに手を出した。ベルタが止める間も無い。こうも欲求に素す直なおなのは、むしろ見ていて微笑ほほえましかった。

　一方――

「…………」

　きょとんとした様子で眼を瞬しばたたかせるダーシャ。

「どうした？」

「……お姉さん」

　ユキナリが尋ねると、ダーシャは不思議そうにそう呟つぶやいた。

「お姉さんって。言われ、た」

「そりゃあの子達から見れば――」

　そこまで言って、ユキナリは気付く。

　ダーシャは、あまり歳下の子供と接した事が無い。だから彼女は妹に対する様な扱いをされた経験しかないのだ。実の姉であるイルジナは当然だが、ユキナリから見てもダーシャは歳下で――どうしても妹みたいな態度で接してしまう。ユキナリに居たのは姉の初はつ音ねだけで、妹は居なかったので、多分に想像が混じるが……まあそれはさておき。

「そうか。ダーシャがお姉さんか。ダーシャがなあ」

「……ユキ」

　少し膨れ面つらでダーシャがユキナリの顔を睨にらむ。

「何が言いたい、の？」

「いや、別に」

「私だってユキに――…………」

　何か言いかけてダーシャは言葉に詰まる。

　そのまま彼女は頬ほおを赤らめてそっぽを向いてしまった。

「……俺に、何なんだよ」

　苦笑するユキナリ。

　今回に限らず、時折、ダーシャは『姉』という言葉に、妙みような反応を示す事が在る。怒っている様な、焦こがれている様な、そんな態度。これが一体何なのかユキナリには分からないし、尋ねてもダーシャは答こたえてくれないのだが……

「申し訳ありません……」

　ベルタはといえば、ひたすら恐きよう縮しゆくしている。

　その様子がまた、弟妹の不始末を詫わびる姉そのもので、ユキナリとしてはひどく――懐なつかしいとも言える気分だった。

　初音。そしてイルジナ。

　共に喪うしなわれた――ユキナリの大事な人達。

「本当に気にしなくていい」

　ベルタに促うながされ、笑い声を上げながら部屋を出て行く幼女達を見送りつつ――ユキナリは言った。

「色々、いいものを見る事が出来たし」

「いいもの、ですか？」

「お姉さんって呼ばれるダーシャとか……お姉さんの顔のベルタ、とかな」

「…………」

　そう言われて、ベルタは困った様な表情を浮うかべる。

　何かまずい事でも言っただろうか。

　そんな風にユキナリは思ったが――

「私は、多分、良い姉ではないです……」

　ふと表情を曇らせてベルタは言った。

「おめおめと、生きて戻ってきてしまいました……」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめるユキナリ。

　やはりベルタは巫女みことして――生け贄としての『勤め』を果たせなかった事が引っかかっているらしい。

「姉として……妹達を守る為の勤めを果たせず……」

　それはつまり、自分が生け贄になる事で、他の少女達が生け贄に供される事を防ぐという意味か。確かにフィオナらの話を聞く限り、巫女が生け贄の勤めを果たせなければ、怒り狂くるった地神を鎮しずめる為に、二人、三人の巫女が必要になる事が多いとかで――ベルタの献けん身しんは他の少女達を守り切る事が出来なかったのだ、と見る事も出来る。

　しかし――

「果たしてるだろ、別に」

　と言ってユキナリはベルタの出した御茶を指差した。

「俺おれは御奉仕して貰ってるよ。充じゆう分ぶんな」

「ユキナリ様――」

　戸惑う様に眼を瞬かせるベルタ。

　彼女はそれから、少し眼を伏ふせて――続けた。

「私は……その……ユキナリ様に、本当に、御奉仕出来ているんでしょうか？」

「出来てるよ。町も案内して貰ってるし」

「……でもそれは……こんなに楽で良いんだろうかって……」

　戸惑い気味にそう言葉を繋つなげてくるベルタ。

　要するに『生け贄として生きたまま地神に喰くわれる』のに比べれば、遙はるかに簡単で苦痛も少ないから、御奉仕している実感が湧わかない、という事らしい。どうやらベルタにとっての奉仕とは、一種の苦く役えきでなければならないらしい。

　町の税で養われてきたという罪悪感からか。

　恐らく神官達も町の住人も、事在る毎ごとにそうした考え方を刷り込んできたのだろう。

　ごく自然に、生け贄たる運命を受け入れられる様に。

　しかし……

「いいんだよ。別に」

　ユキナリは断言した。

「御奉仕される側が、地神様そのものじゃないのが、申し訳ないけどな。それはでも、ベルタのせいじゃないだろ。俺が勝手に生け贄の儀ぎ式しきに割り込んだだけだ。というか、ベルタの場合、俺を責めてもいいんだがな」

「そんな、恐れ多おおい……」

　考えてもみなかった、という風に、驚きの表情でベルタは言った。

「とにかく、辛つらい、苦しい、とか思われて近くに居られるより、『御奉仕って楽ちん～』とか思われてる方が、余よ程ほどましだよ。俺としてはね」

「……あ、いえ、それは」

　ベルタは慌あわてて首を振る。

　それから彼女は――ぽつりと呟く様に言った。

「ユキナリ様は――不思議な方です」

「いやまあ、不ふ審しん人物なのは自覚してるけどな」

「いえ、そういう意味ではなく……」

　ベルタは、適切な表現を探そうとして、何やら考え込んでいる様子だったが。

「申し訳ありません、上手く……言えません」

　そう言って俯うつむくベルタの頬が紅あかい。

　その様子はまるで――

「いやまあ、いいけど」

　妙に気き恥はずかしい気持ちになって頬を掻かくユキナリ。

　そんな彼を――ダーシャは半眼で睨んで言った。

「……ユキ、女たらし」

「なんでだよ!?」

　全く以もつて心外なその評価に、ユキナリは抗こう議ぎの叫さけびを上げた。
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　御茶を飲んで、懐いてきたベルタの妹分達と少しだけ遊んで。

　それからユキナリ達は孤児院を後にして、再び町を歩き始めた。

　孤児院に寄った事については、特に意味など無かったが……それでもユキナリは少し良い気分になる事が出来た。このフリートラントの町に着いてから、生け贄だの何だのと胸むな糞くそ悪い話ばかりを聞かされていたので、無む邪じや気きな子供達と戯たわむれる事は、随ずい分ぶんと心を癒いやされる感じだった。

　しかし……

「…………どうもな」

　通りを歩きながらユキナリは呟く。

　町の様子がおかしい。

　住人達はユキナリ達を眼にすると、途端にあちらこちらでかたまって、ひそひそと何か話し始める。そしてまたちらりちらりとユキナリ達の方を見る。その視線はお世辞にも好意的とは言えず――

「やっぱり……か」

　ユキナリは前を歩くベルタの方を見て呟く。

　住民達の視線はユキナリやダーシャではなく、むしろベルタに集中している。当初は未まだ普ふ通つうに歩いていたベルタだが、次し第だいに背中を丸め、俯き加減で、彼女は――何処どこかに消え入りたいと願っているかの様に、身を縮めて歩いていた。

「なんだ、あいつら。ひそひそ話ししやがって。感じ悪いな」

　敢あえてユキナリはその理由に気付かない振りをしてそう言った。

　するとベルタが立ち止まってこちらを振り返り、苦く笑しようの様な、いや泣き笑いの様な表情でこう言った。

「それは……やはり私がお勤めを果たさず、おめおめと生きて戻ってきたから……」

「それって生いけ贄にえって事だよな」

「……はい」

　ベルタは頷うなずいた。

「巫女は定期的に神しん殿でんへと赴おもむきます。その巫女を――巫女に選ばれる孤児を養っているのは、町の住人達からの税金と寄付なのです。それがこの町を護まもっている、昔からのしきたりなんです……」

　ベルタは少し俯きながら、それでもはっきりした口調で言った。

「私達の日々の暮らしは、税と施ほどこしによって成り立っていますから……」

「古代アステカやインカの生け贄にえ儀ぎ式しきみたいなもんか……」

　ふとユキナリは『前世』で耳にした話を思い出す。

　古代アステカやインカにおいては生け贄の儀式が行われており――神への捧ささげ物として生け贄は殺されたのだという。生け贄は殺されるその時まで神の化け身しんであるかの様に扱あつかわれ、働く事も無いまま何不自由なく暮らせるが、最終的には死ぬ事で全すべての帳ちよう尻じりを合わせる事になる。

「なんです？　コダ……アステ……？」

　ベルタは不思議そうな顔でユキナリに問うた。

「いや、何でもない。こっちの話だ」

　ユキナリは首を振って誤ご魔ま化かす。

　此処で彼の『前世』だの何だのを喋しやべり始めると、余計な事まで説明しなければならなくなる。そもそもユキナリとダーシャが、どうして放ほう浪ろうの旅を続けてきたかという事も含めて。

　それはまずい。多分。

「……しかし」

　ふとユキナリは背後の――孤児院を振り返る。

　石造りで頑がん丈じようなそれは、他の建物よりも随分と立派には見える。だが、よくよく見て見れば、そこに装そう飾しよくやら何やらは一いつ切さい無く――その外観は、質素の一言に尽つきる。

　ユキナリにはそれが、刑けい務む所しよの様にも見えた。

「古代アステカやインカの儀式じゃ、生け贄は殺されるその日まで、むしろ我わが儘まま放題が許ゆるされていたって聞いた事が在るけど……」

　うろ覚えの知識なので何処どこまで正確な話なのかは知らない。

　だが神に捧げられる生け贄は、しばし、神と同一視され、人々は畏い敬けいの念を持って運命の日までその生け贄に仕えたという。そう。生け贄になるのは名めい誉よな事だったのだ。ユキナリの価値観からすれば納得しがたいが、古代アステカやインカの生け贄は、むしろ喜んでその命を捧げていたのかもしれない。

　しかし……此こ処こでは。

「むしろ――」

　ユキナリは、言葉を呑のみ込む。

　さすがにベルタの前で『家か畜ちく』と表するのは躊躇ためらわれたのだ。

「ユキ……？」

「何でもない」

　怪け訝げんそうにユキナリの顔を見上げてくるダーシャにそう言って笑いかける。

　その時――

「――ユキナリ」

　通りの向こう側から、フィオナと数名の神官達たちが近付いてくるのが見えた。
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　フィオナ達は『神殿』を見に行く事を提案してきた。

「ユキナリ、本当に貴方が地神を斃たおしたかどうか確かめる為ために」

　とりあえずの名目は、そういう事になっていたが――それが本当かどうかは怪あやしいとユキナリは考えていた。地神の死が本当かどうかを知るだけならば、ユキナリ達を同行させる必要は無い。

　まして、神官達が十人もぞろぞろとついてくる意味も無いだろう。

　とはいえ、町中の、ベルタを見る住民達の視線の冷たさには辟へき易えきしていた処ところなので、ユキナリはフィオナの提案に乗る事にした。

　しかし……

「――？」

　神殿までやってきたユキナリ達は、地神の骸むくろを確かめる事は出来なかった。

　無いのだ。何処にも。一つも。

　地神はおろか、眷属の死し骸がいすら全く見当たらない。血の跡あとはそこかしこに残っていたが、微び々びたるもので、それが地神や眷属のものなのか、それとも今までに捧げられてきた巫女のものなのかは、区別がつかなかった。

「ユキナリが地神を斃したというのは、どの辺りですか？」

　フィオナがそう問うてくる。

「この辺り――なんだがな」

　ユキナリは神殿の崩くずれた石柱の一つを指差してそう言った。

（おかしいな。一日や二日で死体が腐ふ敗はいしきって消えるでもなし。だとすると何かに食い尽くされたのか？　まあ、周囲は森だし、獣けものの群れでもいるのかもしれないけど――）

「死骸が無いですね」

「……そうだな」

　顔をしかめて言ってくるフィオナにユキナリは頷くしかない。

「溶とけて消えたとかそういう事は――無いのか」

　ユキナリはダーシャに尋ねるが、彼かの女じよは首を振ふった。分からないという意味だろう。ユキナリと同様に辞書的な事は識しっていても、それ以上の事は彼女も分からないらしい。

　代わりに――

「地神様は、永く生き、ある種の『限界』を突とつ破ぱした生き物のこと――だそうです」

　ベルタがそう言ってきた。

　彼女としてはやる事が無いので解説でもしようと思ったのかもしれない。

「『限界』を突破？」

「はい。本来の寿じゆ命みようを何らかの形で超こえて生き、その結果、人をも凌しのぐ御お知ち恵えと、途と方ほうも無い御お力ちからを備えた――生き物。そうしたモノを私達は『神』あるいは『精せい霊れい』などと呼んでいます」

　ただし、精霊とは肉体を棄すてにかかった存在であるらしく、生き物とはもう言い難がたいのだそうだが。

「まるで八や百お万よろずの神みたいだな……」

「ヤオヨ……何です？」

「何でも無いよ」

　ユキナリは肩かたを竦すくめて言った。

「その力故ゆえに、彼かれ等らは人間の上位存在として君臨します」

　ベルタの後を引ひき継ついでフィオナがそう言ってきた。

「亜神、地神、その眷属、さらに異獣。その中から土地と霊的結合を果たして、環かん境きようにすら影えい響きよう力りよくを持つ様になった存在モノを地神と呼びます」

「その辺りは大体聞いたが――」

「私達は、私達の祖先は、その地神と『契約』しました。代々契約し続けてきました。定期的に生け贄の巫女を捧げる代わりに、この地域の守護を地神に頼たよってきたのです。あの異形が『神』と呼ばれる所以ゆえん」

　そう言うフィオナの口調には、明らかに皮肉な響ひびきが在った。

　やはり彼女はこの生け贄の制度を快くは思っていないのだろう。

　更に――

「……亜神、地神、異獣、精霊……」

　呟く様にぼそぼそと言うのはダーシャである。

　皆みなに、という訳ではなく、ユキナリにだけ聞こえる様に声を抑おさえているのだろう。

「……教会の、教えだと……それらはひとまとめに『悪あく魔ま』と呼ばれてる……」

「悪魔、か。一神教だとそういう扱いになるんだろうな」

　ユキナリも若じやつ干かん声を抑えてそう返す。

「――ユキナリ」

　フィオナは改めてユキナリの顔を覗のぞき込みながら言った。

「貴方は嫌いやだと言ったけれど、私達が祀まつってきた『神』を殺した以上、私達の町が無防備になる事の責任はとってほしいのです」

「だから――」

「そこで改めて提案」

　ユキナリの言葉の頭を押おさえる様にして、フィオナは続けた。

「地神と同じことが出来ないのなら、せめて、この『神殿』に住んでください」

「……は？」

　言われてユキナリは改めて辺りを見回す。

　あくまで『神殿』という言葉で表現されてはいるが、実際、そこはもう『神殿』と呼べる様なものではなく、『かつて神殿だったもの』に過ぎない。元々建物とは言い難い代しろ物ものだったが、今は石柱の数本が崩れ、それらが支えていた巨きよ大だいな一枚板も斜ななめに傾かたむいている。

　こんな場所に住めと言われても、野宿と大差無い。

　しかし――

「これは貴方あなた達たちと町の住人との、無用の揉め事を避さける意味もあります」

「……ああ、なるほどね」

　忌いま々いましい気持ちでユキナリは頷いた。

　ベルタの事を冷たい視線で見ていた、町の住人達。

　彼等がベルタを責める様な態度を取っているのは、偏ひとえに町の安全を慮おもんぱかる故だ。地神を心底から崇すう敬けいしている訳ではない。ベルタが生け贄になろうとなるまいと、地神か、それに類たぐいするものが町を守ってくれるのならば、それで良いのだ。

　逆に……ユキナリが地神を斃してしまったと知れば、彼等は間ま違ちがいなくユキナリを責めてくる。ベルタやダーシャも一いつ緒しよくたにして責任をとれと迫せまるだろう。

　そしてそれをユキナリ達が拒こばめば、彼等がどんな行動をとるか――

「しかしな、此処に住めと言っても、何にも無いだろ」

　今はもう、石柱が数本残っているだけだ。

「こんな吹ふき曝さらしの処に野宿するのは勘かん弁べん願いたいんだがな」

「最低限の小屋くらいは建てます」

　フィオナはそう言ってきた。

「それと勿もち論ろん――」

　ふと神官の一人が口を挟はさんできた。

「そちらの娘むすめさんは、此処に住む必要はありません」

「……？」

　ユキナリの隣となりでダーシャが、自分を指差して首を傾かしげる。

「ちょっと、貴方達――」

　フィオナが咎とがめる様に声を上げる。

「私が説得するから、その話は保留だと――」

「そちらの娘さんには、町の方で暮らして貰います」

　フィオナの言葉を無視して、神官がそう言った瞬しゆん間かん。

「……!?」

　他の神官達が半ば強ごう引いんにユキナリとダーシャの間に割って入っていた。

　咄とつ嗟さにユキナリが反応しようとして――しかし、止まる。

　神官達が揃そろって懐ふところに手を入れていたからだ。恐おそらくは刃は物ものをそこに忍しのばせているのだろう。迂う闊かつな事をすればダーシャを殺す。そう言っているのだ、彼等は。

　ユキナリもダーシャも銃じゆうで武装しているとはいえ、至近距きよ離りでは刃物を抜いて斬きり付つけるなり刺さすなりした方が、遙かに早い。ましてダーシャの〈レッチリ〉は鞄かばんの中だ。一いつ瞬しゆんで抜き撃うち、という訳にはいかない。

　手を伸ばせば届く様な距きよ離りにダーシャが居たから、油断してしまった。

「ユキ――」

　おおよそ状じよう況きようは理解したのだろう。

　ダーシャが僅わずかに表情を強こわ張ばらせて声を掛かけてくる。

　また、ベルタもおろおろとユキナリとフィオナの間で視線を行き来させていた。どうやら彼女は、この事を事前に聞かされていなかった様だ。

「ご心配なく」

　神官は――神官もまた、緊きん張ちようからか、表情を若じやつ干かん強張らせて言った。

「彼女の衣食住はこちらで保証させて頂きます」

「ベルタの育った、例の孤こ児じ院いんみたいな処に放ほうり込んでか？」

「……それが？」

　何か悪いのか？　と言わんばかりの口調で神官が言う。

「ユキナリ、私は――」

「分かってる」

　慌てた様子で言ってくるフィオナに、ユキナリは頷いて見せる。

　先の彼女の台詞せりふを聞く限り、この『人質』の件は事前に話し合われ、そしてフィオナによって却きやつ下かされたのだろう。自分がユキナリを説得するので、余計な事はするな、とでも言ったのかもしれない。

　だが神官達は町長代行たるフィオナの命令を無視した。

　小こ娘むすめ一人の説得でユキナリを納なつ得とくさせる事が出来るとは思えなかったのだろう。

「あー……くそ」

　ユキナリは溜ため息いきをついた。

　彼かれが亜あ神しんや異獣と戦って死んだ場合に備えて、ダーシャも生け贄候補にされるのかもしれない。この町の連中の理り屈くつからすれば、それが最も合理的であり、当事者以外からは文句の出ない落とし処だろう。

「……まあ」

　ユキナリは後頭部を掻きながら言った。

「この土地の事情も知らず、地神を殺してしまったのは確かに不味まずかったのかもしれない――というか不味かったんだろうさ」

「ユキ――」

　ダーシャが何か言おうとしたが、神官達が黙だまれとでも言うかの様に彼女の肩を押さえるのが見えた。

「だけどあんたら、もうちょっと『今』を見たらどうなんだ？」

「……『今』？」

　怪訝の声を上げる神官達。

　同時にフィオナは――むしろ胸を突つかれたかの様に、僅かに眼めを見開いていた。ユキナリの言葉に何か響くものが彼女の内にはあったのだろう。

　ユキナリは、町で幾いくつかの事を確かく認にんした。

　この世界の文化文明の水準はユキナリの『前世』と比ひ較かくすると、一見、中世の様にも見える。ひどく迷めい信しんめいた考え方に支配されていて、伝統を守るという大義名分の下に、人々は生活の改善や制度の改革など考えもしない。勿論、この町に限って言えば、そんな余よ裕ゆうが無いからとも言える。町の住人がただ怠たい惰だな訳ではあるまい。

　だが……

　実際には幾つかの工業製品を作る技術と設備がこの世界には存在していて、この町もその恩おん恵けいを限定的ながら受けている。実際には『前世』の現代とまでは言わずとも、近代――十八世紀か十九世紀辺りの水準だとも、考えられる。

　勿論、全てがユキナリの『前世』と同じ様に発展しているとは限らない訳だが――少なくとも旧きゆう態たい依い然ぜんとしたやり方以外にも、生活を改善する為の方法は採れる筈はずなのだ。

　つまり――

「考えないで済むから楽なのは分かるけどな」

　ユキナリは神官達の方を睨み据すえて言った。

「いつまでも地神だの何だの神かみ頼だのみは――」

「ひぎゃっ!!」

　彼の言葉は短い悲鳴によって遮さえぎられた。

「――!?」

　声の方へとその場にいた全員が振り向むく。

　少し離はなれた場所で、『神殿』の様子を調べていた神官の一人。

　彼が――

「……ひっ!?」

　フィオナが、ベルタが、悲鳴を喉のどに詰つまらせる。

　その神官は、禍まが々まがしい姿の巨大な獣に掴つかまっていた。

　掴まって――その頭部を割られ、脳のう髄ずいを、啜すすられていた。長い舌がぞろりと牙きばだらけの口から伸びて、神官の頭に差し込まれる。ずるずると音がする度に、その神官は白目を剥むきながらびくんびくんと痙けい攣れんしていた。

「……異獣……！」

　ダーシャが呟く。

　そう。それは獣たる事を辞やめた獣――フィオナ達が言う処の、異獣であった。
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　フィオナは、全身の毛が逆立つのを感じていた。

　知識として知ってはいたが、異獣なり亜神なりとこんな距離で相対するのは初めてだった。町は地神に守られていた為に――地神の縄なわ張ばりであった為、これらの怪かい物ぶつは滅多に近付いてこなかったし、『代だい替がわり』狙ねらいで近付いてきた個体も、大たい抵ていは人々の目に触ふれる前に、地神が殺していた。

　だが――

「こんな……こんな……」

　絵で見たり話に聞いたりするのとは、まるで違ちがう。

　ただ其そ処こにいるだけで、周囲に絶望を振りまく――怪物。

　一見しただけで分かる。こんなモノと戦って勝てる筈が無い。その怪物は分厚い剛ごう毛もうに覆おおわれている上に、人間の胴どう体たいよりも尚なお太い四し肢しを備え、頭部から背中にかけて何本もの角――あるいは鰭ひれなのか――が生えている。コレがただぶつかってきただけでも、人間は全身を砕くだかれ、裂さかれ、即そく座ざに息絶える事だろう。

　前まえ脚あし二本は人間の手の様に指が長く、どうやら複雑な動きが可能である様だ。

　実際、今も怪物は獲え物ものである神官の身体をその『手』で、がっちりと押さえ込んでいる。

　しかも……

「……異獣……！」

　誰だれがその一語を口にしたのかは分からない。

　だが、確かに正しい認にん識しきだった。

　これは亜神ではない。亜神にもなれていない、しかし獣である事からは激しく逸いつ脱だつした怪物である。亜神を亜神たらしめている要素の一つに、獣に比べて明らかに高い知性、即すなわちカタコトながらも人語を操あやつるという点が在るが――この怪物には、それが無い。

　先さき程ほどから一言も人語を発していないし、何よりその顔は、獣のそれで、人間の様な表情を刻む事も無い。

　しかし……

「……に、逃にげ、頭を――脳を喰わ……」

　神官の一人がそう言いながら、しかし自身は腰こしを抜ぬかしているのか、その場にへたり込んだまま動いていない。

　異獣は、犠ぎ牲せい者しやの脳を喰っていた。

　その長い舌で、胡桃くるみの様に割り開いた人間の頭の中身を、舐なめとって、啜すすって、それを執しつ拗ように喰らい続けている。単に腹を空すかせているというのならば、他に喰うべき場所は沢たく山さんあるだろうに、先まず、この怪物は脳髄に固こ執しつしていた。

　これはつまり……成り上がろうとしているのだ。

　人間の脳を、知ち恵えの源を喰って、獣から――神に。

　永く生きる事で自然と知性を身につける獣も居いるが、その一方で、手っ取り早く知性の宿り場所を――人間や、あるいは他の亜神の脳を喰らう事で、一定以上の知恵を付けようとする異獣も居るという。

　眼の前のコレは、そうした『志の高い』一頭なのだろう。

「…………」

　脳髄を喰らい尽くしたか、異獣は痙攣さえ止まった神官の骸を投げ捨てると、じろりとその獣特有の愚ぐ鈍どんな眼で、周囲を見回す。

　その判断基準が何処にあるのかは、勿論、フィオナには分からなかったが――

「…………ひっ!?」

　その眼の焦しよう点てんが自分に合った事に、フィオナは気付いた。

　次はお前を喰う。異獣の目はそう言っていた。

　次の瞬間――フィオナの視界の中で、異獣の巨きよ体たいが急速に膨ふくれあがる。真まっ直すぐこちらに向けて突とつ進しんしてくるのだと分かっても、しかしフィオナはその場から動けなかった。完全に異獣の殺気に呑まれていたのである。

　逃げなければ。

　そう思うが身体が、動かない。

　殺される。いや。喰われる。

　そんな凄せい惨さんな己おのれの最期を想像して、フィオナは呻うめく。

　そんな彼女に向けて異獣は尚も迫り来て――

「――ッ！」

　鋭するどい声が、悪夢そのものの場面に斬り込んできた。

　同時に――黒い刃はもまた。

「……!?」

　異獣の姿勢がぐらりと傾く。

　次の瞬間、異獣は大きくその突進の軌き道どうを曲げてフィオナの脇わきを通り過ぎ、未だ残っていた石柱の一本に激げき突とつ。これを崩しながらその場に蹲つくばった。

「……ぼーっとしてんな」

　そんな言葉と共に、フィオナの腕うでが掴まれ、引っ張られる。

　はっとして見上げれば、いつの間に来たのか、すぐ脇にユキナリが立っていた。

　その右手に――例の〈デュランダル〉とかいう武器を携たずさえて。

　見れば、地面に奇き妙みようなものが転がっているのが分かった。

　人間の掌てのひらの様な、しかし、明らかに数倍は大きい肉にく塊かい。

　それは異獣の前脚の先だった。

　つまり――

「斬って……？」

　呆ぼう然ぜんとフィオナが呟つぶやく。

　異獣の剛毛に覆われた脚あしを――普通の刃物では滑すべったり弾はじかれたりして、ろくに斬り込む事すら出来ないといわれるその身体を、この男は斬り落としたのだ。

　勿論、相手が突進してくる力を利用しての事ではあるのだろう。

　だがそもそもそれは、相手の体重全てを乗せた体当たりを、自分の両手で受けるに等ひとしい。転がり落ちてくる巨きよ岩がんを鉄棒で打うち据える様なものだ。普通なら武器が吹っ飛とんでそれで終わりの筈である。

「おい。異獣ってやつなのか、あれが？」

　ユキナリがそう訊きいてくる。

「あ……はい」

　その横顔を見上げながら、半ば呆然とフィオナは頷いていた。

「亜神とは違うんだよな。獣？　神じゃないって事か？」

「あ……亜神は縄張りの無い他は……地神と変わらない力を持っています……当然、人間と同じ様な、知恵も……ですが異獣は……」

　動どう揺ようの合間に、必死で言葉を拾い上げて並べるフィオナ。

　ユキナリは、それをしかめ面つらで聞いていたが――

「つまり話し合いの余地は無いってことか」

「はい……！」

　あるいはこのまま、人間の脳を何人分か喰えば、あるいはあと何十年かを経へれば、この異獣も亜神に成るのかもしれない。だがそれを待っている余裕など勿論、フィオナ達には無かった。

「……さがってろ」

　ユキナリは、フィオナを庇かばう様にして前に出る。

　問題の剣けんを奇妙な形に――掲かかげた左ひだり腕うでの手首に乗せる形に構えながら彼は更さらに言った。

「こいつは殺す。いいな？」

　地神を成り行きで殺してしまった事からの反省か、そう訊いてくるユキナリ。

　その横顔は、この怪物を前にしても、まるで臆おくする様子が無い。

　勝てると、殺せると、彼は思っているのだ。

「は……はい……！」

　フィオナには――ただただ、頷く事しか出来なかった。
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　敵は――複数だった。

　真っ先に突っ込んできたのは一頭だが、後から大小何なん匹びきもの怪物、異獣が木々の間から姿を現す。姿形や大きさは様々だが、それらはいずれも通常の獣とは明らかに異なる禍まが々まがしさを備えていた。大抵の生物が本来的に備える均きん衡こう、機能美とも言うべきものが、そこには無いのだ。

　もっとも――

（動物から見れば、人間もこんな風に見えてんのかもな）

　そんな風にも思うユキナリ。

　四足歩行が基本の獣からすれば、二足歩行が基本でそれに最適化した形状を持つ人間などは、異形の極きわみとも言えるだろう。

　ともあれ……

　此処はこの怪かい物ぶつ達たちを蹴け散ちらして逃げるしかない。勿論、全部倒たおしてしまうというのも手だろうが……フィオナやベルタ、神官達と足手まといが何人も居る状態で、それは難しいだろう。

「ダーシャ、ベルタとそのお嬢じようさん達を頼たのむ」

　既すでに〈レッチリ〉を手にしていたダーシャに、そう告げるユキナリ。

　大型の異獣はともかく、小型のものならば、彼女の〈レッチリ〉でも倒せる可能性が高い。倒せなくとも傷つけるなり何なりして、襲おそい掛かるのを止めるだけでも充じゆう分ぶんだ。

「余裕があったら、支し援えん狙そ撃げきも頼む」

「……ユキ、わがまま」

　そう言いつつもダーシャは頷いてくる。

　それを確認すると、ユキナリは先ず――先に前脚を斬り落とした異獣に向けて〈デュランダル〉を発はつ砲ぽうした。

　轟ごう音おんと共に44マグナム弾だんが異形の巨体に突き刺さる。

　びくん、と怪物が震ふるえると、よろよろと身を起こしてきた。

　ユキナリは顔をしかめて呟く。

「蚊かに刺された程てい度どか」

　それは言い過ぎにしても、どうやら致ち命めい傷しようにはなっていない様だ。

　弾だん頭とうは勿論、威い力りよく重視の狩しゆ猟りよう用――軟弾頭ソフトポイントを装そう填てんしてあるが、一発でこの巨体を備えた怪物を殺しきれるとは勿論、ユキナリも考えてはいなかった。

「面めん倒どう臭くさいけどその内、マグナム・ライフルとかも用意した方がいいのかもな」

〈デュランダル〉を振り回し、レバー式装填器を操作、次弾を装填。

　ユキナリは前に出ながら立て続けにマグナム弾を相手に撃ち込んでいった。




　ぎいいいよおおおおおおおッ！




　異獣が、怒いかりの咆ほう吼こうを放つ。

　致命傷でないとはいえ、全身に五発のマグナム弾を喰くらってあちこちから出血している。このまま治ち癒ゆする事が無いのなら、放っておいても死ぬかもしれないが――それを待っている訳にもいくまい。

　ユキナリは地を蹴けった。

　異獣に向けて突進しながら、最後の一発を発砲。剛毛が弾け、血ち飛沫しぶきが散る、その部分に向けて――ユキナリは〈デュランダル〉の剣を突き刺した。

　先にマグナム弾で『口を開けておいた』お陰かげで、剣けん先さきは滑る事も無くずぶりと相手の身体に突き刺さる。それを更に四分の一回転――剣をこじりながら、〈デュランダル〉の装填口を上にすると、ユキナリは更にポケットから掴み出だした44マグナム弾を装填、突き刺したままこれを発砲した。




　ぎおあッ！




　さすがにこれは効いたのか、異獣が身を震わせて後ずさる。

　だが逃がさないとばかりにユキナリは〈デュランダル〉を突き刺したまま前身、更に二発のマグナム弾を異獣の体内に送り込んでいた。




　ぎあああ……あああッ……！




　身み悶もだえる異獣。

　その間も右から左から、小型の異獣がユキナリに襲い掛かろうとするものの、ダーシャの支援狙撃によってそれらは牽けん制せいされ――あるいは倒されていた。

「とりあえずくたばっとけ、な!?」

　そう言ってユキナリは更に、とどめとばかりに〈デュランダル〉をこじる。

　大量の血が傷口から噴ふき出し、ユキナリの腕を、肩を、そして顔を濡ぬらす。

　そして――




　ぎょおおあッ！




　断だん末まつ魔まとでも言うのだろうか。

　一ひと際きわ大きく、異獣が身を震わせる。筋肉が硬こう直ちよくめいた締しまり具合を示し、ぎちりと〈デュランダル〉の剣身をくわえ込むのが分かった。

「――ッ!?」

　短く呻くユキナリ。

　次の瞬間、〈デュランダル〉の剣が半ばからへし折れていた。

　無む茶ちやをしすぎたか。

　そもそも普ふ通つうの剣ならば、最初に前脚を切り落とした時点で根元から折れて曲がっていてもおかしくはないのだ。

「ユキナリっ!?」

　悲鳴じみた声を上げているのは、フィオナか。

　だが、彼女の方を振り返かえって『大だい丈じよう夫ぶ』と告げてやる余裕は無い。

　ユキナリは剣身の折れた〈デュランダル〉を引き戻もどし、装填口から44マグナム弾を一発一発、滑り込ませる様にして装填していく。

　現代銃と違って、装填の面めん倒どうくささがこの種の銃の欠点だ。

　だがユキナリは〈レッチリ〉とこの〈デュランダル〉の様な銃しか――シングル・アクション・リボルバーと、レバー・アクション・カービンの構造しか識らなかったので、仕方なかった。先に呟いた様に大口径マグナム・ライフルは構造を識らない以上、試行錯誤で設計を積み重ねねばならず、旅の最中ではその余裕が無かったのだ。

　ともあれ――

「ユキナリ、危な――」

　フィオナの叫さけび。

　次の瞬間、数すう匹ひきの異獣が――それぞれ別の方向から牙を剥いてユキナリに襲い掛かる。

　その全すべてを一度に撃ち倒すのは、当然、不可能だった。
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　猛もう然ぜんと、多方向からユキナリに襲い掛かる異獣達たち。

　二匹ひきまでは咄嗟にダーシャの放った攻こう撃げきが命中したか、空中で姿勢を崩し、無様に地に転がるのが見えたが――残り五匹はそのままユキナリの身体に覆い被かぶさり、互たがいにもみくちゃの様になりながら、彼を地に押し倒した。

　更にそこへ第二陣じんとも言うべき数匹が襲い掛かる。

　異獣はまるで巨大な肉の球体の様になり――その中にユキナリの姿は埋うもれて見えなくなった。

「ユキナリ……ッ!?」

「嫌ぁぁぁぁっ!!」

　呆然と彼の名を呼ぶフィオナ、そして悲痛な叫びを迸ほとばしらせるベルタ。

　だが――

「……ユキなら、大丈夫」

　奇妙に落ち着いた声がそう言った。

　驚おどろいて視線を脇に転じれば、尚も、轟音を放つ攻撃を続けながら、ダーシャはもう一度繰くり返して言った。

「ユキなら、大丈夫」

「で、でも――」

　しかしフィオナは言葉が続けられない。

　どう見ても、大丈夫な筈が無い。

　それともダーシャは、眼の前の現実を認めたくなくて、惨さん状じようから眼を背そむけて、自分にそう言い聞かせているだけなのか。

　だが彼女の眼鏡の奥おくの瞳ひとみは、真っ直ぐ肉塊を見つめていて――動揺の色は窺うかがえない。

　そして――




　――異音。




　形容し難い響きが、フィオナの眼を再び肉塊の方に向けさせた。

「えっ？」

　そこでは信じ難い光景が広がっていた。

　肉塊が――解ほどける。

　ばらばらと異形の獣達が剥はがれて、地面に倒れていく。いずれもがもう絶命している様で、倒れた後はぴくりとも動かない。

　獣達の中から、ユキナリが身を起こすのが見えた。

　しかも……

「な……なんで……？」

　異獣達の身体は、いずれも大きく抉えぐり取とられていた。

　場所は様々、傷口も様々だが、共通しているのはごっそりとその身体の一部が無くなっている事である。

　更にフィオナは気付いた。

　異獣達の傷。

　あれは――ユキナリに触れていた部分ではないか？

　もしフィオナの想像通りなら――あれは、ユキナリを中心として、彼に覆い被さっていた異獣達の身体が、球体状に切り取られた結果だ。

　だが一体、どんな力がそれを可能にする？

　そして切り取られたとすれば、その部分は何処どこに行った？

「……」

　呆然としていたのはフィオナだけではない。

　ダーシャを除いた全ての者が、言葉を失っていた。

　ユキナリが生きている事に喜ぶよりも何よりも、それは、理解不能の光景だったからだ。

「一体何が……？」

　そう呟いたフィオナは――ふと気付いてユキナリの足あし下もとに目をやった。

　白く散らばるあれは、一体何なのだろうか。

　白い――小麦粉か塩の粉末の様なものが、彼の周囲に大量にばらまかれている。

　それまでは――ユキナリが襲い掛かられるまでは無かった様に思う。腐ふ葉よう土どに覆われたこの辺りの地面では、白ければ嫌でも目立つからだ。

「……大丈夫」

　自分の見ている光景が、未いまだ現実として受け入れられないフィオナや他の者達たちに――ダーシャが、落おち着つき払はらった声で三度繰り返した。

「ユキナリ、は……大丈夫……でも……」

　何な故ぜ無事なのか。

　あの状態から無傷などという事は在り得ない。

　しかも――

「あの剣……？」

　悠ゆう然ぜんと立つユキナリの右手。

　そこに握にぎられている剣は――半ばからへし折れた筈のそれは、傷一つ無い黒い剣身を、フィオナ達の視線に晒さらしていた。
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　残りは――一匹。
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　最初に倒した個体にも匹ひつ敵てきする大型の異獣が、ゆっくりとユキナリの周りを回っている。

　獲物を狙う大型肉にく食しよく獣じゆうそのものの動きである。全長三メートルを超こえる獣と睨にらみ合あうなど、普通の人間ならば失禁ものだが、ユキナリはむしろ余裕が在った。

「さすがに多少は頭が回るか」

　すぐに突っ込んで来ないのは、他の異獣が斃たおされたのを見ているからだろう。

　警けい戒かいしているのだ。ユキナリを、というよりも彼の持つ〈デュランダル〉を。

　だが……

「来ないならこっちから行くぞ」

　ユキナリはポケットから新しい弾を一発取り出して装填しながら言った。

　三倍装薬弾トリプルフイード。しかも弾頭は特とく殊しゆ破は裂れつ弾だんセイフティ・スラグ。

　ユキナリが一歩異獣に向けて踏ふみ出す。

　次の瞬間――




　ごおおおおああああああッ!!




　大きく吠ほえて異獣が突進する。

　先とは逆、向かってくるユキナリを迎むかえ撃とうというのか。その頭部と背中は丸められ、剣の様な角と背せ鰭びれが、ユキナリに向けられている。まともにぶつかれば串くし刺ざしで前身がずたずたにされてしまうだろう。

　だから――

「調子に乗るなよ、たかが神風情でッ！」

　ユキナリは〈デュランダル〉を突き出しながら引き金を引いた。

　轟音と共に、巨体へと突き刺さる特とく殊しゆ弾だん頭とう。

　赤い花が咲さくかの様に異獣の身体が――その頭部が大きく割り開かれた。

　セイフティ・スラグとは、対生物に特化した特とく殊しゆな弾頭で――貫かん通つう力こそ低いが、命中すればそこから散さん弾だんが四方に飛び散り、ごっそりと肉を抉り取る代しろ物ものだ。威力は強いが、強すぎて、国家機関では何処も採用したがらなかったという曰いわく付きの代物である。撃たれた者は、ほぼ例外なく死ぬからだ。

　しかもその弾頭を発射する装薬は、通常の三倍量の火薬である。

　発射速度に転化された火薬のエネルギーは、特殊弾頭を相手の体内深くに無む理り矢や理り押おし込んでから破は裂れつさせる。

　結果――




　ご……げあ……




　頭部を大きく削けずられて、異獣がよろめく。

　そこに〈デュランダル〉の剣先が深々と突き刺さったのは、次の瞬間だった。
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　ベルタは――自分の眼が信じられなかった。

　一度は確かに見た光景だ。

　此こ処こで。しかも昨日に。

　だがそれでも……二度繰り返してもやはりそれは、ベルタの常識からすれば在り得ないものだった。現実にそこに繰くり広ひろげられているのだと分かっていても、自分の正気を疑わざるを得なかったのだ。

　自分達を襲ってきた異獣は……全て駆く逐ちくされていた。

　ユキナリとダーシャによって。

　いや。殆ほとんどユキナリが一人で斃した様なものである。

　ダーシャは彼の援えん護ごや、ベルタ達の方に襲い掛かってきた怪物共を、あの轟音を放つ武器で牽制していただけに過ぎない。

　地神を斃し。

　今また異獣の群れを斃し。

　しかも本人は――特に怪け我がをした様子も無い。異獣の返り血を浴びてあちこち凄惨な姿にはなっていたが、しかし彼自身は何処どこかを痛めた風でもなく、平然と「うわ、血生なま臭ぐさぇよ……風ふ呂ろ入りたい」などと呑のん気きな事を言っている。

　彼にとっては、驚きよう愕がくすべき事でも、誇ほこるべき事でもないのか。

　ベルタの眼には、それは奇き跡せきそのものとしか見えないというのに。

　その自然な姿は――彼こそが神なのだと言われれば、何の疑問も無く信じてしまえる程ほどだった。

「あれが……地神を斃した彼の力……」

　ベルタのすぐ脇に立つフィオナが呟く。

　彼かの女じよもまた呆然とユキナリの姿を見つめていた。

「……ああ…………」

　我知らずの内に、ベルタはその場に跪ひざまずいていた。

　まるで畏い敬けいすべき神の降臨現場に居合わせた、敬けい虔けんな信者の如くに。

　そして――

「我わが神よ……あなた様にこの身を捧ささげます……どうかこの地に安あん寧ねいと豊ほう穣じようを……」

　祈いのりの言葉は、殆ど意識する事も無く口から滑り出でてきた。
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　フリートラントの町壁から伸のびる――一本の道。

　田舎いなか道みちにしては幅はば広ひろなそれは、草木深い森林を迂う回かいして、山間の渓けい谷こく部へと繋つながっている。通行に邪じや魔まになる石は丹たん念ねんに取り除かれ、雑草も生えないように丁てい寧ねいに踏み固かためられているのは、この道が主要な辺境街かい道どうに繋がっているからである。行商人達が使う大おお型がたの馬車が問題無く通れるのは、この辺りではこの道だけだろう。

　フリートラントをはじめとする周辺地域の町や村にしてみれば、この道は他と繋がる為ための大切な公共施し設せつだった。

　今――その道を異様な一団が行列を成して進んでいる。

　馬に乗った騎き兵へいらしき者達が三十名ばかり先導し、その後に幌ほろを取り付けた数台の荷馬車が続く。荷馬車の脇には荷物の脱だつ落らくを防ぐ為か、徒歩で随ずい伴はんする者が十数名。ここまでは珍めずらしくはあっても異様とは言うまい。

　その一行の様子を特異なものに見せているのは、更にその後ろ――荷馬車の後に続いているものだった。

　超ちよう大型の荷馬車である。先を行く荷馬車の、全長にすれば四倍、全ぜん幅ぷくも倍近く、その巨きよ大だいな車体を支える為に両りよう脇わきに配された車輪はいずれも鋼鉄製で、十二を数えた。牽ひいているのも二十頭を超える馬である。

　荷台には白い布が掛かけられているので、積み込まれている荷物が何なのかは傍はた目めからは分からない。だが複数台の普通の荷馬車に分けて積んでいない処ところを見ると、相当大きな物なのだろうという程度の想像はつく。

　この超大型馬車には、荷台にも十人余りが乗って荷物の様子を見ている。

　更にこの後ろには先導しているのと同様の騎兵が三十名ばかり。

　しかも見れば騎兵は勿もち論ろんだが、徒歩の随伴者も、荷馬車の御ぎよ者しやも、全員が武装している。　鎧よろいを着け、剣を提さげ、多少の装備の差はあれど全員が戦場に向かうかの様な格好だ。

　一体これは何処の軍隊か。

　そしてこの完全武装の百名近い兵士達が運んでいるのは、一体、何なのか。

　見み咎とがめる者も居ない田舎道を、異様な武装集団は粛しゆく々しゆくと進んでいく。

　フリートラントの町に繋がる――その長い長い道を。







第四章　神の軍隊







　ユキナリ達が異獣の群れを斃してから……四日が経たった。

　神しん殿でんの中、というよりかつて神殿と呼ばれていた巨きよ石せき建造物が在った場所には、突とつ貫かん工事で建てられた小屋が在った。元々はシリングス家主導で町の空き地に建てる予定だった木造倉庫の資材を流用したものだとかで、小屋といいつつ、大きさは一いつ軒けん家や並だ。

　ただし元倉庫というだけあって、中は特に仕切られている訳ではなく、ただ一室が在るのみ――広いというより、むしろ、妙みように寒々しい。

　だから、という訳でもないのだろうが――

「…………」

　必要以上に広いその一部屋の端はし。

　これまた急きゆう拵ごしらえの椅い子すや寝しん台だい、あるいは町中から余り物をかき集めてきたと覚しき家具がかためて置かれた一角に、ユキナリは座すわっていた。

　何故かベルタと一いつ緒しよに――ベンチの様な長なが椅い子すに。

「……いやあの。ベルタ」

「はい？」

　ユキナリが声を掛けるとベルタは眼めを瞬しばたたかせて彼かれの顔を見上げてくる。

　当初彼女の顔を覆っていた、何処どこか仄ほの暗ぐらい絶望の色はもう無く、今は無む垢くな童女の様に曇くもりの無い素そ朴ぼくな表情を浮うかべている。ユキナリに声を掛けられたのが――というより名を呼ばれたのが嬉うれしいのか、その頬ほおが少し緩ゆるんでいた。

「何でしょう――ユキナリ様？」

「何で此処に座ってるの？」

「……え？」

　問われた意味が分からない、といった様子でベルタは首を傾かしげる。

　しばし考えた後に、彼女は笑え顔がおでこう言った。

「ユキナリ様がお座りになっておられるので……」

「ああ、うん、まあ俺おれは座ってるけどさ、確かに」

　ユキナリが問題にしているのは、つまり、彼の隣となりに寄より添そう様に――というよりもう完全に身体をくっつける様にして、ベルタが座っているという事である。彼が此処に腰を下ろした途と端たん、ベルタが小走りにやってきて同じ様に座ったのである。

「その、どうして君が俺の隣に座ってるのかって事で」

　そう言った途端――ベルタが眼を丸くして固まる。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼女は長椅子から降おりて、ユキナリの足元に平へい伏ふくした。

「申し訳ございません、ユキナリさま……身みの程ほど知しらずな事をいたしました……！」

「何それ、やめて」

　ユキナリは慌あわてて言ってベルタの肩かたに手を掛け、土下座状態の彼女の身を起こす。

「何やってんの」

「ですからお詫わびを……この無礼は如い何か様ようにも……御お仕し置おきを……」

　そう言うベルタの両眼は潤うるんでいる。

「……御仕置き……」

「はい。それでお許ゆるしいただけるなら、どうかご存分に」

「いや、だからその、ね、そういう顔して御仕置きとか言われると、変な気持ちにだね、なるからね？」

　多少狼狽うろたえながらユキナリは言った。

　正直、加か虐ぎやく趣しゆ味みの在る人間であれば大喜びしそうなベルタの表情だったが――生あい憎にくとユキナリはそういう特とく殊しゆ性せい癖へきの持ち合わせは無い。

「別にベルタを責めてる訳でも叱しかってる訳でもないから。いいから――座って」

　仕方なく元の位置を指差すユキナリ。

「はい、ありがとうございます」

　ぱっと表情を輝かがやかせてユキナリの隣に座ってくるベルタ。

　一度腰こしを下ろしてから、少しもぞもぞとお尻しりを動かしてユキナリの身体に自分の身体を密着させてくる。今は普通の服なのだが、最初に会った時の薄うす衣ぎぬ衣装が脳のう裏りをちらついて、ユキナリは微び妙みように落ち着かない感じだった。

　そんな様子を――

「…………」

　小さな卓つくえを挟はさんで対面の椅子に座るダーシャが、何やらじっとりとした陰いん気きな眼で見つめている。

「な、なんだよ」

「……ユキ」

「あ、はい」

「女たらし」

「別に何もしてねえだろ!?」

　何やらふて腐くされた表情のダーシャに、ユキナリが悲鳴じみた声を上げる。

　実の処、この小屋に移ってきてから、ずっとダーシャの機き嫌げんが悪い。

　ユキナリとしては、地神の役割代行云うん々ぬんはさておき、旅で疲つかれているであろうダーシャの為に、フィオナからの申し出を受けて、しばらくこの地に留とどまる事にしたのである。

　勿論、ダーシャを人ひと質じちに取られては困るので、ダーシャも一緒にこの神しん殿でん跡あとの小屋に泊とまる事を前提に。

　しかし――予想外だったのは、ベルタまで一緒に寝ね泊とまりする事になった点だった。

「ベルタ、どうして此処に居いる、の？」

　ダーシャはベルタの方を向いてそう問う。

「どうしてと言われましても」

　ベルタはユキナリの時とは異なり、きょとんとした表情で言った。

「ユキナリ様が此処にいらっしゃいますから」

「どうして、ユキと、同じ処にいる、の？」

「私はユキナリ様のもの、ユキナリ様に捧げられた巫女みこですので」

　何の疑問も躊ちゆう躇ちよも含ふくまぬ口調で、ベルタはそう言った。

　ベルタの答えに、ダーシャの発する不ふ機き嫌げんそうな空気が濃のう度どを増した様な気がした。

「あー……もう……」

　ユキナリは溜ため息いきをついた。

　実を言えば、似たようなやりとりはもう何回も繰り返しているのだ。

　きりがないので、とりあえずベルタの事は意識から閉め出す様にして、今後の事について考えを巡めぐらせる事にした。

　とりあえず、しばらくはこの小屋で暮らす事になるのだろう。

　具体的にはユキナリ達が『追っ手』に見つかるか、あるいは、次に現れるであろう『多少はマシな』――つまり多少なりとも話の通じる地神が現れるまでの繋ぎとして。

　だがシリングス邸ていと異なり、この神殿跡に建てられた小屋は本当に雨風を凌しのぐ為の役にしか立たない。フィオナは、「何か必要なものがあれば、随ずい時じ申しつけてください。出来るだけ速すみやかに用意させます」と言っていたが――本当に何にも無いので、何から頼めば良いのかすら分からない。

　そもそもこの小屋、便所も無いのだ。

　当然ながら、用足しは外の茂しげみか何かでする事になる。例の異獣に限らず、用足しの最中に危険な動物に出で会くわしたらまずいのでこれは早々に何とかして貰もらわねばまずいだろう。

　そして当然ながら、風呂も無い。

　そもそも水を確保するには近くの沢さわなり池なりに行って汲くんでこなければならない訳だが、これがまた非常に面倒臭い。風呂そのものは適当にその辺で穴を掘ほって、石だの岩だのを敷しき詰つめて置けば何とかなりそうだが……

（風呂な……）

　ふとシリングス邸での事が思い出される。

　素っ裸ぱだかで『奉ほう仕しする』とユキナリの傍そばにやってきたベルタ。

　殊更に豊満という訳ではないが、出る処は出ていて、引っ込む処は引っ込んでいて、充分に魅力的というか、抱き締め心地の良さそうな――柔やわらかそうな身体だった。

「……ユキ、いやらしい事考えてる」

「なんでだよ！　ただ今後の事を考えてただけだよ！」

　慌ててそんな事を言って誤ご魔ま化かすユキナリ。

「今後というと……今夜は御ご奉ほう仕しさせていただけるのでしょうか？」

「あのね？　話をややこしい方向に持って行かないでくれる？」

「はぁ……」

「だから御奉仕とか考えなくていいんだよ。捧げられたとかも」

「ですが――それではユキナリ様のお傍に居られません」

「だから別に俺の……」

　とそこまで言って、ふとユキナリは気付いた。

　ベルタは多分、もうあの町に居場所は無い。

　たとえユキナリがしばらく地神の代役を務めるとしても、それはそれで彼女は生いけ贄にえにならないままという事になり、町の住人からしてみれば、無む駄だな人間を今まで町の金で生かしてきた、という事になってしまう。勿論ソレは孤児院の子供達たちも同じだが、実際に生け贄に選ばれ、そして死なずに戻ってきたという意味で、ベルタに対する風当たりは特に強くなってしまうだろう。

　ベルタがユキナリの傍に居たがるのも、当然と言えば当然だ。

　しかし……

「とにかくな。俺は神じゃないの」

「いいえ。ユキナリ様は私の神様です」

　これだけはきっぱりと反論してベルタは微笑ほほえむ。

　その神様に身体くっつけて誘惑してくるとかどうなんだよ――とも思ったが、ベルタにしてみればユキナリが手を出してこないので、精一杯頑がん張ばっている積もりであるのかもしれない。此処において貰える様に。

「でも俺はその――地神がやってたとかいう『土地の管理』とか出来ないぞ？　何だっけ作物を豊作にしたり、必要な時に必要な量の雨を降らせたりとかそういう奴やつな」

　地神はその地に根を下ろし、地脈と一体になることによって一定の領域の気候や環かん境きようをある程度操れるのだという。地脈云々は未だ分かるとしても、気候まで干渉出来るとなると、確かにそれは神の領域だろう。

　もっとも、ユキナリの『前世』の世界でも、雨乞いの儀ぎ式しきみたいなのは普通に在って、その内の幾いくつかは、ある程度その有効性が科学的にも説明がついていた様だったが。確か火を焚くことで上昇気流を生んで、雨雲をどうとか――そんな。

　その程度ならばユキナリにも出来そうだが……

「――というかさ」

　ユキナリは町の様子や、フィオナに見せて貰った周辺の地図を思い出しながら言った。

「これはフィオナん家に泊まってた時から考えてたんだけども。地神に生け贄を捧げて頼たのむより、河川改良なんかの治水や、農作物の品種改良とか、他にやるべき事はいくらでも在るんじゃないか？」

「…………」

　ユキナリの言葉に、ベルタがきょとんとした表情を浮かべる。

「カセン……カイリョウ……？」

「そう。治水工事な」

「チスイ……？　コウジ……？」

「おい。まさか」

「それって何ですか？」

　心底不思議そうにベルタが尋たずねてくる。

「あああああああ、やっぱりか！　そうじゃないかとは思ってたけどな！」

　頭上を振ふり仰あおいでユキナリは嘆たん息そくした。

「ユキナリ様……？」

「ユキ……？」

　ベルタとダーシャが、ユキナリの方を見て不思議そうに声を掛けてくる。

　この世界は――ユキナリの『前世』とは違ちがう。色々な意味で本当に違う。

　例えば、これは『前世』でも在った事だが、世界の文明や文化は均等ではない。むしろ不均等で当然なのだ。文化や文明が発達しやすい条件の土地や時期というものがあり、発達しにくいそれらもあり、地理的な問題から――交通の利便性の問題から、発達した文化や文明の拡散にもムラが生じてくるのが当然なのだ。

　中国やアフリカといった、広大すぎる位に広大な国家では、その内部でも、下手をすれば一世紀ばかり時代がずれているのではないかと思われる位に、文化や文明の進歩に差が生じていた。

　あの、航空機、自動車、鉄道、そして何より電信、電話やインターネットが在ったあの世界ですら、そうなのだ。

　こちらの世界では、そうした不均きん衡こうは尚なお更さらに酷ひどくなる。

　端たん的てきに言えば文化や文明が広がる速度が、酷く遅おそいのである。

　しかもそれに加えて――地方の因習やら何やらが、新しいものの流入と定着を拒む。

　例えばフリートラントの町も、地神との契けい約やく、生け贄の風習、そういったものは既すでに何百年と繰り返されてきて、かの町では当たり前のものになっている。当然ながらそれを前提にして成り立つ職業――あの神官達の事だ――や権益も在るだろう。その制度の上で生活している人間が要いるのだ。そうなると、益ます々ます旧きゆう態たい依い然ぜんとした風習を、いくら不合理だからと言っても即そく座ざに排除は出来なくなる。

　益ます々ます新しいものは入ってきにくく、入ってきても、定着し得ない。

　物品であれ価値観であれ、新しいものが定着するには、既き存そんの文化文明を一端、ぶち壊す位の勢いが無いとどうにもならないのだ。

　治水だの土壌改良だのの考え方も、そうだ。

　今までは地神に生け贄を捧げる事で、何とかなっていた。

　だから、それで良いのだと――それ以外の方法を模索しようという考えそのものが、あの町には育ってこなかったのだ。

「どうしたもんだかな……」

　尚なおもきょとんとしている二人の少女を前に、ユキナリは長々と溜息をついた。
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　農家の朝は早い。

　町の中に畑を作る訳にもいかないから、農場は必然的に町の壁の外に作られる事になる。

　地神のお陰かげで危険な獣が町の傍に寄りつく事は殆ど無いが、それでも何か危険が生じればすぐにも町に逃にげ込めるよう、町門の位置を意識しながら、彼かれ等らは複数で仕事に出る。

　今日も彼等は、未だ暗い内から町門を出て、農場で仕事を始めていた。

「さあて――」

　毎日の様に野外で長時間働いている彼等の肌はだは、日焼けして浅黒く、手には鋤すきや鍬くわ、鎌などを使って出来た豆が、何度も潰れた跡あとがタコになっている。

　総じて彼等は働き者だが、それでも収穫は微び々びたるものだ。

　元々この辺りの土地では作物が育ちにくい上、畑として使える場所が地形的に少ない。地神との契約が無ければ、飢うえて死ぬ者も毎年出ていた可能性が在った。

「…………」

　男達は黙々と鋤を使って、畑を耕していく。

　たまに世間話をしながら手を動かす事も在るが、毎日の事なのですぐに話題が尽つきる。結果として彼等は黙だまって働く時間の方が遙はるかに多い。

　しかし――

「――うん？」

　ふと一人が、その手を休め首にかけた布で額の汗あせを拭ぬぐい――そして、気付いた。

　農地のすぐ近くを通る道。

　フリートラントの町にとっては、中央に通じる唯ゆい一いつの経路とも言うべきそれを、何かが辿ってやってくるのが見えた。

　何が？

　当初、行商人の集団か何かかと男は思っていた。元々この道を通ってフリートラントの町にやってくるのは、殆どがそうした商売人達である。物見遊山で来ても、この地には特に見るべきものなど無い。他の土地に在るものは此処にも在って、他の土地に無いものは此処にも無い――そんな典型的な、田舎いなかの町だからである。

　だが、男はすぐに、やってくる集団が行商人ではないと気付いた。

　先頭を歩いているのは、馬に乗った鎧姿の者達である。

　騎士、なのだろう。

　そしてその後からやってくるのは、幌を着けた荷馬車。

　更さらにその後に――

「なんだありゃ……！」

　巨大な、明らかに特別仕立ての、やたらに大きな馬車が続いている。

　それらがこちらに向かって近付いてくるのを、男はしばし呆ぼう然ぜんと見つめていたが――仲間達も彼の様子がおかしいのに気付いて顔を上げ、そして同様に呆然となった。

　騎士達と荷馬車と、そして巨大荷馬車。徒歩で随伴する者達も居て――彼等もまた、騎兵に比べると簡素だが、鎧を着けているのが見えた。

　装備は多少の個人差も在る様で、形式も完全に統一されている訳ではない様だが――しかし一点だけ、彼等の装いには共通点が在った。

　朱あかい十字の紋章。

　それは――

「……ハリス真教会の……宣教騎士団……」

　誰だれかが呆然とした声で呟つぶやくのが聞こえる。

　最初にそれを見つけた男の手から、鋤が落ちる。

　ただただ眼を見開いて立ち尽つくす彼の眼前を――騎士団は整然とした隊列を組んでフリートラントの町門へと向かって進んでいった。
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「――まあ大体こんなもんか？」

　ユキナリは首を傾げて、卓に広げた『地図』を眺めた。

　羊皮紙の上に鉛筆で書かれた、極きわめて大雑把な代物である。

　この羊皮紙と鉛筆はベルタに使いを頼み、フィオナに便宜を図って貰って手に入れたものだ。ちなみに既にこの世界では製紙技術も存在しているので、普ふ通つうの紙も在るには在った様だが……フリートラントで手に入る紙は質も悪く、明らかに耐久性に劣るという事で、こちらにしてもらった。

　これから何度も使うものだから、頑がん丈じような方が良い。

　ペンではなく鉛筆を選んだのも、書いた後で消す事も出来る――書き損じても書き直しが可能であるからだ。この辺りの選択はユキナリではなく、ダーシャが行った。眼が見えないながらもイルジナの助手を何年もしていた関係で、資料やそれに類たぐいするものを扱う事にかけては、彼女は実体験としての知識を持っている。

　ともあれ……

「特に重要なのは川の流れ方と――それから坂道だけど。これで間ま違ちがってないな？」

「はい。この辺りは川になっていますし、こちらはちょっと小高い山になっています」

　ベルタに確かく認にんすると彼女は頷うなずきながらそう言った。

「神殿は、ここか」

　改めて羊皮紙の右寄りの位置に、ユキナリは自分達が居る神殿跡を確認――二重丸を書き込んだ。羊皮紙の中央はフリートラントの町。これを囲む周囲の地形が、おおよその高低差を含めて書き加えられている。

　この『地図』を眺ながめながらダーシャが首を傾げた。

「ユキ……何してるの……？」

「ん？　ああ……」

『地図』を作ると言った際、事細かに羊皮紙やら鉛筆の事やらを教えてくれたので、てっきりユキナリの意図を理解しているものだと思っていたのだが。

　考えて見れば、ダーシャは箱入りというか、永い間、姉の庇ひ護ご下に在った為、本から得た――それも錬れん金きん術じゆつやその周辺の偏った知識は山ほど持ち合わせている一方で、あまり世間というものを識しらない。

　地理だの農学だのは、完全に専門外なのである。

　勿論、ユキナリも専門の学生としてこれらを修めた訳ではないが――

「天候操作とかはさすがに出来ないけどさ、他に何か出来たりしないかなって」

「……？」

「ほら、川の流れを少し変えるだけでも農地を広げたり出来るだろ？」

「そうな、の？」

「そうなんだよ。ええと、そうだな――」

　ユキナリはイルジナの実験室に在った器具を幾つか思い浮かべながら言った。

「錬金術で、蒸留器とかあったじゃん」

「ん。硝子がらすの……」

「そうそう。あれ、例えば妙にねじくれた管のやつとかあっただろ。螺ら旋せん状になってるやつとかそんな」

「……あった、ね」

「あれって意味も無くねじってあった訳じゃないだろ」

「放熱と……流路の形状による効率的な……あ……つまり？」

「そうそう。やっぱり頭いいよな、ダーシャは」

　通じた様で嬉しい。

　ユキナリが笑顔で頷くと、ダーシャは一いつ瞬しゆん、きょとんとした表情を浮かべていたが――ほんの少し頬を赤らめて眼を逸らした。

「水は高い処から低い処に流れるし、途と中ちゆうで流量を絞ってやれば、代わりに勢いが出る。水車とか回せる位にな。あるいはダム――水門作ってため池みたいなのを間に挟んで調節してもいいんだよ」

「……なるほど」

　ダーシャは既にユキナリの考えを理解しきった様で、しきりに感心しているが、ベルタはさっぱり理解していないのか、曖あい昧まいな笑えみを浮かべたまま――黙っている。

「水だけじゃなくてな。日当たりの具合を変えれば作物の育ち方だって変わってくるし。山の斜面だって使い方だよ」

「……それは、勿論そう。でも」

　ダーシャはふと眉まゆを顰しかめて言った。

「手間と時間。技術。どうする、の？」

　前述の通り、錬れん金きん術じゆつ師しの助手をしていたダーシャは、一番軽視されがちなそれらが、実は物事の成否を握っているのだという事をよく識っている。

「地形改造の場合……道具、も」

　そこまで言ってから。

「……あ」

　どうやらユキナリと同じ結論に思い至ったらしい。

　彼女は、眼鏡の奥おくの瞳ひとみを見開いてユキナリを見つめた。

「そういうこと。その辺の問題は、俺が居れば何とかなるだろ？」

「ユキ、でもそれは……」

　ダーシャが表情を若じやつ干かん曇くもらせる。

　彼女はしばらく何か懊悩していた様だが――

「ユキ……」

「うん？」

「此処に留まる事にした、の、私の……為だよ、ね？」

「何だよ今いま更さら。まあそれもあるけど、俺も単純に疲れてたしな」

　ダーシャが後ろめたさを感じているのが分かったので、ユキナリは努めて気楽な口調でそう言った。

「でもユキが力を使うと……」

「まあ、心配するな。その辺は上う手まくやる」

　ユキナリは右手をダーシャの頭の上に置いて撫なでてやる。

「……ん」

　眼を細めて嬉しそうに撫でられているダーシャ。

　前述の通り……元々は眼が見えなかった彼女は、視覚そのものよりも、その他の感覚、特に聴ちよう覚かくや触しよつ覚かくの方を重視している様な処が在る。要するに、ただ笑いかけてやるよりも、こうして触さわったり触られたりした方が、安心するらしいのだ。

「…………」

　そんなユキナリとダーシャをしばらくベルタは無言で見つめていたが。

「――あの」

　ダーシャの隣にやってきた彼女は、会釈する様に頭を下げてくる。

「うん？　何を――」

「わ、私もお願い出来ますでしょうか……？」

「……って」

　頭を撫でろという事か。

「何なんだよ」

「駄だ目め……！」

　戸と惑まどうユキナリの前で、彼の右腕うでをとって――これは私のだ、とでも言うかの様に、しがみついてダーシャが言った。
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　その日――シリングス邸に予想外の客が訪おとずれていた。

　町長たるハンス・シリングスは病びよう床しように伏ふせっている為、普ふ段だんは娘むすめのフィオナが代行として務めを果たしている。通常の来客であれば、フィオナが対応する事になっていた。

　だがその客は、ハンス・シリングス本人への面会を強く主張。

　仕方なくハンスはフィオナや執しつ事じに両脇を支えられ、付き添われる形で応接室に出向き、その客と相対する事となった。

「中央から遠路はるばるお越し戴いた方々に、このような格好で申し訳無い」

　ハンスは寝間着のまま椅子に座り、膝に毛布を掛けた状態でそう言った。

　フィオナと執事も、彼から一歩下がった壁かべ際ぎわに立って、その来客達たちと向かい合っている。

　だが……

「して、此度の来訪はいかなる御用向きで？」

　ハンスは穏おだやかな口調でそう問うた。

　震ふるえていないだけでも立派だとフィオナは思う。

　何しろ相手は鎧を帯び、剣けんを提げた、完全武装の騎士達なのである。人数は二人。屋内に入ってきたというのに、兜を脱ごうともしない。礼儀を知らないというよりも、相手を威圧する為なのだろう。

　目め許もとから下は露出しているので、おおよその年ねん齢れいが見て取れるが――片方は口元に髭をたくわえた壮年男性、もう一方は恐おそらく、かなり若い男性だろう。

「――聖教皇猊げい下かの御慈悲である」

　壮年の男の方が言った。

「無む知ち蒙もう昧まいなる辺境の民たみに、我等が素晴らしきハリスの教えを授けよとのお達し。野蛮なる『悪あく魔ま』共を崇拝する教えは極めて有害であり、汝等の魂を地獄に墜とすものである。我等、教会の教えに汝等を帰依せしめ、等しく救わんとして、この地に参った」

「…………は？」

　ハンスが戸惑いの声を漏もらす。

　その後ろでフィオナと執事も顔を見合わせた。

　一体この男は、何を言っているのか。

　やたらに回りくどく、大仰な物言いをしているが――

「つまりだな」

　フィオナ達が即座に理解しなかった事に焦れたか、あるいは最初から口上の後で分かり易く解説する予定だったのか……若い方の騎士が若じやつ干かん、嘲り含みの上うわ擦ずった口調でこう続けた。

「お前等、愚かな辺境の民に、尊い教えを広めに来たんだよ」

「……！」

　息を呑のむフィオナ達。

　要するに、この男達は宣教師という事らしい。

　だが――それならば何な故ぜ武装をしているのか。

　いや、それ以前にフィオナは個人的な感覚で一つ引っかかるものがあった。

　この若い方の声に聞き覚えが在る。改めて見て見れば兜の下に見えるその口元や顎あごにも見覚えが在る様な気がするのだが……

「口を慎めランズダウン」

「は、申し訳ありません」

　壮年の騎士にそう叱られ、僅わずかに頭を下げる若い騎士。

　ただそれだけのやりとりだったが、そこに含まれた名前を耳にしてフィオナは驚おどろいた。

「あんた……ランズダウン!?」

「はは、ようやく気付いたか」

　ランズダウンと呼ばれた若い騎士は、兜の面部分を上に跳はね上あげる。

　そこから現れた顔は――フィオナが王都の学院時代に嫌いやという程ほどに見慣れた、学友のものだった。

　アーロン・ランズダウン。

　とある貴族の息子で、学院ではあまり良い評判は聞かなかった。傲ごう岸がん不ふ遜そんな言動が多く、とにかく人と対すれば先まず自分が上か下か、その事を気にする男だ。彼の頭の中に『対等』という概念は無い。そして相手が下だと分かると露骨に侮ぶ蔑べつの態度をとる。相手が上だと分かると媚びへつらう。良くも悪くも分かり易やすいが、彼に『下』と判断された者にとっては鬱うつ陶とうしい事、この上無い。

　勿もち論ろん、田舎の小さな町の出であるフィオナなどは、『下』認定された筆頭である。

「未まだ生きてたのね」

　うんざりする気持ちを微塵も隠さず、フィオナは言った。

　前述の通りの性格なので、アーロンの周りには何かと揉もめ事ごとが多く……刃傷沙汰も何度か在った筈はずだ。

「何ともご挨拶だね、級友に向かって。生意気そうな所は相変わらずだ」

「選民思想丸出しのあんたに言われたくないわ」

「選民思想ね。優れた者が劣った者を導く事を、おまえはそう呼ぶのか」

　アーロンはにやにやと笑いながらそう言った。

　そういえば――とフィオナは思い出す。

　学院を卒業した貴族の子し弟ていの間で、ハリス真教会の宣教騎士団に入団する事が流行っているのだ。一種の箔付けというか、宣教騎士団に入っていたという経歴は、身元卑しからぬ者の証あかしと、王都では考えられていた。

　実を言えば、フィオナも誘われた事が在る。卒業後は即座にフリートラントに戻もどって父の仕事を手伝う積もりだったので、断ったが――どうやらアーロンは流行に乗って入団したらしい。彼らしいと言えば非常に彼らしい。現在、ハリス真教会は権威そのものであり、王族ですらもが時に、教会の意向を伺って政治を行っている状態だ。

　そして、そうした宣教騎士団の精鋭が『教化遠征軍』と呼ばれる集団だ。

　フィオナは噂うわさを聞いた程てい度どであったが――彼等は未だ旧ふるい土着信しん仰こうに囚われた辺境の地を巡り、正しく新しいハリス真教会の教えを広めて回っているという。辺境においては危険も多い為ため、通常の宣教師ではなく、彼等、武装を帯び訓練を受けた専門の騎士で構成された『軍』が派遣されるのである。

　しかし……

（山さん賊ぞくや亜あ神しん、異い獣じゆうに対する備えというより、これは……）

　侵略にきた軍隊にしか見えない。

　表向きはあくまで自由な信仰を尊重すると言いつつ、しかし、自分達の教えに従わない者には武力を誇こ示じしてみせる――という寸法だろう。刃を突きつけて改宗を迫っておきながら、『彼の者は自らの意志で信仰を選んだ』と彼等は主張するに違いない。

「『麦穂畑に入るなら農家の子から歌をならえ』ってことわざ知ってる？」
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　フィオナは不快感を露あらわにしてアーロンに言い放った。

「フィオナ――」

　父のハンスが止めようとするが――構わずフィオナは続けた。

「その土地の人間の教えを尊重しなさいって事よ」

「御ご覧らんください、軍団長」

　アーロンは直接には反論せず、壮年の男――教化遠征軍の軍団長らしい――に言った。

「無知蒙昧なる蛮族そのものです。この女は学院にいたときからそうでした」

「蛮族――」

「いいかね、フィオナ・シリングス」

　アーロンは得意げな笑みを浮うかべながら、フィオナに視線を戻した。

「先ず、おまえの認にん識しきは間違っている。どうしようもない位に正しくない。蛮族らしい思い上がりだ。狭せまい世界しか識らないくせに、世界の真理を知っているかの様に、戯れ言を語る。それは害悪だ。だから我々が正す。感謝したまえ」

「誰が――」

「そもそもこの町には生け贄という野蛮な風習が残っているじゃないか」

「…………」

　フィオナは言葉に詰まった。

　それを好機と見たのか、アーロンは畳み掛かける様に続けてきた。

「嘆かわしい、どうしようもない位に嘆かわしい、そういったものは無くすべきだ！」

「……確かに生け贄そのものは私も良くは思っていないけれど」

　フィオナは眼めを細めて言った。

「私はなぜか貴方あなたの言葉には暴力の臭いがする。それは何故？」

「何故？　愚かだ、どうしようもない位に愚かだ、おまえは！」

　頭上を振り仰いでわざとらしく嘆息するアーロン。

「わかりきった事だろう！　我々がこの土地に巣喰くう『悪魔』共を一掃し、お前等を救ってやる為の武装だ！　正義！　そう、どうしようもない位に我々は正義！　正義の力だ、暴力などと卑しい言葉で表現しないでもらおうか！」

「悪魔……地神のこと？」

「神は我らが崇あがめる神の他にはおられない！」

　壮年の騎士が鋭くそう言ってきた。

　どうやら『神』という言葉を使ったのが勘に障ったらしい。

　しかし――

「その他は、如何に神の如き力を持っていたとしても、邪霊、もしくは悪魔の類いである。我々はそれを排除する。それも一時的なものではなく、恒常的にである」

「恒常的に……？」

　それは一体どういう事か。

　確かにハリス真教会の宣教騎士団は、強大な力を持っていると聞く。

　地神や亜神を殺す事も、彼等なら可能かもしれない。

　だが――一匹ぴき、いや、一柱の神を斃たおした処ところで、事は終わらない。

　ユキナリにも言った通り、空白になった土地に縄なわ張ばりを新たに得ようと、亜神や異獣がやってくるのが常である。

「もう、お前達は、我々の庇護下からは、離はなれられなくなるんだよ」

　アーロンはやはりフィオナ達を小馬ば鹿かにするかの様に、殊更に大きな抑揚をつけた声で、そう言ってきた。

「もう始まってるさ。広場の辺りでな」

「……え？」

　フィオナ達はアーロンの言葉の意味が分からず、互たがいに顔を見合わせた。
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　宣教騎士団の仕事ぶりは極めて迅速で――そして一方的だった。

　町中を馬で駆け回った宣教騎士達が、住民達たちを促うながし、町の中央に在る広場に集めたのである。壁かべの外の農場に出ていた者達も呼び戻され、フリートラントに住む者はほぼ例外なく宣教騎士団の前に集められていた。

　そして――

「よし、次の者に聖印を授ける。前へ！」

　宣教騎士団の騎士達は、住民を三列で並ばせ、三箇か所しよ設けた『聖印授与所』にてハリス真教会の信徒たる証の品を与えていく。

　住民達はしかし、実の処、何をされているのか当初はよく分かっていなかった。

　そもそもハリス真教会は、名前こそ辺境にまで知られているものの、それは『王都』とか『国王』といった言葉と同様で、フリートラントの様な田舎町に住む者にとっては、実体を伴わないただの言葉だった。

　少なくとも彼等の生活にそれは、何ら影えい響きようを及およぼすものではなく、それ故ゆえに宣教騎士団の言葉も、およそ半分も理解していなかったのだ。ただ、町長たるハンス・シリングスも了解の上であると告げられたので、一応、従ってみた――という程度の事である。

　また、フリートラントの住民にとって『宗教』とは、改めて入信する様なものではない。

　彼等は物心がついた時には、既にこの地の土着宗教――固有の名前すら持たないソレの信徒であり、死ぬまでそれは変わらなかった。わざわざ信仰するという行動を必要としない程に、それは彼等の生活に密着し、当たり前のものとして在ったのだ。

　まして、フリートラントの土着宗教は、神に対しての意識的な『敬愛』を求めない。

　それは、ただただ人間を遙かに凌駕する力を持つものに対する畏い怖ふであり、現世における不幸や不運を避さける為だけのものだ。本能的に神を怖おそれる事はあっても、敬意と愛情を注ぐ必要は無く、むしろひたすらに地神が怖れられているからこそ、土着宗教は、成立していた側面を持っている。

　だから彼等は、宗教というものを今一つ理解していなかった。

　改宗を迫られているのだという事すら、分かっていなかったのだ。

　むしろ何かを――『聖印』なるものをくれる、というので列に並んでいたに過ぎず、「奇特な人達も居たものだ」程度にしか考えていない者が大半だった。

　しかし……

「聖印をかけてつかわす。首を――」

　宣教騎士が金属製の環かんを出しながらそう言った。

　環には小さな十字形の部品がぶら下がっていて――それが実は『聖印』そのものであるのだが、住民達は、その環の方を『聖印』だと思っている様だった。

　何も知らない住人が頭を垂れると、宣教騎士は環をその首に填はめて、先端が二股に分かれた小さな金具でこれを叩く。

　ちぃぃぃいいいん、と長く尾を引く音が響ひびいた。

　すると――

「ひえっ……？」

　住人が奇き妙みような――初めて体験する感触に、悲鳴じみた声を上げる。

　金属環が縮んだのだ。まるで首輪の様に住人の頚部にぴったりと貼はり付ついて、しかし息や血の巡りを圧迫する前に、収縮は止まった。

　縮んだ直径の代わりに金属環は若干太くなっていたが、そこまで細かい事に住人達は気付いていない。次、と言われて不思議そうに首筋をさすりながら『聖印授与所』を出て行く者が大半だった。

　しかし……

「――何よこれ!?」

　悲鳴じみた声に、住人達は驚いて顔を上げる。

　彼等の視線が集中する先には――町長代行のフィオナと、宣教騎士団の者らしい騎士が二人立っていた。フィオナの息が荒あらいのは、恐らく、屋や敷しきから走ってきたからだろう。

　宣教騎士団の一人が言った。

「我々からの贈り物だよ。聖印さ。信徒は皆みなこれを着けている」

「聖印は知ってるわよ！　そうじゃなくて――あれは、まるで家か畜ちくの首輪じゃないの！」

　フィオナが指差しているのは、勿論、金属環の方だった。

　住人達の間に、ざわめきが広がっていく。

　宣教騎士団の者達は、町長の了解を得ていたのでは無かったのか。ならばどうして今、フィオナがこんなにも驚き、彼等を責める様な口調で喋しやべっているのか。

　それに――この金属環。

　確かに、言われて見れば家畜の首輪にも見えて――

「失礼な。どうしようもない位に失礼だなお前は。環は聖印を肌身離さず着けている為のものだよ。いわばおまけだ。気にする程の事ではない」

「でも――」

「――なんだこりゃ!?」

　住民の一人が叫んだ。

「外れないじゃねえか！」

　どうやらフィオナが宣教騎士団の行こう為いを責めているのだと気付いて、首の金属環を外そうとしたのだろう。だがそれは勿論、がっちりと填まり込んでいて、彼等の手の力では外す事はおろか、緩める事すら出来ないのだ。

　一人が叫さけぶと、後は連れん鎖さ的てきだった。

　住人達は金属環が外れないと知ると、怒いかりの表情で宣教騎士団に詰つめ寄よる。

「こんな物着けて仕事が出来るか！」

「そうだ！　とっとと外しやがれ！」

「俺おれは着けねえぞ、そんなもん」

　文句を言う住民の数は、瞬く間に増えていく。

　当然ながら、住人の方が宣教騎士団よりも数が多い。彼等は宣教騎士達を取り囲む様にして、外せ外せと合唱を始めたのだが――

「――愚かな。どうしようも無い位に愚かだな、お前等は」

　宣教騎士の一人が言う。

　次の瞬しゆん間かん――

「ぐあああああああああっ！」

　悲鳴が迸った。

　それもあちこちから、いや、住民たち全員から、一いつ斉せいに。

「熱いッ！！！！！」

「ぎゃああああああああ!!」

　苦悶の叫びを上げる住人達。

　例外は無い。老若男女全員――上は杖つえ無しには歩けない老婆から、下は、未だまともに喋る事も出来ない幼児まで。中には地に倒たおれてのたうち回っている者も居いる。

　そして――

「何これっ!?　何なの!?」

　フィオナが愕がく然ぜんと叫ぶ。

「あの金属環は優れものでね。こちらの絡繰りで信徒の位置も大体分かるし、信仰に背く不心得者には覿てき面めんに天罰が下る仕組みだ」

　彼かの女じよの隣となりに立っていた若い宣教騎士は、笑いながら言った。

「天罰って――あんた達がやってるんでしょう!?」

　フィオナが指差すのは、『聖印授与所』の脇わきに置かれていた箱だった。

　彼女は住人達が苦しみ始める直前、宣教騎士の一人がそれを何やら操作するのを見ていたのだ。

「天罰だよ。どうしようもない位に天罰だ」

　若い宣教騎士はそう繰くり返かえす。

「不遜の罪は炎ほのおと化して跳ね返り、汚れた己おのれの身を焼く、という事だな」

　環を外そうと手を掛けていた者達の指先が、赤く腫れているのを見ると、どうやら相当な――火傷やけどをする程の熱を帯びていた様だった。どういう理り屈くつでそんな事が可能なのかは、町の住人達には分からない。

　だがそれが明らかに無む茶ちやな――暴虐ともいうべき行為である事だけは理解出来た。

「ここまでする!?　私が王都にいた頃ころに見たハリス真教会は、ここまで酷い事は――」

「辺境の蛮族には蛮族向けの方法というものがあるのさ」

　若い宣教騎士は平然とそう言った。

「王都の人間と一いつ緒しよだと考えて貰もらっては困るね」

「あんた達、何様だと――」

「それに、だ」

　フィオナの言葉に上から覆い被かぶせる様に、若い宣教騎士は言った。

「聖教皇猊下が代だい替がわりされてな。今の代の聖教皇猊下は厳しい御方なのだ。特に、異教徒に対してはな」
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　とりあえず完成した『地図』を眺めながらユキナリは腕を組んで唸った。

「さて――こっからどうするかだけど」

　あくまでベルタから聞いた限りの情報で描えがいたものであって、正確な測量だの何だのをした結果ではないから……正直言って、かなり稚拙なものでしかない。子供の描いた『近所の地図』みたいなもので、多分、あちらこちらに矛盾は在るのだろう。

　だが、とりあえずフリートラントの町の農耕事情の改善を考える上では、これが在るのと無いのとでは大違ちがいだった。

「とりあえずは此こ処こで――こうして」

「ユキナリ様……？」

　ベルタがユキナリの横から、不思議そうに完成した『地図』を眺めている。

　ユキナリが書き込んだ諸もろ々もろの文字や記号の意味が彼女には分からないらしい。そもそもベルタは読み書きも出来ない様なので、当然と言えば当然なのだが。

　ちなみにベルタの反対側では、意味も無くダーシャが座すわってユキナリの腕を掴つかんでいる。

「これは、何ですか？」

『地図』の上に引かれた一線を指してベルタが問うてくる。

「用水路。こっちは溜め池だな。水門はどの辺にどう置くのがいいか……まあこればっかりは現地を見ないと分からないか」

「ヨウスイロ……？」

「もの凄く大雑把に言うとだ」

　ユキナリは自分自身に確認する意味も込めて言った。

「大たい抵ていの作物――植物ってのは、土とか無くても育つんだよ。根菜とかはまた別だろうけども、葉物野菜とかは大抵いける」

「……え？」

「そもそも植物は土に根を張って、大きく成長する為に自分を固定する。それと同時に、そこから水や養分を吸収する。だから、一つの植物が大きく成長する為には、一定の面積が必要な訳だけどさ」

　ユキナリは『前世』の事を――姉が趣しゆ味みでやっていた水耕栽培を思い出しながら言った。

　凝り性の姉は、ミニトマトからほうれん草、バジル、といった複数の野菜をベランダで育てていた。土を使わない水耕栽培は、病虫害も少なくて、単位面積あたりの収穫量が多いのよ――という風な事を姉が言っていたのを、ユキナリは覚えている。

「逆に言えば、植物をきっちり固定できて、その上でたっぷり水や肥料を与えてやる事が出来れば、土すら要らない。同じ土地の面積でも倍の植物を生長させる事も出来たりする訳だ」

「…………」

「まあいきなり土無しの水耕栽培ってのは色々無理があるにしても……だ。要するにたっぷり水と肥料を確保出来れば、同じ畑でも収穫量が増えたりもするんだよ」

「そ……そうなんですか」

　とベルタは気け圧おされた様な表情で頷く。

　多分これは分かってないな――と思いつつもユキナリは続けた。

「肥料はまた後で考えるとして。水に関しては川から引いてくるのが確実だろ。その為に水路を掘りやすい場所の見当をつけてるんだよ」

「…………」

　ベルタは、しばらく眼を何度も瞬しばたたかせてその『地図』を眺めていたが。

「これで町が豊かに……？」

「なるかどうか断言は出来ないけど、ま、俺は神様じゃないからな、出来そうな処からコツコツと、だな」

　ユキナリは肩かたを竦すくめて苦く笑しようした。

「ユキナリ様は何故こんな事を思いつかれたのですか？」

「何故って――」

　ユキナリにしてみれば、農地に用水路はつきものというか、在って当然、という認識なのだが。地神の環かん境きよう干渉の能力に頼り切っていた――頼たよるのが当たり前だと思っていたフリートラントの町の住人達にしてみれば、突飛な発想になるのだろう。

「私には思いつきもしませんでした」

「……思いつかない方が、普ふ通つう」

　とダーシャが言ってくる。

「まあ、そうだな。気にしなくていいよ」

　そう言ってぽんとユキナリはベルタの頭に手を置く。

「……ユキ」

「ああ、はいはい、すんません」

　反対側のダーシャが不ふ機き嫌げんそうに言ってくるので、ユキナリは彼女の頭も撫でてやる。

　とりあえずベルタの頭を撫でたら、同じ回数、自分の頭も撫でておけ、という事であるらしい。ユキナリとしては謎な理屈だったが、それでダーシャが納なつ得とくするならまあ、頭くらいいくらでも撫でれば良いと彼かれは考えていた。

　そして――

「――ユキ、誰だれか、来る」

　ふと眉を顰めてダーシャが言った。

　彼女は聴覚が鋭するどい。神しん殿でん跡地のこの小屋に向けて近付いてくる足音に気付いたのだろう。それから程なくして、足音はユキナリにも聞こえる様になり、やがてそれは小屋の扉とびらを叩く音に繋つながった。

「ユキナリ！　開けて――開けてください！」

「……フィオナ？」

　扉越しに投なげ掛けられる声で、誰が来たのかは分かった。

　だが――

「なんだ、そんなに慌て――て？」

　ユキナリが立って扉の処に行き、鍵代わりのつっかえ棒を外すと、転がり込む様にしてフィオナが入ってきた。

「ちょっ……おい？」

　しかもフィオナはそのままユキナリの胸に飛び込み、両りよう腕うでを回してしがみついてくる。

「ユキナリ、ユキナリ、助けてッ……！」

　ユキナリとしては、毅然として町長代行を務めていた彼女の印象が強いので、こんな風に弱々しい、取り乱して怯える姿のフィオナを前にすると、驚かざるを得ない。

　しかも――

「どうした？　何が在った!?」

　彼女の両肩を掴んで自分の身体から引き離し、改めてその姿を見る。

　抱き付かれた瞬間にも分かったが、フィオナの姿は惨さん憺たんたるものだった。

　服のあちこちが引き裂さかれ、肌はだが露わになっている。山林を急いで走ってきたから、木々の枝で引っかけた――という様な生やさしい状態ではない。明らかに何者かに乱暴な扱あつかいを受けたと分かる姿だった。

　慌あわててダーシャとベルタが毛布を持ってきて、彼女に掛ける。

　そこでようやく落ち着いたのか――フィオナはその場に座り込みながらも、震ふるえる声でユキナリにこう訴うつたえた。

「ハリス真教会が――教会の宣教騎士団が、町に……！」

「――！」

　ユキナリとダーシャは眼を見開いた。

　一方ベルタは、今一つ言葉の意味が分かっていない様で、首を傾かしげている。

「教会が来たのか？」

「はい。今、彼かれ等らは町で住民達を『教化』しています……！　教会が宣教騎士団をあちこちに派遣しているという話は王都にいた頃に聞いた事はありました、けど、こんな、こんな田舎いなかにまで来るなんて――」

「――ユキ」

　ダーシャが硬い声で言った。

「ひょっとして、私達の――せい？」

「分からない。追っ手はまいたと思ったが……」

　ユキナリは眉を顰めて言った。

　そんな二人の会話を聞いているのかいないのか――フィオナは改めてユキナリに縋すがり付くと、彼の胸むな元もとを掴んで言った。

「宣教騎士団は、地神や亜神を殺して回る集団です……！　あなたも地神扱いで殺されてしまう！」
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　宣教騎士団は――宣教、などという言葉を冠されているが、実態は対地神戦せん闘とう部隊であるという。各地の地神を討伐するために編成され、地神を殺し、代わりにその地に留とどまって亜神や怪魔を駆く逐ちくする役目を負う、いわば人間の集団が作り上げた『制度としての地神』である。

　勿論、地神と違って、生いけ贄にえを捧ささげる必要はない。

　その意味では地神よりマシと言えなくも無い、というより、だからこそハリス真教会は急速に勢力を伸のばしているらしい。

　しかし……

「町で何があった？」

「騎士団によってハリス真教会の聖印が住人達に着けられています」

　フィオナは震えながらそう語った。

「まるで首輪のような――」

　そこまで言った――その時。

「そこに居るのは分かっているぞ、出てこい！」

　外から居い丈たけ高だかな声が飛び込んできた。

　聞いた事の無い声だが、それが誰のものなのかは、概おおむね想像がついた。

「つ……つけられた!?」

「そうらしいな」

　愕然とするフィオナをダーシャ達に任せ――ユキナリは〈デュランダル〉を手に立ち上がった。




　　　　●




　フィオナは、窮きゆう地ちに陥れば必ず地神を頼る。

　アーロンはそう踏んでいた。

　だからこそ――彼は団長に進言して、フィオナを泳がせる事にしたのだ。

「王都に学びに来ていたとはいえ、やはり地方出身の蛮族だな」

　地神の神しん殿でんとされるその場を見回しながら、アーロンは嘲りを含ふくんだ声でそう言った。

　何本か石柱が立っているが、ただそれだけの場所である。神殿などと呼ぶのもアーロンの感覚からするとおこがましい。

　しかも何を考えているのか――建ち並ぶ石柱の向こう側には、明らかに急きゆう拵ごしらえの倉庫と覚しき小屋が建っている。フィオナが逃にげ込んだのは、その小屋の様だった。

「さて……？」

　アーロンは甲冑の面を閉じると、すっと右手を挙げた。

　彼の動きに呼応して、他の騎士達は小屋を囲み始める。団長からフィオナの追跡とその後の処遇について決定する権限を彼は与あたえられていた。この場の指揮権は彼にある。

「バケモノが、あんな小屋に住むとも思えないが――」

　小屋は完全に騎士達に包囲される。

　騎士達は剣の他に、弩おおゆみで武装していた。鋼鉄製の矢を放つ強力無比な代しろ物もので、滑車を使わなければ――素す手でではとても弦が引けない程だ。この為に、一度矢を放てば次の一いち撃げきを放てるようになるまでにやたらと手間取る。

　勿論、いかに強力な鉄矢とはいえ、一本や二本で地神は倒せないかもしれない。

　だが、十人、二十人で矢をつがえ、放つのを繰り返せば、隙無く、一方的に――連続して相手を攻こう撃げきする事が出来る。

　それで斃す事が出来なければ、いよいよ『主力』の出陣となる訳だが、その為の時間を稼ぐという意味でも、充じゆう分ぶんに弩は役に立つ。

「…………」

　出てこい、と声を掛けて――待つ事しばし。

　やがて、小屋の扉を開いて一人の少年が姿を現した。

「……ふむ？」

　眉まゆを顰しかめるアーロン。

　少年は――何処どこからどう見ても人間だった。

　少なくとも異形の怪かい物ぶつではない。

「なんだ、貴様は？」

　アーロンが問うと――少年は眼を細め不機嫌そうな口調で言った。

「ここの地神だよ」

「貴様が？　ふざけるな」

　宣教騎士達たちが揃そろって笑い声を上げる。

　人間の地神など聞いた事も無い。大方、神殿の掃そう除じか何かを命じられている下働きなのだろうと宣教騎士達は踏んでいた。

　だが――




　――轟ごう音おん。




「……!?」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったかアーロンには分からなかった。

　手にした盾から、鉄槌か何かでぶん殴られたかの様な衝撃が伝わってきて――

「こ、これは……」

　鋼鉄製の盾に、ぽつんと穴が開いている。

　穴を、穿たれた。

　それは見てすぐに分かった。

　だが、一体どうやって……？

　少年とアーロンの距きよ離りは離れているし、弩の様な飛び道具を持っている様子も無い。いや。しかし少年は何か妙みように拵こしらえのごつい剣けんをアーロン達の方に向けている。

　何かの仕掛で、あの剣から盾を穿つものが放たれたのか。

　だが、重量軽減の為に薄めに作られているとはいえ、盾は盾だ。

　弩ですら貫つらぬくのは容易ではないし――そもそも、盾に穴を開けたその『何か』が何処どこにも見当たらない。石つぶての様な小さなものなのかもしれないが、そんなものを投げても盾に穴を開けられるとはとても思えない――

「俺の縄張りで好き勝手してくれてるじゃないか、教会の犬共が」

　少年が――歯を剥むいて笑う。

　まるで獣の様に、凶きよう暴ぼうに、獰猛に。

「ここらで一つ、神罰ってのを喰らってみるか？」

「何だと？」

「おまえらの崇め奉たてまつってる神様のじゃ――ねえけどな！」

「う――射てッ!!」

　少年の笑え顔がおに気圧されたアーロンが悲鳴じみた声で叫ぶ。

　同様に、少年の発した正体不明の轟音と攻撃を気味悪く感じていた宣教騎士達は、一斉に弩を放った。

　だが、少年は咄とつ嗟さに小屋の中に隠かくれて鉄矢から身を守る。

　立て続けに小屋の外壁へ突つき刺ささる鉄矢が数本。

　そして次の瞬間――




　――轟音。




　続けて――四度。

　小屋の中で小さな炎が閃き、ほぼ同時に宣教騎士の四名がつんのめって倒れていた。

「ぐがっ……ああああ！」

　宣教騎士達は肩や脚あしを押おさえて喚く。

　身につけた鎧よろいの隙すき間まから血が染しみ出てくるのが見えた。

　攻撃を受けたのだ。今度は盾に穴を開けるのでは無く、鎧を直接貫いて、攻撃は中身である騎士達の肉体に届いたのだろう。

「お、おまえは……！」

　アーロンが見つめる先には、少年と、そしてもう一つの人ひと影かげが在った。

　小こ柄がらな銀ぎん髪ぱつの少女。

　彼女もまた、何やら奇妙な工具、いや、武器を手にしていた。

　恐おそらく四度響ひびいた轟音の内、一度か二度はあの少女の武器が発したものなのだろう。

「くっ……！」

　アーロンは焦あせった。

　どういう理屈のどういう攻撃なのかは、今もって分からないが……相手はアーロン達の攻撃を防ぐ手段がある一方で、こちらは相手の攻撃を防ぐべき盾や鎧が全く役に立たない。しかも避よけようにもその攻撃が全く目に見えないのだから、勝目がまるで無い。

　もう、戦力の出だし惜しみなどしている場合ではないだろう。

　それがアーロンにもはっきりと分かった。

　かくなる上は――

「――守護聖人像を起こせ!!」

　アーロンは仲間の宣教騎士にそう命じていた。




　　　　●




　忘れたいと痛切に望んでも忘れられない光景が在る。

　それは瞼まぶたではなく脳のう裏りに焼やき付いて……最も早はや、薄うすれる事さえ無い。事在る毎ごとに思い出される。時には悪夢の元となってうなされる。そういう記き憶おく。

　ユキナリにとってそれは、姉と共に迎えた『前世』の終わりの光景であり、そしてもう一つ――イルジナの死の光景である。




「……ごめんね……ユキ……ダーシャを……お願い…………」




　自ら作る血溜まりの中で、ユキナリに抱き起こされたイルジナは、最後にそう言って息絶えた。助けてとか、死にたくないとか、そういう言葉は一つも無く、ただ、最さい期ごのその瞬間まで、彼女は妹とユキナリの事を気に掛けて――逝った。

　自分やダーシャは、本当に愛されていたのだとユキナリは思う。

　イルジナの遺体は、酷い在り様だった。

　何カ所も刃は物もので刺された傷があった。恐らくは集団で取り囲んで何度も凶器を突き立ててきたのだろう。それでよく逃げてこられたものだと思う。ユキナリとダーシャに逃げろと伝える為ために、此処はもう危ないのだと伝える為に、ただそれだけの為に、彼女は動ける筈はずの無い身体で動いたに違いない。

　そしてイルジナを抱き締めるユキナリの前に現れたのは――




「――魔女めッ！」




　緋色の十字を誇らしげに掲かかげた男達だった。

　ハリス真教会の宣教騎士。

　彼等は手に手にイルジナの血で濡ぬれた剣を携たずさえていた。




「恩知らずの異教徒風情が！」

「我等らをたばかるなど許ゆるしがたい！」

「貴様、今すぐその骸むくろを――」




　口々にイルジナを罵る宣教騎士達。

　その後の事は、あまり覚えていない。

　気が付けば、ユキナリはダーシャと共にイルジナの亡骸を埋うめていた。棺も用意出来ないまま、せめてもと身体だけを綺き麗れいに拭ぬぐって、布にくるんで、彼女を土に還した。

　あの一件で……ユキナリの中には一つの感情が固着した。

　ハリス真教会に対する憎悪。

　元々『前世』において母が新興宗教に没頭し、家庭を顧みなかった事から、宗教全ぜん般ぱんにあまり良い印象を持っていなかったユキナリであるが――イルジナの一件で彼は宗教というものを基本的に嫌悪する様になった。そしてその憎悪の中心には、常にハリス真教会が位置していた。

　教会はイルジナの『仇かたき』だ。

　ダーシャによると、直接彼女を殺した者達は、怒り狂くるったユキナリの手で一人残らず駆逐されたというが――しかし錬れん金きん術じゆつ師しとしての彼女を散々利用した挙げ句に、魔女と呼んで殺す事になった原因は、教会という組織そのものに在る。

　可能であれば教会の人間、特に宣教騎士は一人残らず皆みな殺ごろしにしたいとさえ思ったユキナリであるが、イルジナの遺言――『ダーシャをお願い』という最期の一言がそれを思い留まらせた。

　ダーシャを守る為には、逃げなければならない。

　こうしてユキナリは……ダーシャと二人、教会の追っ手から逃げ続ける日々を送る事になった。ユキナリとダーシャは教会から手配書が回ってきている為、教会の関係者が居る町は避け、一箇所に長くは逗留せず、地の果てを目指すかの様に教会の総本山とも言うべき王都に背を向けて逃げ続けた。

　しかし……

「貴様等が、自分から俺の前に出てくるってんなら話は、別だ」

　ユキナリは歯を剥いて笑う。

　彼は逃げる宣教騎士達を追っていた。どうやらフリートラントの町に向かっているらしい。どうせならそのままフリートラントに入って、町で『教化』を進めている宣教騎士達諸共に駆逐してやる――ユキナリはそう考えていた。

　だが――

「……!?」

　町から神殿のある山林に伸びている道――所いわ謂ゆる、参道に奇妙なものが在るのが見えた。

　超ちよう大おお型がたの馬車である。普通の馬車の何倍もあり、やたら縦長の荷台には布を被せられた大きな荷物が載のせられている。

　宣教騎士達は転がる様にしてその荷馬車の処ところへ辿たどり着つくと、揃って叫び声ごえを上げていた。

「聖人出陣ッ！　聖人出陣――ッ！」

「――ユキ」

　ユキナリの傍かたわらに追いついてきたダーシャが、声を掛かけてくる。

「ダーシャ、危ないから下がってろ」

「ユキ一人の方がずっと、危ない」

　ダーシャは言って〈レッチリ〉の撃鉄を起こす。

「何言って……いや、いい。とりあえずは俺の傍そばを離はなれるなよ」

「……ん」

「それより、ダーシャ、アレ、何だと思う？」

「…………不明」

　そんな会話をするユキナリとダーシャの視線の先で、宣教騎士達は何やら馬車に取り付けられている品を操作していた。

　それは――

「……オルガン？」

　突如鳴り響く――旋律。

　どうやら小型ながら、それはパイプオルガンであるらしい。本来は建物の構造に組み込むべき楽器であるが、この場合はあの荷馬車の車体そのものに、パイプオルガンが取り付けられているらしかった。

　しかも――

「聖なるかな！　聖なるかな！　聖なるかな！」

　宣教騎士達が合唱を始める。

「おお――偉大なる我等が先達、尊き教えを守護せし聖人の御影、今こそ鋼鉄の肉体を得てここに出陣せんッ！」

「出陣せんッ！」

「聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかなッ！」

「聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかなああああああああ～ッ!!」

　宣教騎士達は眼めを血走らせ、胸元で手を組みながらそう唱和する。

　そして次の――瞬間。

「……!?」

　暴ッ、と風が啼ないた。

　それは打ち振られる布が空を叩く音である。場合によっては小さめの家屋一軒けんを丸ごと包めそうなその布――超大型馬車の荷台に掛けられていたそれが、いきなり激しく振られたのである。

　しかも……

「おおっ！　聖人出陣！」

「聖人出陣ッ!!」

　宣教騎士達が歓喜の叫びを上げる。

　そんな彼等の前、ユキナリ達と彼等の間に割り込むかの様に、巨きよ体たいが降ってきたのは次の瞬間だった。

　轟音と共に参道の地面が凹む。

　それは――

「おいおいおいおい……！」

　さすがのユキナリも呆ぼう然ぜんと――いや唖然としていた。

　彼やダーシャの眼の前にそびえ立つそれ。

　超大型馬車の荷台の上から跳躍し、数メートルを飛んで着地したそれ。

　それは――

「こういうのもアリなのか……」

　それはユキナリの言葉で言うならば『巨きよ大だいロボット』だった。

　全長、いや背丈でいえば五メートル以上――六メートルには届かないかもしれないが、人間の身からすればこんな規模の人型が眼の前に立っていれば、どうあっても威圧されずにはおれまい。それは明らかに鋼鉄製で、重量感も途と方ほうも無い代物だ。

　しかもそんな代物が――跳躍する。

　戦車が飛び跳ねる様なもので、まともに眼にすれば絶望感しか生まれてこないだろう。
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　更さらに……

「聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな!!」

　宣教騎士達は再び合唱する――というか祈いのりを捧げている。

　それと同時に超大型馬車に取り付けられたパイプオルガンも高らかに旋律を奏で、それらが――鋼鉄の巨人の全身に何十、何百と取り付けられた棘と反応しあっていた。

　いや。それは棘ではない。

　先端が二股に分かれたそれは――

「――音叉、か」

　ユキナリは眼を細めて言った。

　そう。それは大量の――大小様々な音叉だった。それがオルガンや宣教騎士達の祈りの声に共鳴し、その度に、鋼鉄の巨人が細かな動きを示していく。

　つまり――

「多分、『聖油』を制御する為の、もの」

「……だろうな」

　ダーシャの言葉に頷うなずくユキナリ。

「前言撤回だ、ダーシャ、下がれ、小屋の方まで」

「でもユキ……」

「ベルタとお嬢じようさんを頼たのむ。彼かの女じよ等らと、そして何より自分を、守ってくれ。俺おれは多分、あいつの相手で手一杯だから」

　ポケットから取り出したひとつかみの44マグナム弾だんをダーシャに手渡しながらユキナリはそう言った。

「…………分かった」

　ダーシャが頷き、しかし〈レッチリ〉を構えたまま後退る。せめてユキナリの援えん護ごをしながら小屋に戻もどろうというのだろう。彼かの女じよの健気さは本当に有り難がたいが、しかし振ふり返って感謝の言葉を投げている状況でもなかった。

「――要は、操り人形だろうけどな」

　腰こしに提さげている剣を抜く巨人を睨み据えながら、ユキナリは呟つぶやいた。

　いきなりこんな代物を見せられて、度肝を抜かれたのは確かだが……冷静になって見れば、これは『奇き跡せき』でも何でもない。糸の代わりに音と、それに反応する音叉を用いている操り人形なのだ。宣教騎士達は、オルガンと祈りの声で、この巨人を操縦する。

　動力源は恐らく――『聖油』だろう。

　教会の秘中の秘とされるその赤い、血の様な油は、変わった性質を持っており、熱や力をその内部に蓄たくわえる事が出来る。そしてそれをある種の刺し激げき――恐らくこの場合は音叉の振動か何か――で、温度を上昇させたり、あるいは体積を変化させる事で自由自在に放出する。いわば電気ではなく、熱や『動き』の蓄電池だ。そしてあの巨人にとっては筋肉そのものなのだろう。

「お前達が異い端たんと罵る錬れん金きん術じゆつ師し達たちから得た力だろうにな。恥ずかしげもなくそれを使うとか――二律背反もここまで来ると清々しいな、おい」

『聖油』は、元々この世界の錬れん金きん術じゆつから生まれたものだ。

　教会は錬金術師達を『異端』として狩る一方で、有能と眼を付けた錬金術師は教会の奥おく深ぶかくに幽閉し、家族や恋こい人びとを人ひと質じちとして教会の『奇跡』演出の為の道具を製作させている。

　イルジナもまた、そうした錬金術師の一人だった。

　彼女の場合は、両親の代から教会に幽閉されていて、教会の外の世界というものすら触ふれた事が無かった。触れる事もないままに、死んでしまった。

　だからユキナリは教会を許さない。

　自分に第二の人生をくれた『母』であり、右も左も分からなかった自分を導いてくれた『姉』でもあった彼女を、奪うばった奴やつ等らを許さない。それは相手が圧倒的な兵器を持ち出そうが何だろうが、変わらぬ誓いだった。

「天罰ッ！　代行ッ!!」

　宣教騎士達が叫さけぶ。

　巨人――どうやらハリス真教会の守護聖人を象かたどった代物らしいが――が剣をユキナリに向けて振り下ろしてくる。残像を虚こ空くうに刻み、空気を抉えぐって鳴かせる程ほどの斬撃。音声で制御している為か、それぞれの動作に関しては間が空くのだが、いざ動き始めれば異様に速い。




　どぉん……！




　地鳴りの様な音と共に、参道に剣撃の跡が刻まれる。

　数メートルにわたって、深さ数十センチの溝が生じていた。見た目は地味だが、とんでもない威い力りよくである。刃やいばは鋭くないのかもしれないが、こんなものを人間が喰くらったら、切り裂かれる以前に衝撃でばらばらだ。

「なるほど、これで地神をぶっ殺すって訳か」

　確かにこの守護聖人像ならば、地神とも互角にやり合えるかもしれない。

　しかもその様子を辺境地域の住人に見せつけてやれば、『神の奇跡』を喧伝できる。ハリス真教会の守護聖人様が、無敵の鉄人となって、神の名を騙る『悪あく魔ま』を滅ぼしてくれたのだ――と。

「貴様も滅ぼされるが良い、悪魔めが！」

　宣教騎士の一人が、そう叫ぶ。

　守護聖人像は更に攻撃を繰り出してきた。

　やはり――剣を振る、脚を踏ふみ出して姿勢を変える、そうした一つの動きは異常に速いが、それぞれの動きは完全に断絶していて、コマ落としの動画を見ているかの様である。

　何と言うか、ある種の爬虫類や両生類の動きに近い。

　静と動が両極端過ぎる上に、瞬発的で非常に先読みがしづらいのだ。

　剣を振り回し、まるでマントの様に己おのれを覆おおっていた布を翻し、守護聖人像はユキナリに斬きりかかってくる。

　44マグナムの銃声が、これに挑いどんだ。

　轟音と共に放たれる銃弾――だが、それは分厚い鋼鉄の装甲に僅わずかな傷をつけただけだった。如何にマグナム弾とはいえ、所詮は拳けん銃じゆう用……対装甲用の徹甲弾だん頭とうを使ってみたのだが、さすがに守護聖人像を破壊するには、元々のエネルギーが足りない。

〈デュランダル〉の装そう填てん・排莢レバーを操作、立て続けに五発を打ち込んでみたが、効果は無いに等しかった。

　ならば、剣による接近戦か。

　しかし膂力の大きさパワーと間合の広さリーチは、圧倒的に守護聖人像が上である。まして関節部も鋼鉄製の代物、懐ふところに入り込んだとしても、破壊出来る場所がどれだけあるか……

「くそっ、こんな事なら本当、対物ライフルでも創っときゃ良かった！」

　正攻法が駄だ目めならば――とユキナリは立ちはだかる守護聖人像を回り込み、超大型馬車でオルガンを弾ひいている宣教騎士を狙おうとする。

　だが――

「――熱ッ!?」

　脇わきに回ったユキナリに向けて、守護聖人像の腰から炎ほのおが噴ふき出したのは次の瞬しゆん間かんだった。

「火炎放射器ッ!?」

　恐らくは剣の間合の内側にまで――懐にまで入り込んできた相手に対しては、火炎放射器で対応するという事なのだろう。守護聖人像本体の動きとは関係無いので、こちらはいつでも放射可能という事らしい。

　見た目に反して意外と合理的な設計である。

　いずれにせよ――

「どうしたもんかね、これ」

　攻略の糸口が見えない。

　顔をしかめるユキナリは――しかし次の瞬間、気付いた。

　大きく参道を迂う回かいする様にして、神殿跡の方に走っていく宣教騎士が十名余り。傾斜は緩ゆるいとはいえ道の無い地面なので、その速さはさしたるものではないが……

「ダーシャ！」

　間ま違ちがいない。

　ユキナリが手強いと判断したあの連中は、ダーシャやベルタ、フィオナを人質にとる積もりだ。

　勿もち論ろん、ダーシャの手には〈レッチリ〉が在るが……それでも六人を超こえる数で一いつ斉せいに突撃されれば、さばききれない。シングル・アクション・リボルバーは構造が単純で極きわめて頑強だが――実戦で使用する場合、弾の装填と排莢にどうしても手間取る。西部劇で二丁拳銃をよく見るのは、この為だ。

「くそっ――」

　思わず宣教騎士達の後を追おうとして、身を翻すユキナリ。

　その背に向けて猛烈な勢いで守護聖人像が剣を振り下ろしたのは、次の瞬間だった。




　　　　●




　宣教騎士達が小屋に向かってくるのは、フィオナ達にも見えていた。

　扉とびらを閉めて立て籠もる事も考えたが――急拵えの小屋は、頑がん丈じようとは言い難い。十人余りの宣教騎士達がその気になれば、壊して押し入るのは簡単だろう。

「……さがってて」

　そう言うのはダーシャである。

　彼女は扉の前に椅い子すを置くと、そこに跪ひざまずいて――奇き妙みような黒い武器を構えた。

　下部についていた二本の棒を起こし、それを『脚』の様に使って、椅子の上に武器を固定――自らは上部についている筒状のものを覗のぞき込んだ。

「…………」

　フィオナはベルタを連れて彼女の真後ろに回る。

　どういう原理なのか分からないが、ダーシャの持っている武器の先端を向けられると、轟音が響ひびき、向けられた相手は死ぬ。つまり大きさも形状も全く違ちがうが、弓矢や弩と同種の武器なのだろう。ならば、味方がその武器よりも前にいれば使いづらい筈だ。

「……それで、いい」

　どうやらフィオナの考えは間違っていなかったらしい。ダーシャ満足げにそう言うと、迫せまり来る騎士にその武器を向けた。

　そして――轟音。

　他の全すべての音を、一瞬ながらもかき消す大音量が、辺りに響く。

　走ってきた宣教騎士の一人が――つんのめる様にしてその場に倒たおれるのを、フィオナは見た。宣教騎士は己の太股を――その外側を押さえながら悲鳴を上げてのたうち回る。どうやらそこを傷つけられたのだろう。

　だが当然ながら、そこには腰から太股を守る為の装甲がある。薄いながらも鋼鉄の筈のそれは、湾曲している事もあって、矢は刺さらず、刃で斬り付つけても滑すべるばかりでその下の肉体を傷つけるのは至難の業だ。

　なのに、この少女は――いとも簡単に。

「ひ、怯むなっ!!」

　残りの宣教騎士達が互たがいを鼓舞しながら更に走ってくる。

　これにもダーシャは轟音で応じた。

　彼かれ等らの掲げていた盾に穴が開き、更には身を覆う鎧があるにもかかわらず、彼等は肩かたや太股を押さえてその場に倒れ伏した。いずれも即死はしていない様だが、それぞれ傷を負った場所を押さえて悲鳴を上げている。

　単なる痛みという以上に、一方的に、謎の武器で傷を負わされている恐きよう怖ふなのだろう。

　剣を受け止め、弓矢ですら弾き返す騎士の盾に、簡単に穴を開けるダーシャの武器。

　彼等にとって、それは悪夢そのものだろう。

　しかし――

「こ……これならばどうだ、異教徒めっ!!」

　宣教騎士の一人が、仲間の取り落とした盾を二枚重ね、その陰かげに身を潜める様な体勢で近付いてくる。

　ダーシャの攻撃は勿論、それに応じたが――

「は、はは、防いだ、防いだぞ！」

　得意げにその宣教騎士は叫んだ。

　二枚重ねの盾に加えて、自身の鎧。

　三枚の鋼が、どうやらダーシャの攻撃をようやく防いだらしい。

　これを知った他の宣教騎士達も、負傷した仲間から盾を取り上げて、これを重ね始めた。

「…………」

　フィオナの位置からは勿論、ダーシャの表情は見えない訳だが……武器が防がれたと分かって彼女は動どう揺ようしているのではないだろうか。勿論、宣教騎士達が剣や手の届く距離にまで近付いてくれば、もうダーシャ達に勝ち目は無い。

　轟音が、更に二回。

　先頭で近付いてきた宣教騎士が驚おどろいた様に立ち止まるが――しかし、倒れずに接近を再開する。どうやら二度連続で攻撃しても、相手の防御を打ち破る事が出来なかったらしい。

　宣教騎士達は、重ねた盾が重い所為もあるだろうが、多少速度を落として近付いてくる。

　そして――

「……弾切れ」

　ダーシャがそう呟いた時――既すでに宣教騎士達は、眼の前に迫っていた。

「このっ――」

　宣教騎士の一人が剣を振り上げる。

　だが次の瞬間――宣教騎士は姿勢を崩くずしてその場に倒れていた。

「ダーシャ！」

　鋭するどい叫びに宣教騎士達が振り返かえる。

　参道を真まっ直すぐ走ってくるのは、〈デュランダル〉なる武器を手にしたユキナリである。

　今の宣教騎士が倒れたのは、彼かれが背後から攻撃を仕掛けた為だろう。宣教騎士達は、正面のダーシャの攻撃を防ぐ事ばかりに注力していて、背後の備えも、注意も、疎かになっていたのだ。

　しかし――

「――あ」

　ベルタが呆然とした声を上げる。

　参道をやってきたのはユキナリだけではなかった。

　まるで水面下から浮うかび上がるかの様に、姿を現す――巨大な人型。

「聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかなッ!!」

　パイプオルガンの旋律と、宣教騎士達の唱和を背負って傲然と立つ。

　次の瞬間、その右腕うでに握にぎられた巨大な剣が、ユキナリに向けて横薙ぎに払われた。

　背後への注意が疎かになっていたのは、ユキナリも同じ――ダーシャ達の方ばかりを見ていた彼は、巨人の剣を避さける事は出来ず、まともにその一撃を食らっていた。

「ぐおっ――」

　横から巨大な……鉄板そのものといった剣がユキナリを打つ。

　剣とはいってもあまり鋭くはないのか、彼は真っ二つにされる事無く――しかし軽々と、まるで木の葉の様に空中に舞い上がる。人間一人を空中に投げ出す程の打撃となれば、それは間違いなく命中した部分の肉を潰し、骨を砕く。

　最悪の場合――背骨を折られ内臓を破は裂れつさせて即死だろう。

「ユキ！」

　ダーシャの悲痛な叫び声が、辺りに響いた。




　　　　●




　一瞬の衝撃。

　だがひたすらに重いそれは――ユキナリの表層意識を、綺麗に刈り取っていた。

　視界が暗色に閉ざされ、ありとあらゆる物音が遠ざかる。前身の皮膚感覚は冷たく麻痺して、嗅覚も味覚も何も感じない。外と繋つながるべき五感を失って、ユキナリの意識は深い闇の底へと落ち込み始めた。

　まずい。思考が回らない。

　考えがまとまらない。

　焦燥感だけがじりじりとユキナリの本能めいた部分を灼いている。

　そして――




「ユキくん……」

　炎の中でユキナリに手を伸のばしてくる姉の初はつ音ね。




「……ごめんね……ユキ……ダーシャを……お願い…………」

　血ち塗まみれでも最後に微笑ほほえんでそう告げてきたイルジナ。




　前世と。今世と。二度もユキナリは大事な人を喪った。

　救えたかもしれない。助けられたかもしれない。何か出来たかもしれない。

　そう思うと、気が狂いそうな位に辛かった。

　だから――

「……ああ、くそ」

　闇の中でユキナリは呻いた。

「やっぱり俺は、神様なんかにゃ向いてない――」

　彼には『力』が備わっている。

　なのにそれを使う事にいちいち躊ちゆう躇ちよを覚えていたのは、自分の正体が周囲にばれる事を怖おそれていたからだ。自分が人間には在り得ない力を行使した結果、周りの人間の自分を見る眼が恐怖に染まる事を、危惧していたからだ。

　ユキナリは、この期に及んで人間である事に固こ執しつしていた。

　だが――それでダーシャを喪うなど、在ってはならない事だ。

　イルジナとの約束だ。

　そしてそれ以上に……

「ダーシャ……」

　ユキナリが人間でない事を識しっていながら、何の躊躇も無く彼と共にいてくれる少女。普ふ段だんは無表情で無愛想なくせに、ただ頭を撫なでてやる、それだけの事をとても喜んでくれる少女。

　これ以上、彼女まで喪っては、ならない。

　周囲の誰だれに怪かい物ぶつだ、バケモノだと怖れられ、忌み嫌われようとも。

　周りの思惑や感情など知った事か。傲然と、微塵の躊躇無く、一いつ切さいの逡しゆん巡じゆん無く、ましてや中途半はん端ぱな遠えん慮りよも無く、彼は彼の力を恣意的に使って自分の望みを果たさねばならない――まるで絶対者たる神の如くに。

　だから――




「――ユキ！」




　ダーシャの声が彼を呼ぶ。

　行かなければ。

　今度は死なせない。

　ダーシャの声をまるで命綱の様に辿って、強ごう引いんにユキナリは意識を取とり戻した。

　自分が参道脇に転がっているのを意識する。眼を開けて見上げれば、丁度、とどめとばかりに守護聖人像が剣けんを振り上げているのが見えた。

「滅びろ、悪魔ッ！」

　死刑宣告の様な言葉と共に、高らかにオルガンの音色が鳴り響く。

　轟、と虚空を抉り抜ぬいて、巨大な凶器がユキナリの上に落ちてきた。

　そして――

「――あ？」

　ユキナリは歯を剥むいて笑う。

「誰に言ってんだ。おい、なあ、それ誰に言ってんだよそれ？」

「……!?」

　宣教騎士達たちが凍こおり付くのが見えた。

　当然だろう。彼等は何が起こったのかすら、分からなかったであろうから。

　一いつ瞬しゆんの内に生じた一連の出来事について、理解していたのは恐おそらく、ダーシャだけであった筈だ。ベルタやフィオナも視認は出来たとしても、理解は不可能だ。それは、彼女等が今まで見た事の無い現象だった筈だからである。

　先まず――青白い光が迸った。

　それはユキナリの掲げた右手の掌てのひらと、そこに激げき突とつした守護聖人像の剣の間に発生したものである。火花ではなく、血の飛沫でもなく、冷たいとさえ言える青白いその光は、一瞬ながらも強く強く輝いて――周囲の陰いん影えいを逆転させた程だった。

　そして剣が消える。

　いや。正確には剣身の大半が何の脈みやく絡らくも無く、唐突に、消滅していた。

　ユキナリの触れた部分を中心に剣身の大半がなくなり、残ったのは柄つか近くの僅かな部分と、切っ先の、やはり僅かな部分だけだった。切っ先部分は支えるものも無いままに空中を飛んで、神しん殿でん跡あとの傍に生えている樹木の一本に突き刺ささり、これをへし折った。

　更に……

　剣の消滅の後、青白い光はユキナリの全身を包み込む。

　彼の姿そのものが光の中に溶け消え、それから次の瞬間にはまたその光も消えていた。

　後に残ったのは――

「……騎士……？」

　フィオナが、呆然と呟くのが聞こえた。

　そう。確かにそれは、鎧よろいを帯びた騎士に似ていた。

　ただし宣教騎士達とは明らかにその姿が違う。虚こ仮け威おどしの装そう飾しよく品は一切無い。むしろ全身に沿う様にして配された深い蒼あおの装甲は、その下の黒い布地に直接縫い付けられている様で、全身の基本的な輪りん郭かくは普ふ通つうの人間のそれに近い。

　ただ――それとは別に一点。

　人間の姿形とは明らかに異なるモノが備わっていた。

　翼……だ。

　折り畳まれた――硝子がらすの如き透明な材料で作られた羽根を、鈴すずなりに下げた翼が、その背中に生えている。透明な羽根はしゃらりしゃらりと互いに触れ合いながら涼すずやかな音をたてているが、どうやら実際にはかなりの熱を帯びている様で――人ひと影かげの背後の風景が、蜃気楼の様に歪ゆがんで見えた。

　頭部をほぼ隙すき間ま無く覆う兜――仮面の奥おくで紅あかい瞳ひとみが瞬くのを、宣教騎士達は見たかもしれない。それは彼等が今まさに殺そうとしていた少年の瞳の色だった。

「あ……あれは……あれは……!?」

　宣教騎士の一人が震ふるえながら、その深蒼の鎧騎士を指差す。

「馬ば鹿かな、そんな、馬鹿な、在り得ない、馬鹿な、在り得ないぃッ！」

「何だ、何を言って――」

　慌あわてて尋たずねる仲間に、その宣教騎士は悲鳴じみた声で叫んだ。

「あれは『御遣い』だッ！」

「……ッ!?」

　一斉に宣教騎士達が表情を強こわ張ばらせる。

「見た、一年前のあの日に見たぞ、確かにあれは、あれは、『蒼い御遣い』だ！　先代の宣教騎士団の団長や、聖教皇猊下を殺した……！」

「……説明、御苦労」

　ユキナリは仮面の下で忌々しげに表情を歪めながら言った。

「くそ、身バレするから使いたくなかったんだよ、特に教会の連中の前じゃな！」

　ユキナリの背中――二枚の翼が広げられ、その間に生じた青白い光の輪が高速で回転を始める。

『御遣い』の力は、普段の姿でも使えない事は無い。実際、ユキナリは先日、異い獣じゆうに襲おそわれた際にはこの力を咄とつ嗟さに使って異獣の身体を削り取った。

　だがこれを全力で使うには、それに相応しい身体構造というものがある。その為ために自らの身体を再定義、『御遣い』としての機能に最適化されたのが、この鎧に覆われた身体であり、硝子様の翼だった。

「『蒼い御遣い』……！」

「『蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ』!?」

　宣教騎士達は既に腰が退けていた。

　ユキナリの教会で起こした殺さつ戮りく事件――イルジナを殺した宣教騎士を斃たおし、そのままの勢いで宣教騎士団の団長や、当時の聖教皇が居いる建物に乱入した事件、これを知っている者達からすれば、『蒼い御遣い』もしくは『蒼鋼の冒涜者』の名は、悪夢のそれだ。

「こ、殺せ、滅ぼせ、な、なんとしても――」

　上うわ擦ずった声で命じる、宣教騎士達。

　オルガンの音が響き渡り、守護聖人像が柄だけの剣を棄すてて、掴つかみかかってくる。

　だが、拳を――籠こ手てを握りしめたユキナリが、真正面から守護聖人像の掌に一いち撃げきを叩き込むと、次の瞬間、守護聖人像の掌から肘の辺りまでが――その輪郭が緩んで、白い砂となり、崩れ去っていた。

　物質崩壊。

　ユキナリは――『御遣い』の力は、触れた物質の『在り方』を自由自在に弄る事が出来る。それはまさしく生きた錬金術だ。イルジナを含ふくめ、教会に捕らえられ、協力を余儀なくされていた錬金術師達が、数百年の歳さい月げつをかけて追究した錬金術の究極。

　彼が望めば水は葡萄酒となり、石はパンになる。

　その代償として『情報』を消費する事になる為、一定以上の物質を変換する場合には、予あらかじめ何かに触れて、それを砂に変えておく――構造情報を奪って貯め込んでおく必要が在るが、今、ユキナリが御遣い状態に『変身』した際の様に、情報の蓄積と消費を同時に行う事も出来る。

　いずれにせよ――

「守護聖人様の像が……！」

　自分達の無敵を裏打ちしてくれていた筈はずの人型兵器が、ユキナリに触れた瞬間に、一部とはいえ崩壊する様を見て――宣教騎士達は悲痛な叫びを上げた。

「さすがにデカブツ一体丸ごととなると無理があるか」

　ユキナリは呟きながら、両手を胸の前で合わせた。

　左の掌に右の拳を打ち付ける。

「そんなら――」

　意識を自分の力に向けて集中。

　構造は単純でいい。

　最低限必要なのは、単なる――筒。

　雷管プライマーや無煙火薬パウダーの生成は今までにも何十回と繰くり返してきたので問題無い。

　今必要なのは、対戦車ライフルに匹ひつ敵てきする威力を撃うち出せる道具だ。連発を考慮しないのならば、ただ銃身だけが在れば良い。

　クロームモリブデン鋼による銃身バレル形成。

　更にニトログリセリン、ニトロセルロース、ニトログアニジンを用いて銃身底部に装薬合成。これを数倍の直径で作った雷管で蓋をする。

　弾頭はステンレス。形状は対装甲尖頭弾。

　口径は――

「――ッ！」

　次の瞬間、ユキナリは左の掌の中から二メートル近い『棒』を引きずり出だしていた。

　いや。それは確かに棒に近い形状をしているが、勿論、棒ではない。

　口径にして三倍、装薬量にして実に二十七倍、44マグナム弾を拡大した代しろ物ものに、銃身としての筒を取り付けた代物である。咄嗟の生成という事で構造は簡素極まりない代物だが、使い捨てと考えるならこれで十分だ。

　自身の身長にも近いその長大な単発小銃を、槍やりの様に構え、ユキナリは言った。

「これで――沈めッ！」

　その『槍』を守護聖人像の腹部、装甲の合わせ目に突き入れるユキナリ。

　一歩下がって右手を振りかぶり――彼は渾身の力で『槍』の底部、即すなわち雷管部分をぶん殴なぐった。

　銃声――いや砲声が轟く。

　金属の悲鳴と共に、守護聖人像の腹部が大きく凹み、背中から抜け出た１３２口径――１・３インチの巨弾が、大気を貫いて彼方かなたに飛び去る。穿たれた腹部の穴からは、紅い『聖油』が血の様に噴き出し――そして、ハリス真教会の宣教用人型兵器は、まるで息絶えるかの様に、がくりとその場に膝をついた。

「ひ……ひいいいぃぃっ!?」
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　最も早はや、意味のある言葉を発する事も出来ない程に怯えた宣教騎士達が、転がる様に逃にげていく。そちらを向いてユキナリは、地に放ほうり出していた〈デュランダル〉を拾い上げると、照準をつけて――しかし。

「――ユキ！」

　駆かけ寄よってきたダーシャが、ユキナリに、蒼い装甲の上から抱き付いてくる。

「ユキ、ユキ、ユキ！」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから……揺さぶるの禁止」

　がくがくとダーシャに揺さぶられながら呻うめく様に言うユキナリ。

　そうこうしている間に、宣教騎士達は射程外にまで逃げてしまった。

　そして――

「貴方あなたは……一体、何者なの？」

　フィオナとベルタが驚きの表情で自分を見つめているのに気付いた。

　まあ無理も無い話だ。

『御遣い』は元々、奇跡を見せて民衆を『教化』する為に造り出された人造人間である。

　いわば宣伝用の道具であり、本来は、ここぞ、という時に民衆の前に持ち出して宣教師達が使ってみせる為のモノだ。

「ほら御ご覧らんください、信しん仰こうの力により奇跡が。この石はパンに変わりました」

「我わが信仰に応え、天の神が我が許もとに奇跡を生み出す使徒を遣わしてくださりました」

　――と。

　当然ながら、その存在は教会外には秘密とされ、御遣い自身にも自じ我がというものは無い。

　人の形をしているのは実の処ところ、見栄や体てい裁さいによる部分が大きい。

　何よりも道具に自我や自意識があっても、邪じや魔まなだけだ。

　だからこそ――ユキナリ以外の『御遣い』は十体余り存在するが、いずれも本当に自我の無い肉人形に過ぎない。それらは宣教師達に使われて初めて機能する――そういう意味では守護聖人像とも同じと言えるだろう。

　自我を持つ『御遣い』は、ユキナリだけだ。

　彼を『造った』からこそ、イルジナは教会上層部への叛はん意い在りとして殺された。

　だが……

「何者なんだろうな。本当」

　ユキナリは仮面の下で微び苦く笑しようを浮かべた。
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　負傷した宣教騎士達を超ちよう大おお型がた馬車に乗せ、ユキナリ達はフリートラントの町に戻った。

　そこでは住民の『教化』を――『聖印授与』を残りの宣教騎士達が行っていたが、彼等は蒼い鎧を帯びたユキナリの姿を見るや否いなや、驚きよう愕がくし、懊悩し、そして、降伏した。

　ユキナリが破壊した守護聖人像の部品を、彼等に見せたからである。

　最大の戦力を破壊されたとなれば、数で劣る宣教騎士達が恒常的に町を支配する事など出来はしないからだ。

　しかし……

「こ、これで、お、終わりだと思うなよ……！」

　広場に集められた宣教騎士達の一人が忌々しげに言った。

　神殿跡までやって来た一人であり、フィオナによるとアーロンという名前であるらしい。彼女が王都の学院に居た頃ころの、学友だそうだ。もっとも学友といってもフィオナはこの男の事を毛嫌いしている様だが。

「つ、次こそは……もっと凄い物を持ってくるからな！　どうしようもない位に凄い守護聖人像を――そう、五体、いや十体で……」

「あんた……」

　フィオナは怒おこるというより呆れの口調でアーロンに言った。

「ハリス真教会本部に、わざわざ自分が『最終兵器をただ一人の相手に吹ふき飛ばされただけで、何の成果も挙げられなかった無能です』って報告に戻るの？」

「な……なに!?」

　アーロンは眼めを剥いて――絶句。

　そんな彼に、フィオナは囁く様な口調で言った。

「どう？　ここは取り引きしない？」

「取り引きだと？」

「そう、あんたが上に嘘うその報告をしてくれれば、あんたの面子は保たれる。そして第二第三の教化遠征軍が押おし寄せてくる事も無い。余よ程ほどの無む茶ちやをしないと約束するかぎり、あんた達、騎士団を受け入れてあげてもいいわ」

　ここで単にアーロン達を追い返しても、改宗を迫る宣教騎士達が送り込まれてくるのを防ぐ術にはならない。勿論、アーロン達を殺しても同様だ。

　ならば――アーロン達を懐かい柔じゆうして虚偽の報告をさせておく方が、何かと便利だろう。

　ただ……

「き、貴様らッ……奴ど隷れいの分際で何をいう！」

　フィオナ以外の首に付けられた金属環かん――それを指差してアーロンは喚く。

　人間は激げき昂こうするとつい本音が出る。綺き麗れい事を何やら言っていた様だが、結局、アーロン達にとって地方都市の住人など、奴隷と大差無いのだ。

　ただ……

「そうだ！　その聖印がある限り、貴様らは我らに逆らう事など……」

　他の宣教騎士達も口々にそう言う。

　どうやら、解錠には特とく殊しゆな音叉が必要であるらしいが――

「その首輪ってのはこれのことか？」

　ユキナリは、ふと、首輪を填められた小さな子供――孤こ児じ院いんで出会ったあの幼女の一人だ――に歩み寄ると、その首筋に触ふれた。

「ごめんよ。ちょっとじっとしててくれ」

　言ってユキナリは金属環に触れる。

　途と端たん――それは、砂の様な粒子となってこぼれ落ちていた。

「…………」

　宣教騎士達は、ただただ呆ぼう然ぜんとその様子を見ているしかなかった。

「これでおまえらの優位とやらも無くなる訳だよな？」

「そ……そんな話、受け入れられるはずが……！」

「じゃあ、どうするの？」

　ただ狼狽えることしか出来ないアーロン達を――フィオナは意地の悪い笑えみを浮かべて見回した。







終章　彼の地をしろしめすもの







　宣教騎士団の来訪から……およそ十日後。

　神殿跡には改めて『地神様』の為の家が――いや神しん殿でんが建てられる事になった。

　今度は間に合わせの流用品ではなく、煉れん瓦がを積んでしっかりしたものが造られる予定になっている。

　ただしそれなりの作業量になる事が分かっている為、普段の仕事を抱えている町の住人ではなく、臨時徴用された人夫達が、大工棟梁の指導の下、働く事になった。

　即ち――

「おら、手ぇ抜くんじゃねえぞ！」

　事ある毎ごとに、禿げ頭の筋骨隆々たる棟梁は、人夫達に対して檄げきを飛ばす。

「何しろこの家には『地神さま』がお住まいになるんだからな！」

　大たい抵ていの人夫達は表情こそ忌々しげに歪めているものの、黙々と働いている。

　ただ――

「何な故ぜ私が、こんな、どうしようもない事を……」

　作業をしながらアーロンは唸うなる様な声でそう呟つぶやく。

　本人としては一応、声を潜めている積もりなのかもしれないが、棟梁はそれを見逃したりは――聞き逃したりはしなかった。

「何故だぁ？　おいコラ、おまえ自分の立場が分かってねえようだな」

　棟梁のごつい拳骨が、アーロンの頭を小突く。

　アーロン達は結局、フィオナの『提案』を受け入れざるを得なかった。

　形の上では地神を葬り去り『教化』に成功したと上層部に報告し、そのまま彼等はこの地に駐留する事になったのである。だが当然、実際には宣教騎士団としての駐留などフィオナ達が許す筈もなく、武装は全て住民達たちの手で剥奪され、下働きとして、あちこちでこき使われる事になった。

　さすがにユキナリやダーシャに攻こう撃げきされた二十名以上の怪け我が人については、治ち療りようと養生に専念させる事になったが……逆に言えばその仲間達を、アーロン達は人ひと質じちにとられている様なものである。

「つまらねえこと言ってる暇があったら、手を動かせ手を！」

「……済みません」

　アーロンはそう詫わびると、溜ため息いきをついて再び作業を始めた。




　　　　●




　言葉にせずとも、分かっているという事が在る。

　だが言葉にしなければ、区切りがつかない場合が在るのもまた、事実だ。

　だからそれは――儀ぎ式しきは行われる。

　昨日までと違う明日を迎える為に。

「――ユキナリ様」

　シリングス邸ていの広間。

　そこでユキナリとダーシャは、フィオナ、ベルタと向かい合っていた。

　フィオナの父ハンスや、執しつ事じ達たちも同席を申し出たそうだが、それは遠慮して貰もらったという話である。「ユキナリを説得するのには、自分とベルタが一番適任である」と関係者達に告げたらしい。

　即ち――

「どうかこの地に留まり、亜あ神しんや異獣からこの町をお護りください」

　既に、何度となくベルタから聞かされた懇願である。

　だが折に触れて囁かれるのではなく、改めて招かれた広間で、真正面からそう言われるとまた、違ちがった印象が在る。

「改めて、この体、この心、この魂、私の全てを貴方あなた様さまに捧ささげます。どうか」

「いや、しかし――」

「ユキナリ」

　更さらにベルタの隣となりで様子を見ていたフィオナが言い添そえてくる。

「私からもお願いします」

「…………」

「今は真教会を誤ご魔ま化かせていますが、もし真実が伝わったら――真教会側から報復を受ける可能性も在ります」

「それこそ、『タチの悪い地神モドキに無む理り矢や理りやらされてた』とか言い訳すればいいんじゃないのか？」

　自分を指差しながら苦く笑しようを浮かべるユキナリ。

「それはそうかもしれませんが……」

　フィオナは眉まゆを顰しかめて呟く様に言う。

「新たに、きちんとした神殿も建てさせていますし」

「だからそういう事じゃなくてな」

「ひょっとして、ベルタでは足りませんか？　ならば前にも言った通り私も」

「いや、あのな？」

　ユキナリは長々と溜息をついて見せながら言った。

　古来から男を『落とす』のに使うのは基本的に金と女――だそうだが。確かにこのフリートラントがユキナリを説得するのに使える材料と言えば、それこそ女をあてがう事くらいな訳で。

　そしてユキナリとしても一応、中身は十代の少年である訳だから、フィオナやベルタの様に綺麗で可愛かわいらしい少女に言い寄られるのは、まんざらでもないのだが。

　しかし――

「覚かく悟ご決めてるのは結構な事だけどさ。分かってるのか？」

「何がですか？」

「俺おれは人間じゃねーぞ」

　はっきりとユキナリはそう告げた。

「見てただろう？」

「はい。見ましたね」

　あっさりと頷うなずくフィオナとベルタ。

「そんなのに、その、抱だかれるとか、平気か？　もっと自分を大事にしなさいとか先生に教わったりしねえの？」

「普段の見た目は人間と変わりませんし」

　とフィオナは言った。

「何処どこまで本当かは知りませんが、旧ふるい時代には人と地神の婚姻も在ったそうですし」

「…………美女と野獣かよ」

　確かにユキナリの『前世』にも、そういう話は幾いくつも神話や伝承として転がっていた様だが。そして考えて見ればこの世界は――少なくとも神話や伝承の登場人物としか思えない様な地神や異獣が、実際に闊歩している。

　この世界の人間は、ユキナリの感覚よりも、実際には、『人以外に嫁ぐ』という事に抵抗が少ないのかもしれない。

「でもな。俺は教会の造った――」

　人造人間――布教用の道具たる『御遣い』だ。

　それはつまり、存在そのものが機密であり、教会にとっては、前聖教皇や宣教騎士団団長の仇かたきという事も含め、是が非でも討たねばならない敵という事になる。

　それこそもし、教会にユキナリの事が漏れれば、宣教騎士団全軍が押し寄せてきてもおかしくはない筈だ。

「別の言い方をしましょうか。私――ね、ユキナリ」

　ふとフィオナが少し口調を変えて言った。

「貴方に出会えて、本当に良かったと思うの。元々旧い生いけ贄にえだの何だのの儀式とか、私も嫌だった。何とかしたかった。でもその――」

　一瞬、戸と惑まどう様に言葉を切ってから、しかしフィオナは続けた。

「勇気が、無かったの」

「……勇気？」

「昨日と違う明日を迎える勇気」

「…………それは」

「変えなくちゃと思う。でも長く続いた事を変えるのであれば、当然、色々と面めん倒どうな事がつきまとう。上う手まく行かずに事態が悪化する可能性だってある。そういう事を理由に――言い訳にして、私は何もしてこなかった」

　フィオナの口調には自嘲の色が有るが、その表情はむしろ晴れやかだ。

「だけどそういう凝り固まった旧いものを、貴方が、壊してくれた。それは偶ぐう然ぜんだろうし、貴方は別にそれと意図した事でも無いのかもしれない。けれどそれでも、いいの」

　わずかに腰こしを屈かがめて下から覗のぞき込む様にフィオナはユキナリの顔を見つめる。

「神様ってそういうものじゃないかな」

「神様ねえ……」

「人々はその気き紛まぐれな行いに、勝手に意味を見いだして、その後をついていく。神様はただ神様として在るだけで、何もしなくても、それでも――だからこそ意味がある」

「むしろそれは神様っていうより、愛玩動物とかの在り様じゃないのか？」

「かもね」

　とフィオナは笑う。

「だから此こ処こに居て、ユキナリ。私達の傍そばに居て。お願い」

「あ、あの、わ、私も、私からもお願いします」

　今度はベルタが慌てた様に言いい添える。

「私もユキナリ様に居て欲ほしい――傍に居させて欲しいです」

「…………」

　ユキナリは長々と溜息をつく。

　神か。愛玩動物か。

　いずれにせよ――『町の為』だの『皆みなの為』だの言われるよりも、遙はるかにそれは切実で生々しく、心に響ひびく訴えだった。

　だから――

「……分かった」

「――！」

　フィオナとベルタが顔を見合わせて表情を輝かがやかせる。

「ダーシャを延々と旅で引っ張り回すのも、良くないとは思っていたしな」

　最後に言い訳する様にそんな一言を添えるユキナリ。

　だが――

「…………って」

　じっとりとした視線に気付いてユキナリは傍かたわらの相棒を振ふり返かえった。

「な、なんだよ？」

「……ユキ、やっぱり、女たらし」

　膨ふくれ面つらでそう言ってくるダーシャ。

「いやだから、別に、その、抱くだの抱かないだのは、言葉のあやっつーか」

「…………」

　ダーシャがユキナリの左ひだり腕うでに、自分の両りよう腕うでを絡めてしがみついてくる。

「ダーシャ？」

「……でも、ユキには自由で居て欲しい」

　ダーシャは視線を自分の足元に向けながら言う。

「姉さんとの約束は気にしない、で」

「ダーシャ……」

「でないと、私はきっと…………」

　きっと、何だというのか。

　しかしダーシャはその先を言う事は無く、ただただ腕うでに力を込めてくる。

　ユキナリは溜息をついて、彼かの女じよの銀ぎん髪ぱつに手を置く。

　そして――

「ところでそうすると、今晩辺りからユキナリの寝室に順番に行けば良い感じ？」

「あ、では、私が――」

　などと、傍らではフィオナとベルタが勝手に何かの順番を話し合っていたりする。

「そこ。話がこじれるから、そういうのはまた今度にしてくれ」

「そうなの？」

「そうなの」

　首を傾かしげるフィオナにユキナリは言う。

「それは神様としての、命令？」

「まあ、そうかな。この地の神として命令する。そーゆーのは、また今度」

　また目に見えて機き嫌げんが悪くなりつつあるダーシャを気にしつつ、ユキナリは溜息交じりにそう言った。







あとがき







　どうも、軽小説屋の榊です。




　ＨＪ文庫ではお久しぶり、新作『蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ』をお届けいたします。




　本書はいわゆる『異世界チーレム』でありまする。

　平たく言えば『平凡な男の子が異世界に転生しちゃってチートな最強キャラになって出てくる女の子に惚れられまくってハーレム状態』になるのが基本の物語ですね。ＷＥＢ発で一世を風靡したとも言えるジャンル。

　で――多くの場合にその『最強っぷり』が、このジャンルの作品の個性になったりする訳です。なんでこいつは最強なのか、的な理屈づけですね。

　だもんでこのジャンルの主人公は勇者に転生したり魔王に転生したり、フィジカルな能力は無いけど軍師になったり、様々です。

　某所でやってる私の作品とかもこの『異世界チーレム』の一種に分類されてるようなのですが、あっちなんかはやっぱり戦闘能力そのものは無いけど、オタク知識でガンガン行く、みたいな設定になってたり。むしろ居酒屋や高校の料理研究会が料理知識で異世界人を唸らせる、という系統も出てきたり。

　まあそこまで行くと『最強』かどうかは微妙ですが……ともあれ、この種の異世界チーレムの気持ちよさって、遡ると、個人の能力ではないけれど、『戦国自衛隊』とかその辺の系譜なのかなあと思ったりもします。後は映画だと、Ｆ14トムキャットが零戦撃墜する『ファイナルカウントダウン』とか。

　だとするとやっぱり、剣とか持った騎士団や、モンスター相手に『現代兵器』である銃を手に戦いを挑む気持ちよさって、やっぱりガチなのかなと思ったり。




　しかしここで問題が。

　そもそも銃って弾薬が無いと鈍器にしかならないという代物で、異世界だとそもそもその弾薬供給がどう考えても覚束ないんですよね。戦国自衛隊だって、兵站が確保出来ずに映画版じゃ最終的に戦車とか放棄してましたし、長丁場の小説版じゃ燃料が確保出来ずに発電機を制限して使うとかいう描写が在ったし。

　では異世界で主人公が銃器を使って最強キャラとして活躍する為には、どうすれば良いのか。

　その辺を色々考えた末にこの『蒼鋼の冒涜者』は出来上がっております。

　ちなみに題名の『蒼鋼』もブルースチール――即ち、銃器の多くで（ステンレスとか樹脂部品ではない、鋼鉄の部品に）錆止めとして使われる表面処理、ブルーイングをされた鋼鉄の意味でありまする。




　でもって、折角なのでヒロインにも銃を持たせてみた訳ですが。

　オーソドックスに銃器持ちヒロインというと、どうしても長いライフル系を振り回すのが定番（少女と長物火器の対比における銃器の厳つさと少女の可愛らしさのコントラスト）な訳ですが。そっちは某所の作品でつい最近までやってた事もあり、ちょっと今回に関してはひねくれてみました。

『眼鏡っ娘の癖に狙撃手（スナイパー）』『狙撃手の癖に拳銃使い』

『しかも回転弾倉式拳銃に光学照準器（スコープ）と二脚（バイポッド）とか着けて』

　爆誕ッ……眼鏡っ娘スナイパー（with狙撃用カスタム・リボルバー）!!




　ちなみにリボルバーに二脚とスコープを付けて狙撃に使うというのは、一見、イカツいパーツをゴテ盛りした、もの凄く頭の悪いカスタムに見えますが……実例は少ないものの、フランスの特殊部隊なんかが実際にやってたりします。




　また、主人公がレバーアクションの騎兵銃（カービン）、ヒロインがシングルアクションの回転弾倉式拳銃（リボルバー）を使ってるのも、設定的に意味があるんですが、それはさておき、普段はあんまり興味の無い銃なので、今回、これを書く為に改めてエアガンとモデルガン買ってきました。ええ。これを書く為です。決してこれを言い訳にして買った訳ではありません！　本当です！　本当…………

　いやまあ、それはそれとして。

　絵師さんが絵を描く参考にと思ってヒロインの〈レッチリ〉などはエアガンでほぼそのまんまの代物を造ってみたのですが、驚いた事に赤井てら先生から、３Ｄモデリングのデザインが主人公の〈デュランダル〉共々あがってきてしまいました。

　感謝至極。

　ともあれ――かなりひねくれた設定であるにも関わらず、銃はやたら格好良いわ、眼鏡っ娘のヒロインはものすげえ可愛いわで、刊行が待ち遠しい作品となりました。




　はてさて、本作は読者の皆様の目にはどう映るのか。

　愉しんでいただければ幸いです。




　２０１５／３／31







[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p233.jpg





item/image/p111.jpg





item/image/p273.jpg





item/image/p027.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章　終わりよりの始まり



		第一章　神なる獣



		第二章　神の形



		第三章　異なる獣



		第四章　神の軍隊



		終章　彼の地をしろしめすもの



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p181.jpg





item/image/p141.jpg
W)
\\

N X "v/" S : 3!
) \
C—a ¥ NS /
\ > . o | 7A > i %
& V2 N 3 ]
\\\ W/ 7
\ l} 7*—‘: 2>
A
\ N gj ~ )
R /






item/image/p215.jpg





item/image/k002.jpg
~)V -

Y VA==
\ | 2x7usmons —

ES )
ZELTOMBERELT |

SO BS. KBV FIR |

B—SATNR—ADH>
TL—K(F1 AN,






item/image/k001.jpg
~
.L/,/

e € \\n
%ﬁ”@ﬂ%ﬁze%&(
BRI

NV RORNEEIER
"






item/image/k004.jpg
()
:
2

& 0 e o O






item/image/k003.jpg
[f| Lreens%s s, ®O
25 T OUBERVES, )






item/image/ok.jpg
Z7 2L A=DHTIT ey
TI51-0053 AT AL 4 A2 15-8

(BR) AR E— P %8y HI SRR

b — B8 e RIET S ek

@ I;;}J M http://www.hobbyjapan.cojp/hjbunko/

TN—=AF—N-TFAT =%

EWMOBHE

20154E5 H 1 H  #IRSIZEAT

HHE—H —ER

T
R S W e e A

T151-0053

FHRE A XA % R2-15-8

il 03(5304)7604 (k)

03(5304)9112 (%)

EIRIAT——K HAER etk
#T——AFTERGLOW /#X&H T A b =1

SRR - B

©Ichirou Sakaki

Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1015-3  C0193






item/image/p003.jpg





item/image/p002.jpg
O - AT MKL KR PO





item/image/p001.jpg
N

# — BB

HIUX &

~

)

.






item/image/p045.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/p249.jpg





